


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小学校における学習の“支援”に取り組もうとされる方々へ 
 

大きな可能性を持ち、吸収力に富んだ人たちである小学校の児童に接し、その学習

の“支援”をすることは、魅力とやりがいに満ちています。しかし、児童と“支援者”

がともに満足できる成果を上げる道のりは決して平坦ではありません。“支援者”に

は、大きな手間・労力と、児童・小学校に対する敬意―対等な立場で共に学ぼうとす

る姿勢、“支援”の意味を常に自問する姿勢―が求められます。 

本書に示す教材事例・実践事例は、それぞれの実践校において、いくつもの障害に

ぶつかりながら見出してきた暫定解です。改善すべき点、反省点も多く、また、実際

に応用・適用する場合には調整・修正が必須です。是非とも【実践編】第 3 章 留意

点を熟読願います。 

本書が、理想と覚悟をもって“支援”に踏み出される一助となれば幸いです。 
 

小学校における交通環境教育事例集作成委員会 
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【実践編】の活用方法 

 
□【実践編】の構成 

本【実践編】は、次のように構成しています。 

第１章 教材事例 

第２章 学習の実践事例 

第３章 留意点 

付表 

第１章 教材事例では、これまでに大阪府下の小学校で開発、実践したいくつかの教材に

ついて、標準的な教材の全体像を示す概要と学習の流れ、ワークシートやテキスト、授業へ

の適用の留意点などを例示しています。 

第２章 学習の実践事例では、具体的な取り組み校を対象としていますが、構成事例がよ

り一部いくつかの事例を踏まえて内容を拡充しているところがあります。 

第３章 留意点では、全体計画の立て方、カリキュラムの構成の仕方を例示するとともに、

典型的ないくつかのねらいや構成事例を紹介しています。また、計画段階、学習を進めてい

く段階、関係者との連携や支援を求める段階のそれぞれの段階で、注意すべき事項や参考に

なる例を示しています。 

付表には、本実践事例で参考にさせていただいたこれまでの「交通と環境学習」取り組み

校を掲載させていただいています。 

 

□教材事例の活用方法 
それぞれの教材事例は、「概要」、「標準的な学習の流れ」、「準備」、「展開例」、そして「評

価の視点」で構成してあり、取り組みの各段階で参照していただけるようにしています。ま

た、この構成と、課題発見型と実践型のタイプ、取り組みの推奨学年と関連する教科をラベ

ルで引用できるようにしてありますので、参照の際の参考にしてください。 

「概要」では、教材の全体像がひと目でイメージできるように、目的、目標、教材のタイ

プ、推奨する学年や関連教科、標準的な校時数などの枠組み、準備すべきもの、標準的なカ

リキュラム構成、支援などの情報を掲載しています。当該教材の概要をご理解いただいて、

カリキュラム検討の参考にしていただけます。 

「標準的な学習の流れ」は、標準的な校時の流れに沿って、児童の学習活動内容と指導上

の留意点を示しています。授業計画の検討、立案に際して参考にしてください。 

「準備」では、授業に使用するテキスト、ワークシート、器材などの標準的な事例を示し

ています。掲載事例をもとに工夫してお使いいただくことを推奨しますが、そのままコピー

を使用していただくこともできます。 

「展開例」は、当該教材の発展的事例を整理してあります。当該教材を中心として親和性

の高い教材との組み合わせ事例、当該教材をもとに派生する学習テーマや教材をトピックス

的に掲載していますので、カリキュラム構成や授業計画の参考にしてください。 

「評価の視点」は、当該教材学習の目標や評価の方法を事例的に示していますので、学習

を実施する際の参考にしてください。 
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□実践事例の活用方法 

実践事例では、「学習の実際」では、いくつかの典型的なカリキュラム構成パターンについ

て、代表的な取り組み校の授業の記録を例示します。ここでは、具体的な学習課程に沿って、

児童の学習状況と反応、教師による指導・支援の内容を紹介します。これらの内容は、でき

るだけ使用したテキストやワークシート、そして学習の状況を一目で把握できるように、写

真なども交えて紹介します。 

なお、学習計画段階、学習を進める段階、関係者との連携および支援などに着目して、留

意すべき事項を箇条書き的にわかりやすく示しますので、ぜひ参照していただき、より児童

にとって有意義な学習を進められることを期待します。 

 
 
□資料編の活用方法 

資料編には、「教材集」と「用語集」を掲載しています。 

「教材集」は、それぞれの教材で使用した標準的なワークシート、テキスト、データをそ

のまま使用していただいても良いように教材集として整理しています。 

「用語集」は、交通および環境を専門としていない教師の方々の理解を助けるために、辞

書的に使っていただけるように主要な用語を簡単に解説します。 
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１ 概要   

 

目的 
校区内の空気の汚れなどを調査することによって、地球温暖化や大気汚染などは違

う世界で起こっているのではなく、私たちがくらしている地域でも影響を受けてい

ることを実感し、自分たちができる課題を見出す。 

目標 

・ 空気の汚れという問題に対して興味を持ち、疑問解決に主体的に取り組む態度

を養成する。 
・ 空気を調べるという命題に対して、計画、準備、調査実施、評価、検証するプ

ロセスを実行する。 
・ 調査結果から、何らかの解決方法を見出す態度を養成する。 

対象学年 ５年、６年 学習のタイプ 課題発見型学習 

実施教科 総合的な学習の時間、社会、理

科、クラブ活動 連携教科 社会、理科、体育 

標準校時 3～5 校時 学習場所 教室、校外 

準備 

・ テキスト：地球温暖化酸性雨の影響写真、調査方法 
・ 調査器具：ザルツマン試薬、カウンターなど 
・ ワークシート 1：クイズ(私たちの校区に酸性雨は降っているか？) 
・ ワークシート 2：調査地点図(校区地図) 
・ ワークシート 3：調査計画 
・ ワークシート 4：計測シート 
・ ワークシート５：調査の感想 

学習構成 

 

支援・連携 

・ 家庭：校外学習引率支援依頼 
・ 地域：（校外学習引率支援依頼） 
・ 行政団体：標準テキスト、ワークシートなどの提供、調査器具貸出等 
・ 学識経験者：教材、ワークシートの作成、カスタマイズ支援 

1.(導入) 

2.校区内の空気を調べる計画を立てよう 

3.校区内の空気の汚れを調べよう(調査) 

4.調査結果を整理して考えよう 

5.地球温暖化を防ぐ方法を考えよう 

クイズを通して校区の大気汚染

という問題に興味を持つ。 

調査項目、場所、調査方法を考え

て、計画する。 

調査器具を正しく使って、調査を

実施する。 

調査結果を集計、整理して検証す

る。 

空気の汚れの原因物質と私たちの

くらしのつながりを考える。 

事例 1.私たちの校区の空気を調べよう 

第１章 教材事例

教材事例１ 私たちの校区の空気を調べよう 

課課課
題題題
発発発
見見見
型型型 

実実実
践践践
型型型   

概
要 

流
れ 

準
備 

展
開 
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２ 標準的な学習の流れ   

 
 
 
 
 
 
 
 

校時 学習活動 指導上の留意点 
1 ◆ 校区内の大気汚染の状況はどうなってい

るだろう？ 

・ 地球温暖化や酸性雨の影響を知る。 
・ NOx、CO2 はどこからたくさん出てい

る？ 
 
◆ 私たちの校区に酸性雨は降っているのだ

ろうか？ 

・ どのようなことを調べれば、校区の空

気の様子がわかるだろうか？ 
(意見交換) 

・ 導入部として、校区内の空気を調べよう

という動機を形成することがポイント。

・ 原因物質を確認することで、なにが NOx
や CO2 を排出するかを考えることが可

能となる。 
・ クイズなどで、議論が可能となるテキス

トを用意することがポイント。 

2 ◆ 校区内の空気を調べる計画を立てよう 

・ 調査項目、場所、調査方法(誰が何を) 
・ 汚れている場所、きれいな場所を予測

する。 

・ 調査方法は用意しておく・ 
NOx 調査方法 
CO2 調査方法 
交通量調査方法など 

・ 汚れているところ、きれいなところを予

測させ、調査結果で検証するという習慣

を形成する。 
3 ◆ 校区内の空気の汚れを調べよう(調査) 

・ 調査器具の使い方を確認する。 
・ 安全に対する注意。 
・ NOx 調査キットは、設置して翌朝回

収。 
・ 感想文 

・ 事前に校外調査引率者に依頼する(保護

者、行政団体担当者)。 
・ 校外に出る際の安全等確認。 
 

4 ◆ 調査結果を整理して考えよう 

・ グループの結果を集計、全体を地図に

プロットする。 
・ 予測との比較も踏まえて、大気汚染の

原因を考察する。 
 

・ 結果の整理には、大書き校区地図を用い

るとわかりやすい。 
(NOx、CO2、クルマのシールを用意) 

・ 調査結果から、大気汚染の原因を考えさ

せる。なぜ？ 
・ 原因がわかれば、解決方法の議論が可能

となる。 
5 ◆ 地球温暖化を防ぐ方法を考えよう 

・ 大気汚染の原因から、防ぐ方法を考察

して意見交換する。 
(グループ討議、発表会) 

・ 大気汚染と地域の活動や自らのくらし

を関連付けさせることがポイント。 

 

【連携】 

・ 総合的な学習の時間：関連するテーマから、校区内の空気を調べようという動機を形成する

ための準備。 
・ 社会科：「公害と環境の保全」などから大気汚染に着目。 
・ 理科：「人と環境、空気｣、「光合成」などから、空気の汚れに着目。 
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３ 準備 

■テキスト 1：地球温暖化の影響、酸性雨の影響写真 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：ヒマラヤ写真；地球環境と大気汚染を考える全国市民会議（CASA） 

    サンゴの白化情報；http://coral.s5.com/sango.htm 

 酸性雨の影響；http://www.crdc.gifu-u.ac.jp/edsoftol/sanseiu/asagao_frame.html 

 

教材事例１ 私たちの校区の空気を調べよう 

課課課
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■テキスト 2：調査方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■調査器具 

 (a)二酸化窒素調査キット (b)カウンター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大気汚染(NOx)調査キットの例                 カウンターの例 
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■ワークシート 1：クイズ(私たちの校区に酸性雨は降っているか？) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ワークシート 2：調査地点図(校区地図) 

 

みんなの意見

降る 58人 降らない 28人

車が多い 車が少ない

マンションなどが建ち開発が進む 緑が多い

ほかの所から流れてくる ほかの所に流される

あさがおの変色をみた あさがおの変色をみたことがない

大きな道路（新御堂筋）の近く 植物がかれていない

車で出かける人が多い

体育館の屋根が変色している

増えている 人 増えていない 人

車が多い 緑が多い

〔東泉丘小学校区では、酸性雨は降っているだろうか〕

〔豊中市の二酸化炭素は増えているだろうか〕

教材事例１ 私たちの校区の空気を調べよう 

課課課
題題題
発発発
見見見
型型型 

実実実
践践践
型型型   

概
要 
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れ 
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展
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■ワークシート３：調査計画 

 

■ワークシート 4：計測シート 
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■ワークシート 5：調査の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材事例１ 私たちの校区の空気を調べよう 

課課課
題題題
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４ 授業への展開 

(1)授業構成のパターン 

 ①導入部のパターン 

・ 「地球温暖化を知っていますか？」と連動する。 
・ 社会科：「工業とくらし」から自動車の利点と欠点を導入として、その影響は【校区にも

及んでいるかといった視点で導入部とする。 
・ いくつかのクイズの応答から導入部を構成する。 

 ②調査項目 

・ NOx、CO2 交通量、交通事故、空気の色やにおい、地点まわりの樹木や施設の様子など

も候補となる。 
 ③調査器具 

・ NOx、CO2 などは、調査キットが市販されている。 
・ 市販キットの購入が困難な場合は、試薬の購入、試薬の作成も可能。 
 

(2)学習の成果、児童の反応 

ねらい 期待する反応、成果 

校区内の大気汚染について興味

を持たせる 

・ 回答が分かれるクイズ(例：校区内に酸性雨が降っている

か)では、２対１程度で意見交換が可能。 
・ 「地球温暖化を知っていますか」は、ビジュアルで子ども

たちをひきつけることが可能。 
・ 「クルマとくらし」も、生活に密着していることから多く

の利点と欠点が示される。 

調査計画の立案 

・ 容易に交通量との関係が理解されるとともに、校区内およ

び周辺地域まで含めて調査地点が提案される。 
・ NOx、CO2、交通量は容易に提案される。その他の項目は、

子どもたちから提案されない場合が多いが、無理に調査する

必要性はないと思われる。 
・ 予想についても、活発な意見が交換される場合が多い。 

調査の実施 

・ 保護者への校外調査引率依頼をすることが望ましいが、学

校の状況によって異なる。保護者の協力が少ない場合は、

共生団体の協力を要請することが望まれる。 
・ 児童は、ほとんどの場合喜んで校外調査に参加する。 

調査結果の考察と地球温暖化を

防ぐ方法の検討 

・ それまでの学習の範囲で十分対応策が提案される。くらし

とのつながりについても、ある程度の示唆で多くの方法が

提案される場合が多い。 
 

(3) 留意点、課題 

・ 最も重要なポイントは、導入部であろう。子どもたちに校区内の大気汚染について興味

を持たせる工夫が非常に大事であると思われる。 
・ 実践型教材への取り組みも考慮すると、家族との連携を密にすることが望ましい。可能

な限り、校外調査の引率依頼をすることが望ましい。 
・ 調査器具などについては、学校内で調達することが困難な場合が多いので、行政団体の

支援が必要である。 
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5 支援・連携 

(1)支援と連携 

支援・協力者 支援・協力内容 

家庭 ・ 実践期間中、児童の取り組みの応援を依頼 (学級通信などの活用)。 
・ とくに、校外の調査引率依頼を行うことが望ましい。 

地域 ・ チューター(校外調査引率)。 

行政 
・ 標準的な教材、ワークシートの提供。 
・ 調査器具貸出支援。 
・ 場合によっては校外調査引率支援。 

学識経験者 ・ 教材、ワークシートの作成、カスタマイズ支援。 
 

(2)参考文献、HP 

・ 地球温暖化の影響資料：全国地球温暖化防止活動推進センターホームページ 
  http://www.jccca.org/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

教材事例１ 私たちの校区の空気を調べよう 
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こんなに多くの真剣に取り組んでいる人がいた！ 
 

速水 由三子 豊中市立新田南小学校 
(2003 年に豊中市立東泉丘小学校で交通環境学習を実施) 

 
この学習に取り組み始めたときは、とても戸惑いました。ひとつは、クルマの使い方を通

して環境を考えるという視点が今までなかったこと。子どもたちの家庭生活にまで切り込ん

でいかなくてはならないので、保護者の方の理解を得るために、理科通信をせっせと出した

りしました。プライバシーの侵害、と苦情が来るかとひやひやしましたが、最後に保護者の

方から、「家族で考えるいい機会になった」という感想をたくさん頂き、ほっとしました。 

もうひとつは、教育現場以外の方々と一緒に授業を作り上げていかねばならないこと。子

どもに対する考えや視点が一致するのだろうか、と不安でした。しかし、関係者の皆さんは

とても熱心で、学校側の少々無茶な実験の相談にも快く答えてくださり、子ども達のために

手間を惜しまず協力してくださいました。子どもたちにとっても、環境をよくするために真

剣に取り組んでいるたくさんの人々との出会いは、貴重な経験になりました。子どもたちが

熱心に学習に取り組めた一因だったように思います。 
 
 

コラム 
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１ 概要   

 

目的 
航空写真、地図を活用して、昔と今の校区の土地利用を比較し、何が増えて何が減

ったかを確認することで、これからのまちづくりや環境にやさしい実践への動機を

活性化する。 

目標 

・ 私たちがくらす地域の今と昔を比較し、将来の望ましいまちづくりやくらしを

形成しようという動機を醸成する。 
・ 航空写真、地図を読み取る力を養成する。 
・ 地図から問題意識を生成する能力を養成する。 

対象学年 ４年、５年、６年 学習のタイプ 課題発見型学習 

実施教科 総合的な学習の時間、社会、ク

ラブ活動 連携教科 社会 

標準校時 1～3 校時 学習場所 教室 

準備 
・ テキスト：航空写真（現在、過去）、校区地図（白地図） 
・ ワークシート 1：まちの変化 
・ ワークシート 2：私たちのまちの未来(課題) 

学習構成 

 

支援・連携 ・ 行政団体：標準テキスト、ワークシートなどの提供、出前講座 
・ 学識経験者：出前講座 

1.私たちのまちの昔と今を地図で比較しよう 

2.増えたもの、減ったものを確認しよう 

3.私たちのまちの未来は？ 

今と昔の航空写真を見て、増えた

もの減ったものは何かを調べよ

う。 

航空写真から、白地図に増えたも

のと減ったものを色塗りで確認し

よう。 

過去から今への変化を通して、私

たちのまちの未来をどうしていけ

ばよいか課題を提案しよう。 

事例 2.私たちのまちはどのように変わってきたのだろう 

課課課
題題題
発発発
見見見
型型型 

実実実
践践践
型型型   

概
要 

流
れ 

準
備 

展
開 

教材事例 2 私たちのまちはどのように変わってきたのだろう 



 - 12 -

 

２ 標準的な学習の流れ   

 
 
 
 
 
 
 
 

校時 学習活動 指導上の留意点 
1 ◆ 私たちのまちはどう変わってきたかを見

てみよう？ 

・ 今と昔の航空写真を見て比較する。 
・ 何が増えて、何が減ったかを読み取り、

意見交換する。 
・ 土地利用の変化の背景にあるものを考

える。 
 

 

・ 航空写真で変わったポイントを指摘す

ることで、議論を活性化する。 
・ 土地利用の変化が生活とどう関連して

いるかを議論させることがポイント。 

2 ◆ 増えたもの、減ったものを確認しよう 

・ 主要な用途を白地図に塗り分け、定量

的に変化を確認する。 
 

・ 地図の塗り分け作業の支援が必要。 
道路、住宅、みどりが必須 

(小学生には時間を要する場合が多いことに

留意) 
3 ◆ 私たちのまちの未来は？ 

・ 過去から今への変化を私たちの暮らし

と対応して、未来のまちづくりへの課

題を抽出する。 
・ 感想文 

(グループ討議、発表会) 

・ 施設整備だけでなく、ライフスタイルと

の関連で、環境、交通、地域の産業など

の課題も大きいことを示唆する。 
 

 

【連携】 

・ 総合的な学習の時間：私たちのまちなどのテーマから、校区内の土地利用を調べて未来のま

ちづくりを考えようという動機を形成する。 
・ 社会科：「公害と環境の保全」などから大気汚染に着目。 
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３ 準備 

■テキスト 1：航空写真（現在、過去） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

撮影：1999/5/7                       撮影：1948/3/19 

  出典：国土地理院 空中写真閲覧サービス(http://mapbrowse.gsi.go.jp/airphoto/) 

2003 年 東泉丘小学校で使用 

 
■テキスト 2：白地図(校区地図) 
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■ワークシート 1：まちの変化 
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４ 授業への展開   

(1)授業構成のパターン 

 ①増えたもの、減ったものを確認しよう 

・ 航空写真と地図の比較をして意見交換した後、出前講座で学習することも選択肢の一つ。 
・ 白地図を使用して、土地利用の変化を塗り分ける作業は小学生には時間を要するため、

省略することも可。 
 ②課題発見学習との連動 

・ 他の課題発見型学習：｢校区内の空気を調べよう｣、「地球温暖化を知っていますか？｣と

連動した構成も考えられる。 
 

(2)学習の成果、児童の反応 

ねらい 期待する反応、成果 

航空写真、地図を読み取る力を

養成する 

・ 航空写真と地図を対応付けることで、ある程度は土地利用

の変化を読み取ることは可能である。 
・ しかし、航空写真には非常に興味を示すものの、詳細の用

途は示唆する必要がある。 

地図から問題意識を生成する能

力を養成する 

・ 住宅、道路、緑の変化は容易に認識して問題点の議論に結

びつけることが可能である。 
・ 問題は多岐にわたるため、産業やくらしなどの背景との関

連付けをある程度示唆する必要がある。 
将来の望ましいまちづくりやく

らしを形成しようという動機を

醸成する 

・ 単に木を植えるといった対応だけでなく、くらしや産業と

の関連でも課題の提案が可能であることを示唆する必要が

ある。 
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豊川小学校での感想例 

■気がついたこと，感じたことをまとめましょう
・田んぼや畑や山が多かった

・住宅や工場は少なかった

・歩道橋はなかった

1985年
・山や畑は少なくなって工場やマンションが増えて
いた

・ほとんど住宅とマンションと工場と建物でいっぱ
いだった

・緑がほとんどなかった

・国道171号は太くなっている

・緑は少ししかなかった

・ほとんどが住宅であった

■思ったこと（感想)
・自然が昔より減ってきていると思った

・道路が増えた

・クルマが走るから排気ガスが増えて，自然破壊と思った

・1993年からゴルフ場ができていた

・人口が増えて，にぎやかでいいと思う

・10年，20年変わることに家が増え，田や畑が減っている

■他の人の意見を聞いてわかったこと，思ったこと
・緑が少なくなっている

・モノレールができている

・昔は2車線であったが，今は4車線になっている

・昔に比べて家の数が違っている．

1961年

1993年

2001年

 
 

(3) 留意点、課題 

・ 航空写真の比較については、子どもたちも非常に興味を示す場合が多いが、土地利用の

塗り分け作業に時間を要すること、土地利用の背景を推察するには学習経験が少ないこと

から、これまでの実績ではプロセスの 2. 増えたもの、減ったものを確認しようという地

図の塗り分け作業を省略する場合が多い。学校や児童の実情に配慮することが必要である

と思われる。 
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5 支援・連携 

(1)支援と連携 

支援・協力者 支援・協力内容 

家庭  

地域 ・ チューター(増えたもの、減ったものを確認しようの作業支援)。 

行政 ・ 標準的な教材、ワークシートの提供。 
・ 出前講座 

学識経験者 ・ 出前講座 
 

(2)参考文献、HP 

・ 航空写真、白地図：国土地理院ホームページ 
  http://www.gsi.go.jp/tizu-kutyu.html 
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～～～『クルマ大集合』のはじまり～～～ 
 

船津 真弥 大阪府都市整備部交通道路室道路整備課 
 

平成 14 年度から始まった交通環境学習プログラム。初めて取り組んだ「かしこいクルマ

の使い方を考える」教材の取り組みでは、多くの方々からのご協力をいただいて、交通ダイ

アリーや CO２現況カルテの作成、家庭での話合いによる行動プランづくりなどをはじめ盛

りだくさんの内容の学習を行った。子どもたちの取り組みはすばらしく、多くの成果を得た

が、子どもたちや先生方には作業の多さなどの負担が、そしていまひとつ子供たちの心を惹

き付けるものが足りないという課題が残された。 
そこで、翌年度（平成 15 年度）には、取り組みを始める前に、学校の先生、府市の行政

担当者、学識経験者、そしてコンサルタントなどの関係者が集まって、前年度の課題につい

てその対応を相談した。議論の一つが“子ども達が目を輝かせるようなものは？”であり、み

んなで頭をひねっていたところ、学校の先生から「子どもたちの意見が分かれて議論が百出

するようなクイズがほしいなあ。」、そして「実物に触れたい。本物に接することで子ども

たちは感動する。」という声があがった。これがきっかけで「いろんなクルマを目の前にし

たら、子供たちは喜ぶんちゃうんかな？」と。そして「確かにそうやな～。」、「大阪府の

環境部が『ソーラーカー』や『燃料電池車』を持っていたんとちゃうか？」、「それやった

ら、市に天然ガス車あるからそれ持ってこれるな。」、「校長先生のクルマはハイブリッド

車？バイクで通勤している先生もいたんとちゃうか？」と、トントンと話は進み、関係者が

走り回って気が付けば『天然ガス車（ゴミ収集車）、電気自動車、ソーラーカー、ディーゼ

ルトラック、そして校長先生のクルマも・・・』と層層たるクルマが出揃った。また、こん

なにいろんなクルマが揃ったのなら、体験乗車だけでなく排気ガスの違いを比べてもらう実

験もしようといろんなアイディアが生まれてきた。そして豊中市立東泉丘小学校で、初の「い

ろんなクルマ大集合」を実施！！ 
開始前から校舎の窓から覗き込む子供たち。子供たちからは、「何が始まるんやろ？」と

の声が。そして、実際に『いろんなクルマ』を目の前にすると、みんな揃って興味深々な顔

でクルマを観ていた。そんな中で、子供たちはいろんな車に乗ったり、排気ガスの違いを目

で見たりと様々な経験を体験でき大満足の様子。こうして初の『いろいろなクルマ大集合』

は、子どもたちの大きな感動の中で締めくくられた。 
この初めての「いろいろなクルマ大集合」が出発点となって、さらにバス会社さんや NPO

などにも広がった多くの方々のご協力で、今日も「クルマ大集合」は進化し続けている。関

係者が“大集合”して子どもたちのために悩んだあの日の“一言”が、「クルマ大集合」を生ん

だのである。 

コラム 
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１ 概要   

 

目的 地球温暖化の現状と影響を学び、CO2排出量削減の必要性と方法を考え、わたした

ちができる課題を実践に移す動機を活性化する。 

目標 
・ 地球温暖化の現状と影響、および原因を理解する。 
・ 地球温暖化防止のために私たちができることを考え、実践に移す動機を形成す

る。 

対象学年 ５年、６年 学習のタイプ 課題発見型学習 

実施教科 総合的な学習の時間、社会、理

科、クラブ活動 連携教科 社会、理科 

標準校時 1～2 校時 学習場所 教室 

準備 
・ テキスト：地球温暖化パネル、写真、副読本 
・ ワークシート 1：地球温暖化の現状と原因 
・ ワークシート 2：CO2 はどうやって発生するのでしょうか？ 

学習構成 

 

支援・連携 ・ 行政団体：標準テキスト、ワークシート、副読本などの提供、出前講座 
・ 学識経験者：出前講座 

1.地球温暖化の現状と影響を知ろう 

2. CO2 を減らすために 

地球温暖化の現状と影響を学習

する。 

地球温暖化の原因と構造を知り、

CO2 を減らすための方法を考え

る。 

事例 3.地球温暖化を知っていますか 

教材事例 3 地球温暖化を知っていますか 
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２ 標準的な学習の流れ   

 
 
 
 
 
 
 
 

校時 学習活動 指導上の留意点 
1 ◆ 地球温暖化の現状と影響を知ろう 

・ 地球温暖化のパネル、写真を見て、気

付いたこと、考えたことを書く。 
(意見交換) 

・ 地球温暖化の原因は何かを理解する。

・ 地球温暖化パネル、写真、副読本を見せ

るだけで、子どもたちは相当な理解を示

す。 
・ 地球温暖化の原因はわかりやすく解説

する。 

2 ◆ CO2 を減らすために 

・ CO2 はどんなところで排出しているの

でしょうか？ 
・ CO2 を減らすために私たちができるこ

とは何でしょうか？ 
（グループ討議、発表会） 

・ “物が燃える”ことから CO2 が発生する

ことを理解させると、容易に排出源が議

論できる。 
・ 産業部門は削減努力によって減少傾向

にあるが、運輸、民生部門は対策の効果

が顕著でなく増加し続けていることを

知らせることで、普段のくらしのなかで

減らすことがたくさんあることに気付

く。 
 

【連携】 

・ 総合的な学習の時間：｢環境｣などのテーマから、地球温暖化について考えようという動機を

形成する。 
・ 理科：「人と環境、空気｣、「光合成」などから、空気の汚れに着目。 
・ 社会科：「公害と環境の保全」などから大気汚染に着目。 
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３ 準備 

■テキスト 1：地球温暖化パネル、写真、副読本 

 
後退するヒマラヤの氷河 

 
死滅するさんご礁 

 
大規模化する風水害 

出典：地球環境と大気汚染を考える全国市民会議（CASA） 
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拡大する干ばつ、砂漠化 

出典：地球環境と大気汚染を考える全国市民会議（CASA） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副読本の例(抜粋) 

著作：東京工業大学大学院理工学研究科 藤井研究室 

制作：交通システム研究所 
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■ワークシート 1：地球温暖化の現状と原因 

 
■ワークシート 2：CO2はどうやって発生するのでしょうか？ 

 

教材事例 3 地球温暖化を知っていますか 
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４ 授業への展開   

(1)授業構成のパターン 

 ①課題発見学習との連動 

・ 他の課題発見型学習：｢校区内の空気を調べよう｣、「私たちのまちはどのように変わって

きたのだろう｣と連動した構成も考えられる。 
・ 専門家の出前講座を活用することも選択肢の一つ。 
 

(2)学習の成果、児童の反応 

ねらい 期待する反応、成果 

地球温暖化の現状と影響、およ

び原因を理解する。 

・ パネル、写真、データから、子どもたちは容易に現状と影

響を理解する。 
・ ６年生は、燃焼と関連付けて容易に原因を理解するが、５

年生までの児童には原因を教える必要がある。 

地球温暖化防止のために私たち

ができることを考え、実践に移

す動機を形成する。 

・ 物を燃やすことが CO2 発生の原因であることを理解させ

ることで、身近に私たちができることを考えることができ

る。 
・ 制約を設けないで意見を出させることで、多様な方策が提

案される。 
・ 教師からの問いかけがなくても、どれくらい減らすことが

できるのだろうといった実践動機が形成される場合が多い。

 
(3) 留意点、課題 

・ 豊富な地球温暖化のパネルや写真を次々に見せることがポイント。副読本で最初か

ら減らすための方策を見せると、子どもたちは先に進んでしまって考えることをしな

い場合があるので留意する必要がある。 
・ パネルや写真は、身近に起こっていないので実感できないことがある。このため、

原因が物を燃やすことであることをしっかりと意識付ける必要がある。 
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5 支援・連携   

(1)支援と連携 

支援・協力者 支援・協力内容 

家庭  

地域  

行政 ・ 地球温暖化パネル、写真、副読本などの提供 
・ 出前講座 

学識経験者 ・ 出前講座 

 
(2)参考文献、HP 

・ 地球温暖化の影響資料：全国地球温暖化防止活動推進センターホームページ 
  http://www.jccca.org/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教材事例 3 地球温暖化を知っていますか 

課課課
題題題
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一人ひとりの行動で大きな変化が生まれることを実感 
 

西川 純一 和泉市立北松尾小学校 
(2005 年に交通環境学習を実施) 

 
「ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう」という取り組みを、6 年の理科の授業でおこ

ないました。6 年の理科では、「ものが燃えるとき」「ヒトや動物の体」「生物とかんきょう」

「水溶液の性質」と、さまざまな単元で CO2 が登場します。ものが燃えたり、生き物が呼

吸したりするときに出て、炭酸水にも溶けていた CO2 が、今問題になっている地球温暖化

に大きな影響があるんだね、というところから学習を進めていきました。 
4 時間だけの学習でしたが、生活の中でのさまざまな活動が、CO2 を増やす原因になって

いるんだということを子どもたちは実感できたようです。そして、自分たちの行動が CO2

の削減に少しでもつながるんだという意識も持てたと思います。 
また、個人の記録だけでなく学級や学年の合計の数字を示すことで、一人一人の行動で

はささやかな変化しかなくても、より多くの力を合わせれば大きな変化が生まれるという

意識を持った子どもたちがたくさんいました。 
子どもたちにとって、自分たちの行動を正確に記録することは難しいようでしたし、原

単位表を元に計算することにも苦労していましたが、行動の成果が数値化されるというこ

とで、より主体的に取り組めた子が多かったように思います。 

 

コラム 
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１ 概要   

 

目的 社会的効率性の概念の理解を深める 

目標 

・ 自分だけが早く到着すればよいというのではなく、グループ全員(社会)が早く

到着することが望ましいという考え方を理解する。 
・ 都市密度が低い地方はクルマを使った方が効率的、密度が高い都市内は鉄道を

使った方が効率的であることを理解する。 

対象学年 ４年、５年、６年 学習のタイプ 課題発見型学習 

実施教科 総合的な学習の時間、社会、道

徳、クラブ活動 連携教科 社会、道徳 

標準校時 1～2 校時 学習場所 教室 

準備 

・ 乗り物カード：人数分 
・ コマ：人数分 
・ ゲーム盤：グループ数分 
・ 乗り物結果シート：グループ数分 
・ マジック：グループ数分 

学習構成 

 

支援・連携 ・ 行政団体：ゲーム用備品、出前講座 
・ 学識経験者：出前講座 

1.グループ分け 

2.ルールの説明 

６人のグループを構成する。人数

が同じグループをなるべく一つ

は構成する。 

事例 4.交通ゲーム 

3.ゲーム開始/終了 

4.結果の集計と考察 

*.追加ルールに基づくゲームの実施 

全グループが終了するまで待

つ。 

結果を集計して発表し、考察

します。 

教材事例 4 交通ゲーム 

課課課
題題題
発発発
見見見
型型型 

実実実
践践践
型型型   
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２ 標準的なゲームの手順   

 
グループ分け 

クラス全員を、６人ずつのグループに分けます。 
一部、人数の少ないグループにしてもかまいません。ただし、人数が同じグループをなるべく

１つは構成しておきます（結果の比較で、人数が同じグループ同士の比較をします）。 

 
ルールの説明 

乗り物カードを一人１組、乗り物結果シートをグループに１枚配布します。 
ルールの説明をします。 

 
あなたは、○○市から××市までのレースに参加しています。○○市を出発して、クルマもし

くは電車・バスを使って、一番早く××市に到着した人が勝ちです。 
・ 自分のコマを一つ選んで、ゲーム盤の○○市のマスにおいてください。 
・ ここからスタートして、24 コマ離れたゴール××市をめざします。 
・ 「いっせーの」のかけ声にあわせて、全員がクルマもしくは電車・バスのどちらかの乗

り物カードを出します。電車は必ず 3 マス進むことができますが、クルマは使う人の人数

によって薦めるマスの数が変わります。クルマは、同時に使う人が少ない場合は多く進む

ことができますが、多い場合は少ししか進むことができません。多い場合は渋滞するので

進めないのです。 
グループが 6 人の場合 

クルマのカードを出した人数 1 2 3 4 5 6 
進めるコマ数 6 5 4 2 1 0 
グループが 5 人の場合 

クルマのカードを出した人数 1 2 3 4 5 
進めるコマ数 6 4 2 1 0 
グループが 4 人の場合 

クルマのカードを出した人数 1 2 3 4 
進めるコマ数 4 3 1 0 
グループが 3 人の場合 

クルマのカードを出した人数 1 2 3 
進めるコマ数 4 2 1 
グループが 2 人の場合 

クルマのカードを出した人数 1 2 
進めるコマ数 4 1 

 
・ 各人が選んだ乗り物を、乗り物結果シートに記入します。 
・ これをグループ全員が××市に到着するまで繰り返します。 
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ゲーム開始／終了 

ゲームを開始して、全てのグループが終了するまで待ちます。 
 

結果の集計と考察 

クルマと電車・バスを選んだ回数を集計します。 
グループの人数毎に、全員がゴールするまでにかかった回数と、クルマと電車・バスを選んだ

回数を計算して発表します。 
 

追加ルール①：地球温暖化バージョンシナリオ 

目的： 

・ 環境保全の概念の理解 
・ 社会的効率性と環境保全は、時として相対立する場合がある。クルマを使った方が便利

なときも、環境保全を考えた場合は、あえて電車を使うことが合理的であることを理解す

る。 
手順： 

① 乗り物結果シートに二酸化炭素量のマスを作ります。 

② クルマと電車・バスは、それぞれに二酸化炭素をクルマ：5、電車：1を排出します。グル

ープで出した二酸化炭素の量を計算してみましょう。 

③ グループの人数毎に、クルマと電車・バスを選んだ回数、二酸化炭素の量を発表し、二酸

化炭素の量を比較して一番少ないグループが勝ちとします。 

④ どんな関係があるかを考えて見ましょう。 

 

追加ルール②：交通過疎バージョンシナリオ 

目的： 

・ 公共交通が衰退する原因を考察します。 
・ 社会的公平性の概念（社会の属する全ての人が平等に異動する権利を持つ）ことの理解

を深める。 
手順： 

① 1ゲームが終了したときに、電車を選んだ回数が○回以下の場合は、会社の経営のために電

車の本数を減らすことになりました。電車が進めるマス数が 2に減ります。 

② 高齢化社会の到来です。じゃんけんをして、負けた人はクルマのカードを捨ててください

(高齢化のためにクルマの運転ができなくなりました)。この状況で、再度ゲームをして見

ましょう。 

③ どんな結果になったか、どんな関係があるかを考えて見ましょう。 

 

注意！ 
・ 出すカードは相談しない！ 
・ カードは同時に出す！ 

 

教材事例 4 交通ゲーム 

課課課
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３ 準備 

■乗り物カードとゲーム盤 

 

1 回目の進み方と個人の手段利用状況 
 

 
ゴールの状況と個人の手段利用状況 

出典：松村 暢彦大阪大学大学院工学研究科助教授提供 
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■大気汚染の計算結果例 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

提供：松村 暢彦大阪大学大学院工学研究科助教授 

 
 
 
 

クルマと電車・バスを選ん

だ回数を集計します。 
ここで、仮にクルマと電車

バスの排気ガスが 5:1とし

た場合の大気汚染の状況

を確認します。 ゴールに早く着いても、クルマの利用回数が多いと環

境には悪い。では、電車バスだけの利用では到着が遅く

なる。 
どのような方法で行けば、環境によく、早く着けるか

を考える。 

教材事例 4 交通ゲーム 

課課課
題題題
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見見見
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４ 授業への展開   

(1)授業構成のパターン 

 ①課題発見学習との連動 

・ ショートプログラムとして、他の課題発見型学習、実践型学習と連動した構成も考えら

れる。 
・ 専門家の出前講座と連動することも選択肢の一つ。 
 

(2)学習の成果、児童の反応 

ねらい 期待する反応、成果 

自分だけが早く到着すればよいというのでは

なく、グループ全員(社会)が早く到着すること

が望ましいという考え方を理解する。 

・ ゲームなので、楽しくしかもわかりやすいとい

う反応が大半であった。 

地方はクルマを使った方が効率的、都市は

鉄道を使った方が効率的であることを理

解する。 
・ 同様 

 

(3) 留意点、課題 

・ 単なるゲームだけにとどまらず、個と公共の関係、環境問題との関係、公共交通問題と

の関係を可施設することが望ましい。 
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5 支援・連携   

(1)支援と連携 

支援・協力者 支援・協力内容 

家庭  

地域  

行政 ・ ゲームキットの提供 
・ 出前講座 

学識経験者 ・ 出前講座 
 

(2)参考文献、HP 

特になし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教材事例 4 交通ゲーム 

課課課
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１ 概要 

 

目的 地球環境問題を理解して、交通に着目した CO2 削減に向けた利用の仕方を考え、

実践と評価を通して環境改善に貢献する喜びを醸成する。 

目標 

・ 地球環境問題の現状と影響、および原因を理解し、解決のための方法を考える。

・ CO2 削減のために、クルマに起因する CO2 を削減することの必要性と動機を

形成する。 
・ クルマでの外出状況および予定を記述して、使い方の工夫を考える。 
・ クルマの使い方の工夫を家族と一緒に実践して、評価する。 

対象学年 ５年、６年 学習のタイプ 実践型学習 

実施教科 総合的な学習の時間、社会、理

科、クラブ活動 連携教科 社会、理科 

標準校時 6～10 校時 学習場所 教室、家庭 

準備 

・ テキスト：地球温暖化パネル、写真、副読本 
・ ワークシート①：現況交通ダイアリー調査票 
・ ワークシート②：現況カルテ(CO2 排出量計算シート) 
・ ワークシート③：行動プラン票 
・ ワークシート④：第 2 回交通ダイアリー調査票 
・ ワークシート⑤：私の実践結果 

支援・連携 ・ 行政団体：チューター支援 

学習構成 

 

事例 5.かしこいクルマの使い方を考える 

1.導入：(地球温暖化を知っていますか？) 

2.現況交通ダイアリー調査 

3. CO2 を削減するための方法を考える 

4.行動プラン策定 

5.第 2 回交通ダイアリー調査 

交通・環境問題の現状と原因を理

解する。 

家族のクルマによる外出行動を記

録する。 

現況のクルマによる外出行動に基

づいて、CO2 を削減するためのク

ルマ利用の仕方を考える。 
家族の外出予定に対して、クルマ

利用の仕方の工夫を計画する。 

行動プランを家族といっしょに考

え、実践して記録する。 

6. CO2 排出量削減の評価とまとめ 
現況と第 2 回交通ダイアリーを比

較して、CO2 削減を評価する。 

教材事例 5 かしこいクルマの使い方を考える 

課課課
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２ 標準的な学習の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 

校時 学習活動 指導上の留意点 
1 ◆ (導入部)地球温暖化の現状と影響を理

解する？ 

・ パネル、副読本を見てどう思うか？意

見交換をする。 
 
 
◆ 地球温暖化の原因は？ 

・ CO2 の排出はどこからが多いでしょう

か？ 
 
 

・ まずパネルや写真を次々に見せて、気付

いたこと、感想を記述させて意見交換す

る。 
・ 主な原因が CO2 であることを確認し、私

たちが豊かな生活をするうえで CO2 を

排出していることを示唆する。 
・ どこから CO2 を排出しているか、制約を

設けないで意見交換し、私たちが減らせ

るものがあるとすればクルマくらいし

かないことを認識する。 
 

2 ◆ 現況交通 CO2 調査 

・ 自動車の CO2 排出量を測る方法を考

え、外出行動記述の必要性を理解する。

・ 交通ダイアリー調査票の記入の仕方を

学び、家族といっしょに記述する。 
(家庭学習) 

・ 家庭でどれくらい CO2 を排出している

かを調べるためには、外出行動を調べる

必要があることを確認する。 
・ 交通ダイアリー調査票の記入方法は、丁

寧にレクチャーする。学校で練習するこ

とも可。 
・ 家族の協力を得るために、家庭通信や手

紙を活用する。 
・ 家族の協力が得られない児童へのフォ

ローをする(教師のデータを使用など) 
 

3 ◆ CO2 を削減するための方法を考える 

・ 現況交通ダイアリーに基づいて、CO2

を削減する方法を考える。 
・ CO2 削減のために何ができるか、どう

行動すればよいかを考える。 
(意見交換) 
 

◆ 家族のクルマ利用予定を聞く 

・ 行動プラン表に基づき、家族の車利用

予定を聞く(家庭学習)。 

・ CO2 排出量計算シートを完成させる。児

童が互いにチェック。 
・ 排出量が大きい/小さいが何が原因にな

っているかを考えさせ、CO2 削減のため

の方法を意見交換する。 
・ 多様な提案に対してダメ出しをしない

で、家族との相談、実践評価を通して気

付きを期待することが望ましい。 
・ 家族のクルマ利用予定は、家庭学習とし

て持ち帰らせる。 
 
 
 
 

【連携】 

・ 総合的な学習の時間：「交通・環境学習｣課題発見型教材の学習から環境にやさしい交通手段

に着目。 
・ 社会科：「私たちのまち・くらし｣から日常生活圏の移動に着目。「公害と環境の保全」から

環境にやさしい交通手段に着目。 
・ 理科：「人と環境、空気｣から、環境にやさしい交通手段に着目。 
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校時 学習活動 指導上の留意点 
4 ◆ 行動プラン策定 

・ 外出予定に対して、クルマを利用しな

い方法を考えて、計画する。 
・ グループで討議しながら、クルマを利

用しない方法を具体的にまとめてい

く。 
 
 
(家庭学習：クルマ利用変更予定を家族に見

てもらって、可能かどうか、他に方法はな

いかをいっしょに検討する。) 

・ 行動プランは、グループで議論しながら

具体化する。 
・ クルマ利用変更予定は、家族と相談しな

がら実現可能なプランにしていく。無理

な計画は立てない。 
・ 家庭通信で、保護者への協力依頼をして

おくことが望ましい。 

5 ◆第 2 回交通ダイアリー調査 
・ 家族といっしょにできるだけ行動プラ

ンを実践して、交通ダイアリー調査票

に記入する。 
(家庭学習) 

・ 家族の協力が得られない児童へのフォ

ローをする(教師のデータを使用など) 
 

6 ◆CO2 排出量削減の評価とまとめ 
・ 第 2 回交通ダイアリー調査結果から

CO2 排出量を算定して、現況と比較す

る。 
・ 目標に向かって努力した結果、大きな

効果を得て地球温暖化防止に貢献した

喜びを実感する。 
(発表会) 

・ CO2 排出量の計算は、支援してもよい。

パソコンで個人票の計算とクラス集計

を即時に行うことも可。 
・ 実践の自己評価を行うことが大切。努力

した結果として CO2 排出量を削減でき

たことを評価する。 
・ クラス全員の成果を合わせると、非常に

大きな効果になることを確認する。 
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３ 準備と支援 

(1)準備 

■テキスト：地球温暖化パネル、写真、副読本 

（省略：「事例 3.地球温暖化を知っていますか」参照） 

 

■ワークシート 1：現況交通ダイアリー調査票 
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■ワークシート 2：現況カルテ(CO2 排出量計算シート) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ワークシート 3：行動プラン票(記入例) 
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■ワークシート 4：第 2 回交通ダイアリー調査票 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ワークシート 5：私の実践結果 
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４ 授業への展開   

(1)授業構成のパターン 

 ①課題発見学習との連動 

・ 標準的には、「地球温暖化を知っていますか」を導入部で実施することが望ましいが、他

の課題発見型学習と連動した構成も考えられる。 
・ 専門家の出前講座と連動することも選択肢の一つ。 

 ②「行動プラン」の代替教材 

・ 「行動プラン」の代替として、「現況診断」をフィードバックするだけで第 2 回交通ダイ

アリー調査に続いてもよい。また、「現況診断｣フィードバック+「行動プラン」を実施し

てもよいが、これは冗長になる可能性があるのであまり推奨しない。 
 

(2)学習の成果、児童の反応 

ねらい 期待する反応、成果 

CO2 削減のために、クルマに起因する CO2

を削減することの必要性と動機を形成す

る。 

・ CO2 排出がクルマに起因することは容易に子

どもたちから指摘されるが、家庭の CO2 排出量

の中で占める割合を知ると大いに興味と削減動

機が高まる。 

クルマでの外出状況および予定を記述し

て、使い方の工夫を考える。 

・ 外出行動の記述の理解のためには、丁寧な説明

が必要である。学校で練習することで家族との

相談が円滑になされる場合が多い。 
・ 家族に送迎してもらう児童が多いので、運転は

しないまでも自分のこととして捉えられる可能

性が高い。 

クルマの使い方の工夫を家族と一緒に実

践して、評価する。 
・ 家族の協力を得ることができない児童も少な

からず発生するので、フォローが必要である。 

 
(3) 留意点、課題 

・ 交通ダイアリー、CO2 排出量の計算など、計算作業に時間を要するので、余裕を持った

時間確保が必要である。一方で、計算が多いことで学習が冗長になる可能性も否定できな

い。このためには、パソコン授業の活用なども有効であると考えられる。 
・ 家族の協力が得られない児童が少なからず発生する。家族の協力が得られない児童に対

するフォローとして、教師や校長などのデータを準用して、疎外感を感じさせないような

配慮が必要である。 
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5 支援・連携   

(1)支援と連携 

支援・協力者 支援・協力内容 

家庭 
・ 交通ダイアリー調査への協力 
・ クルマ利用外出予定や、行動プラン、クルマ利用変更プランの実践などへ

の協力 
地域  

行政 ・ チューター(CO2 排出量計算支援、行動プラン検討支援などの授業補助) 
・ 出前講座 

学識経験者 ・ 出前講座 

 
(2)参考文献、HP 

特になし 
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それは誤解から始まった！？ 

～学校と行政のコミュニケーションの大切さ～ 
 

中村 俊策 大阪府都市整備部交通道路室道路整備課 
 

平成 14 年、大阪府で交通環境学習が「産声をあげた」際のエピソードです。私が大阪府

鳳土木事務所に在籍中、ご縁により和泉市立緑ヶ丘小学校 5 年生 4 クラスの総合的な学習

の時間で取り組んでいただくことになりました。内容は、交通ダイアリーや CO2 現況カル

テの作成、家庭での話合いによる行動プランづくりなど盛りだくさんの内容を週に 2～3
コマ。大学の学生さんもチューターに入り、毎週二日は学校にて夜遅くまで授業内容の打

合せを重ね、10月から翌年の 3月まで、ほぼ半年間にわたる長期の取り組みとなりました。 
まもなく仕上げの成果発表会、という 3 月のある日のこと。打合せの席で先生が一言。

『ああ、しんどかったわ。この半年間たいへんでした』。え？？『CO2 の計算が多くて教室

から逃げ出した生徒も。親からのクレームも．．．』。お聞きすると「大学の重要な研究テー

マであるからしっかり取り組むように」と指示があったので、途中で一言も「この内容で

は、しんどい」と言えなかったとのこと。 
それならそうと言って頂ければ！毎週お会いしていたのに、なんというディス・コミュ

ニケ－ション。深く反省！ 
このほろ苦く、しかし貴重な経験をもとに、さっそく翌年の夏、先生方と研究会を重ね、

子供たちの負担を軽く、しかも喜んで取組んでもらえるよう、いわば「ショートプログラ

ム化」を目指し、子供たちの息抜きの「公共交通見学会」やコラム授業の導入などカリキ

ュラムや教材の改良・開発に取り組み、現在の「交通ゲーム」や「クルマ大集合」などが

生れるきっかけとなりました。そして何より、先生方と我々サポーターの行政が本音で話

し合うコミュニケーションの大切さを学んだ貴重な経験でした。 

 

コラム 
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１ 概要   

 

目的 
普段のくらしのなかで CO2を減らす行動力を醸成し、環境にやさしい生活を習慣づ

ける。なかでも、クルマ利用での削減が合理的であることを認識し、クルマ利用の

工夫が重要であることを意識付ける。 

目標 

・ くらしの中で CO2 排出量を削減するための方法を考え、自らが CO2 排出量を削

減するための計画と目標を設定する。 
・ 計画と目標に基づいて、CO2 排出量削減のための実践をする行動力を身につけ

る。 
・ 実践結果を評価して、行動の結果が社会的に貢献できることを実感するととも

に、クルマ利用の工夫による削減が合理的であることを認識する。 

対象学年 ５年、６年 学習のタイプ 実践型学習 

実施教科 総合的な学習の時間、社会、理

科、クラブ活動 連携教科 社会、理科 

標準校時 3～5 校時 学習場所 教室、家庭 

準備 

・ テキスト：部門別 CO2 排出量の割合、家庭での CO2 排出局面 
・ ワークシート 1：私の CO2 削減計画と実践記録 
・ ワークシート 2：クルマ利用削減計算シート 
・ ワークシート 3：CO2 削減結果のまとめ 
・ 参考 1：CO2削減量の原単位の例 

学習構成  

支援・連携 

・ 家庭：実践の応援、報告会への参加等 
・ 地域：報告会の場の提供、参画。授業支援 
・ 行政団体：標準教材、ワークシートなどの提供、報告会の場の提供等 
・ 学識経験者：教材、ワークシートの作成、カスタマイズ支援 

事例 6.ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 

1.CO2 をへらすために私ができることは？ 

2.くらしの中での CO2 削減プランを立てよう 

3.CO2 削減プランを実践しよう 

4.実践の結果は？ 

5.みんなで取り組めば地球を救える！ 

CO2 排出原因を確認し、くらしの

中でへらすための方法を列挙す

る。 
家庭のふだんのくらしでできるこ

とを抽出して、実践計画と目標を

設定する。 

自ら決めたプランを家庭で実践す

る。 

実践結果からCO2排出削減量を計

算し、評価する。 

実践結果をみんなに知らせる。 
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２ 標準的な学習の流れ   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校時 学習活動 指導上の留意点 
1 ◆ 私たちは、生活のどこで CO2 を排出して

いるのでしょうか？ 

・ CO2 排出の原因を確認します。 
・ くらしの中では、どこで CO2 を排出し

ているでしょうか？ 
 
 
◆ CO2 をへらすために私ができることは？ 

・“減らすことができるか？”を自問して、

意見交換する。 

・ 本教材の導入部までに、“CO2 をへらさ

なければならない”という態度を醸成し

ておくことがポイント。 
・ “燃焼”をキーワードとして、くらしの

中で CO2 を排出しているものを抽出す

る。“燃やす”だけでなく、電気、水道

なども・・・(テキスト 1 参照)。 
・ 便利で豊かなくらしを求める中で、でき

る事は何でしょうか？ 
・ 減らすことができるのか？を発問。 

2 ◆ くらしの中での CO2 削減プランを立てよう

・ 私の「CO2 削減目標｣と「削減計画｣を

策定して、ワークシート 1 に記述する。

・ 計画を発表して意見交換する。 
 

・ ｢目標｣と「具体的な行動計画」を策定す

ることが、行動するという態度を活性化

する。 
・ 「私が実践する計画」を求めること、互

いに計画を発表しあうことがポイント。

・ 合理的な削減方法を示唆して助言する

ことも可(テキスト 2、参考 1 参照)。 

3 ◆ CO2 削減プランを実践しよう 

・ 家庭で CO2 削減プランを実践して、ワ

ークシート 1 に記録する。 
 

・ 標準的には１週間（２週間、１ヶ月間、

夏休み、冬休みの活用なども検討対象)。
・ 家族通信などで、実践を応援することが

望ましい。 

【連携】 

・ 総合的な学習の時間：「交通・環境学習｣課題発見型教材の学習(「私たちのまちの空気を調

べよう｢、「私たちのまちの変化」など｣、もしくはその他の「環境」がテーマの学習から、

CO2 排出量削減の必要性を醸成。 
・ 社会科：「公害と環境の保全」から環境にやさしいくらしに着目。 
・ 理科：「人と環境、空気｣から、CO2 排出量削減の必要性と環境にやさしいくらしに着目。 
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校時 学習活動 指導上の留意点 
4 ◆ 実践の結果は？ 

・ 削減量を計算して、実践結果を自己評

価する(ワークシート 2、3)。 
・ どの実践項目でどれくらいへらしたか

を確認するとともに、実践してよかっ

たこと、苦労したことなども発表して

意見交換する。 
 

・ CO2 排出削減量算定方法を解説する(時
間がないときは、パソコンなどに入力し

て即時出力も可能)。 
・ クルマ利用の工夫による削減効果が大

きいこと、合理的な削減方法などを確認

する。 
・ CO2 排出量を身近なもの(樹木、森林、ペ

ットボトルなど)に置き換えると実感し

やすい。 
・ みんなの取り組みを合計すると、相当な

地球環境改善への貢献になることを示

すことで、社会貢献の喜びを醸成する。

4 ◆ みんなで取り組めば地球を救える！ 
・ 発表会を計画して、発表資料、プレゼ

ンテーション準備を行う。 
・ 発表会を開催する。 

・ “家族や周りのみんなに知らせる”こと

で、さらに地球環境改善への貢献活動が

広がることを動機として、発表の場を提

案する(参観日でのクラス発表、校内発表

会その他)。対外的な発表の場を設けるこ

とが望ましい。 
・ 発表準備を支援する。 
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３ 準備 

■テキスト 1：部門別 CO2 排出量の割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
           出典：全国地球温暖化防止活動推進センター(JCCCA) 

（http://www.jccca.org/content/view/1048/788/） 

 
■テキスト 2：家庭での CO2 排出局面 

便利で豊かなくらしをあまり変えずに、
二酸化炭素の排出量を削減できないでしょうか？

電気やガスの使い方を
工夫してみよう！

クルマの使い方も・・・

お家の中で
電気を使っているものは？

照明 テレビ
掃除機 炊飯器
冷蔵庫 洗濯機
パソコン エアコン

電気コタツ
ストーブ
電子レンジ
電気カーペット
温水洗浄便座
門灯 他にもあるかしら

ガスをどこで使っている？

お風呂
給湯器
ガスコンロ
ガス暖房機
他にもある？

クルマもね！

父さんのマイカー通勤
母さんは、買物、お稽古、私の
送り迎え
野球場へもクルマだ
コンビにまでクルマ？！

便利で豊かなくらしをあまり変えずに、
二酸化炭素の排出量を削減できないでしょうか？

電気やガスの使い方を
工夫してみよう！

クルマの使い方も・・・

お家の中で
電気を使っているものは？

照明 テレビ
掃除機 炊飯器
冷蔵庫 洗濯機
パソコン エアコン

電気コタツ
ストーブ
電子レンジ
電気カーペット
温水洗浄便座
門灯 他にもあるかしら

ガスをどこで使っている？

お風呂
給湯器
ガスコンロ
ガス暖房機
他にもある？

クルマもね！

父さんのマイカー通勤
母さんは、買物、お稽古、私の
送り迎え
野球場へもクルマだ
コンビにまでクルマ？！  

 

コンビニまでクルマ？！ 
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■ワークシート 1：私の CO2 削減計画と実践記録(パソコンシートの例) 

 

 

■ワークシート 2：クルマ利用削減計算シート(パソコンシートの例) 
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■ワークシート３：CO2 削減結果のまとめ 
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■参考 1：CO2 削減量の原単位の例 
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４ 授業への展開   

(1)授業構成のパターン 

① 導入部 

・ 標準的には、本学習の導入として CO2 を削減しようという動機を形成しておくことが望ましい。

このため、課題発見型教材と連動する、導入部での工夫などを検討することが望ましい。 
② CO2 削減プラン 

・ 標準教材では、一人ひとりが CO2 削減プランを計画して実践することとしているが、希望に応

じて他の実践教材、たとえば｢かしこいクルマの使い方を考える｣などを併用することも可能で

ある。 
・ また、CO2 削減プランを、「電気節約グループ」、「ガス節約グループ」、「かしこいクルマの使い

方を考えるグループ｣など、対象毎にグループ化して比較しながら進めることも一つのアイデア

かもしれない。 
 

 
(2)学習の成果、児童の反応 

ねらい 期待する反応、成果 

くらしの中で CO2 排出量を削減するため

の方法を考え、自らが CO2 排出量を削減す

るための計画と目標を設定する。 

・ 児童は実にさまざまなアイデアを提案、計画す

る場合が多い。原則として計画した方策および

目標は、制約なしで実践に移させることで児童

の取り組み態度が維持される。 

計画と目標に基づいて、CO2 排出量削減の

ための実践をする行動力を身につける。 

・ 目標を意識させることで、一所懸命に目標に向

かって取り組む場合が多く、行動力が活性化す

る。 
実践結果を評価して、行動の結果が社会的

に貢献できることを実感するとともに、ク

ルマ利用の工夫による削減が合理的であ

ることを認識する。 

・ 取り組み結果を定量評価することで、一人ひと

りの社会貢献意識が高まるとともに、クラスや

学年全体での成果を知らせることで、喜びが倍

増する。 
 
 
(3) 留意点、課題 

・ 児童が計画する｢CO2 削減計画｣は多岐にわたり、あらかじめ用意する排出量元単位が適

用できない場合も多々発生する。しかし、計画はあくまで尊重して実践させることが重要

であり、何らかの形で排出原単位を用意することが望まれる。 
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5 支援・連携   

 
(1)支援と連携 

支援・協力者 支援・協力内容 

家庭 
・ 実践期間中、児童の取り組みの応援を依頼 (学級通信などの活用)。 
・ 発展的に、家族全員で取り組むことも可能。 
・ 報告会への参加。 

地域 ・ チューター(CO2 排出量計算時の教師のサポート)。 
・ 報告会の場の提供、参画。 

行政 
・ 標準的な教材、ワークシートの提供。 
・ CO2 排出量計算ワークシート(パソコン：MS/EXCEL) 
・ 報告会の場の提供、参画。 

学識経験者 ・ 教材、ワークシートの作成、カスタマイズ支援。 

 
 
(2)参考文献、HP 

特になし 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教材事例 6 ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
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学校主体の取り組み 
 

吉美 牧 和泉市立鶴山台北小学校 
(2006 年に交通環境学習を実施) 

 
5年生になり、社会科で農業・水産業・工業の学習が始まったこと、総合学習で様々な農業

体験をしてきたことにより、ますます環境に関する興味関心が高まってきていた。 
なかでも高速道路の近くに住んでいることから空気の汚れに関しては関心が高く、校区の

様々な場所にある植物（マツやカイヅカイブキ）の気孔の観察をして汚れの度合いを比較する

などの取り組みはしていたが、NOx調査キットをいただいて汚れを数量化することにより、よ

りわかりやすいものとなったと思う。 
クルマ大集合では、学校だけでは準備できないような実験や体験活動を幅広く体験できて、

子ども達にとっても教師にとってもとてもよかったと思う。 
 また、何回かの体験活動に保護者の参加があったこと、実践の経過や事後の子ども達の感

想などを学年便りなどを通して各家庭にお知らせしたことにより、保護者にも何らかの意識変

革があってように思われる。 
学校の進め方に合わせた協力を得られて、本当によい学習ができたと思う。 

 

コラム 
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１ 概要 

 

目的 
環境にやさしい交通手段の利用の仕方を学び、地域のみんなが使う｢電車・バスマ

ップ｣を作成して、みんなに使ってもらう喜びを実感するとともに、公共交通機関

利用の習慣を形成する。 

目標 

・ クルマを利用するよりも、電車・バスを利用する方が環境面などでは望ましい

ことを認識する。 
・ 目的地までの電車・バスでの行き方を、自分たちで調べる。 
・ みんなが使う｢電車・バスマップ｣として、相談しながら合意形成して作り上げ

ていく。 
・ 作成したマップを家族や地域の方に使っていただいて、評価していただくなど

のコミュニケーションを実践する。 

対象学年 ４年、５年、６年 学習のタイプ 実践型学習 

実施教科 総合的な学習の時間、社会、ク

ラブ活動 連携教科 社会、理科、体育 

標準校時 4～６校時 学習場所 教室、家庭 

準備 

・ テキスト：環境にやさしい乗り物：電車・バス 
・ 白地図(校区+主要ターミナルまでを含む) 
・ 鉄道、バス路線/系統図やパンフレット、(時刻表) 
・ ワークシート①：主要目的地までの電車、バスでの行き方 
・ ワークシート②：私たちのまちの｢電車・バスマップ｣ 
・ ワークシート③：使ってみよう｢電車・バスマップ｣ 

支援・連携 ・ 電車、バス会社(旅客・営業部局、ホームページ) 
・ 行政団体(近畿運輸局、大阪府、市町の交通担当部局) 

学習構成 

 

事例 7.みんなが使う｢電車・バスマップ｣をつくろう 

1.導入：環境にやさしい交通手段は何？ 

2.ふだんみんながよく行くところは？ 

3.電車・バスでの行き方を調べよう 

4.私たちのまちの「電車・バスマップ」を作ろう 

5.みんなに使っていただこう 

クルマを使うよりも電車・バスを

使う方が、環境にやさしい。 

校区から、どこにどれくらいの人

が行っているのかを確認して、生

活圏を認識する。 

校区から主要な場所への電車・バ

スでの行き方を調べる。 

みんなに使っていただくための

「電車・バス」情報を作成する。

家族に使ってもらった感想は？ 

教材事例 7 みんなが使う「電車・バスマップ」をつくろう 

課課課
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２ 標準的な学習の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 

校時 学習活動 指導上の留意点 
1 ◆ 環境にやさしい交通手段は何？ 

・ 電車・バス・クルマの“良いところ”、

“悪いところ” 
・ 環境にやさしい交通手段の使い方は？

 
 
◆ みんなは、普段どこにどのようにして行っ

ているのでしょうか？ 

（家族の皆さんに聞いてきましょう。） 
 
 
 
 

・ 電車・バスとクルマの“良いところ”と

“悪いところ”の両方の意見を出させて

認識させ、総合的に評価する（参考１参

照）。 
・ 環境に着目した場合の交通手段の違い

を予想させ、興味を高める（テキスト１

参照）。 
・ どの交通手段を、どれくらい使っている

のか？手段選択は、いろんなことを考慮

して決めていることを認識する。 
・ クルマ利用は、家族の皆さんに聞かなけ

ればわからないところがあるので、家に

持ち帰らせる(校区周辺地図にプロット

してくる)。 
2 ◆ ふだんみんながよく行くところは？ 

・ グループ (もしくはクラス )のみんな

で、よく行くところを記入する(目的

地、経路、手段、目的)。 
・ 気がついたことを発表。 
・ クルマでよく行っているところへは、

他に方法がないのかを議論する。 
 

・ クラス全体で見ると、どこに、どんな目

的で、どの手段で多く行っているかが見

える。 
・ 代表的なクルマで行く目的地に行く場

合に着目して、“環境にやさしい方法”

がないかを議論する。手段に着目するだ

けでなく、他の方法があるかもしれない

(参考２参照)。 
・ みんなに環境にやさしい交通を知らせ

るために｢私たちのまちの電車・バスマ

ップ｣を作るという動機を形成する。 
3 ◆ 電車・バスでの行き方を調べよう 

・ グループで、代表的な目的地までの電

車・バスでの行き方を調べて整理する。

 

・ 代表的な目的地を設定し(前校時で判明

している)、家もしくは学校から目的地ま

での電車・バスでの行き方を知るために

は、どんな情報が必要かを列挙させる。

トリップの形成を理解させる。 
・ どこに、どんな情報があるかについて

は、示唆するとともに提示してもよい。

・ グループで役割分担を決めて調べさせ

るのが合理的。 

【連携】 

・ 総合的な学習の時間：「交通・環境学習｣課題発見型教材の学習から環境にやさしい交通手段

に着目。 
・ 社会科：「私たちのまち・くらし｣から日常生活圏の移動に着目。「公害と環境の保全」から

環境にやさしい交通手段に着目。 
・ 理科：「人と環境、空気｣から、環境にやさしい交通手段に着目。 
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校時 学習活動 指導上の留意点 
4 ◆ 私たちのまちの｢電車・バスマップ｣を

つくろう 
・ グループで、みんなに使ってもらうた

めには何が必要かを列挙して、マップ

の構成を検討する。 
・ 作成する情報を分担して収集整理し、

｢電車・バスマップ｣を完成させる。 
 
 
(家庭学習：家族のみんなに「電車・バスマ

ップ｣を見てもらって、使ってもらい、感

想を聞く。」 

・ みんなに使ってもらうという目的で、必

要な情報を抽出させる。(地図情報、路

線・系統情報、駅・バス停情報、時刻表、

所要時間、料金、乗降方法・・・目的地

上方など) 
・ 作業分担して、みんなで一つのものを作

る作業にすることが望ましい。 
・ ベース地図は提示し、情報の作成例も場

合によっては参考に例示してもよい。 
・ 完成したらコピーして持ち帰らせ、家族

のみんなに使ってもらうことを提案す

る。感想を聞く視点を確認しておく。 
・ 家庭通信で、保護者への協力依頼をして

おくことが望ましい。 
5 ◆みんなに使っていただこう 

・家族の感想を発表しあう。 
・ 電車・バスをできるだけ利用するには、

どんな情報が必要かを再確認し、より

便利なマップ作成への提案をする。 

・ 自分たちがつくって提案したものを使

ってもらう喜びを醸成することがポイ

ント。 
・ 感想のまとめで、自分の考えや提案、自

分たちの実践できることを確認させる。

 

教材事例 7 みんなが使う「電車・バスマップ」をつくろう 

課課課
題題題
発発発
見見見
型型型 

実実実
践践践
型型型   

概
要 

流
れ 

準
備 

展
開 



 - 58 -

 

３ 準備と支援 

(1)準備 

■参考 1：便利な自動車・不便な電車・バス 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：「モビリティ・マネジメントの手引き」平成 17 年 5 月、土木学会 
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■テキスト 1：各交通手段の二酸化炭素排出量比較 

19

53

175

111

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

鉄道

バス

自家用車

飛行機

資料：国土交通省資料により作成

1人を1㎞運ぶのに排出するCO2の比較

ｇ・CO2/人キロ

●旅客輸送機関の二酸化炭素排出原単位炭素換算（2004年度）

 
 
■参考 2：クルマ利用の代替案 

○クルマ利用の仕方の工夫 
・クルマの代わりに電車やバスで行く 
・近くへは、自転車や歩きで行く 
・この予定を別の機会とあわせていっぺんに済ませるようにする 
・クルマを使うほかの人に依頼する(同乗、用事を頼む) 
・クルマ以外の手段でもいけるところに目的地を変更する 
・パークアンドライド、キスアンドライドを利用して利用距離を減らす 

など 
○経路選択や運転の仕方の工夫 
・エコドライブを実践する(からふかしをやめる、急発進急ブレーキを避ける、不要な荷物を積ま

ないなど) 
・CO2 排出量が少ない高速道路やすいている道を選択する 
・渋滞のない時間帯に出発時刻を変更する 

など 
 

教材事例 7 みんなが使う「電車・バスマップ」をつくろう 
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■ふだんみんながよく行くところは？ 

 
  ：小学校   ：車で行っているところ   ：バスで行っているところ 
 
自転車などを記入してもよい。 
経路を同時に記入するともっとわかりやすい  
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■参考 2：ガリバーマップ 

 

 
ガリバーマップにみんなが行くところに旗を立て、経路を記入します。 

ガリバーマップを使用した学習の様子 

提供：京都府、大阪大学大学院 松村暢彦助教授 
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■電車・バスマップ事例 
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４ 授業への展開   

(1)授業構成のパターン 

①導入部 

・ 標準的には、導入部を「電車・バスとクルマ｣の良いところ・悪いところを列挙してディスカッ

ションするといった学習を提案しているが、“電車・バスをもっと利用しなければならない”と

いう動悸が生まれることをねらいとすれば、いくつかの課題発見型教材、クイズの活用名も考

えられる。 
②CO2 削減プラン 

・ 標準教材では、一人ひとりが CO2 削減プランを計画して実践することとしているが、希望に応

じて他の実践教材、たとえば｢かしこいクルマの使い方を考える｣などを併用することも可能で

ある。 
・ また、CO2 削減プランを、「電気節約グループ」、「ガス節約グループ」、「かしこいクルマの使い

方を考えるグループ｣など、対象毎にグループ化して比較しながら進めることも一つのアイデア

かもしれない。 
 

 

(2)学習の成果、児童の反応 

ねらい 期待する反応、成果 

くらしの中で CO2 排出量を削減するため

の方法を考え、自らが CO2 排出量を削減す

るための計画と目標を設定する。 

・ 児童は実にさまざまなアイデアを提案、計画す

る場合が多い。原則として計画した方策および

目標は、制約なしで実践に移させることで児童

の取り組み態度が維持される。 

計画と目標に基づいて、CO2 排出量削減の

ための実践をする行動力を身につける。 

・ 目標を意識させることで、一所懸命に目標に向

かって取り組む場合が多く、行動力が活性化す

る。 
実践結果を評価して、行動の結果が社会的

に貢献できることを実感するとともに、ク

ルマ利用の工夫による削減が合理的であ

ることを認識する。 

・ 取り組み結果を定量評価することで、一人ひと

りの社会貢献意識が高まるとともに、クラスや

学年全体での成果を知らせることで、喜びが倍

増する。 
 
 
(3) 留意点、課題 

・ 児童が計画する｢CO2 削減計画｣は多岐にわたり、あらかじめ用意する排出量元単位が適

用できない場合も多々発生する。しかし、計画はあくまで尊重して実践させることが重要

であり、何らかの形で排出原単位を用意することが望まれる。 
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5 支援・連携   

 
(1)支援と連携 

支援・協力者 支援・協力内容 

家庭 
・ 実践期間中、児童の取り組みの応援を依頼 (学級通信などの活用)。 
・ 発展的に、家族全員で取り組むことも可能。 
・ 報告会への参加。 

地域 ・ チューター(CO2 排出量計算時の教師のサポート)。 
・ 報告会の場の提供、参画。 

行政 
・ 標準的な教材、ワークシートの提供。 
・ CO2 排出量計算ワークシート(パソコン：MS/EXCEL) 
・ 報告会の場の提供、参画。 

学識経験者 ・ 教材、ワークシートの作成、カスタマイズ支援。 

 
 
(2)参考文献、HP 

特になし 
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１ 概要 

 

目的 
バス乗車体験を通して公共交通に親しみ、バス利用方法を習得して、体験乗車に

よる新しい発見の喜びを醸成する。また、公共交通に関する問題の発見と対応を

考えて提言を発信することにより、社会貢献の喜びを実感する。 

目標 

・ バス利用方法を習得して体験乗車をすることにより、バス利用の楽しさを学

ぶ。 
・ バス体験乗車時の観察やコミュニケーションを通して、新しい発見や問題点を

発掘する。 
・ みんなに使ってもらう工夫を考えて提案、発信することにより、社会貢献の喜

びを実感する。 

対象学年 ４年、５年 学習のタイプ 実践型学習 

実施教科 総合的な学習の時間、社会 連携教科 社会、理科 

標準校時 4～6 校時 学習場所 教室、校外、家庭 

準備 

・ クイズ：電車・バスの特徴 
・ 「体験乗車」依頼 
・ ワークシート①：バス乗車体験記 
・ ワークシート②：みんなのバスをより良くするために 

支援・連携 
・ 電車、バス会社(旅客・営業部局、ホームページ) 
・ 行政団体(近畿運輸局、大阪府、市町の交通担当部局) 
・ 保護者(乗車体験の引率支援) 

学習構成 

 

 

事例 8.電車・バスはみんなの乗り物 

1.導入：環境にやさしい乗り物、電車･バス 

2.バス乗車体験(校外授業) 

3.電車･バス利用体験報告会 

4.みんなに利用してもらうためには？ 

電車･バスは、クルマよりも環境

にやさしいことを認識する。 

バスの利用方法を習得し、実際に

使ってみよう。どんな新しい発見

があるかしら？ 

体験乗車での新しい発見を意見交

換し、問題提起する。 

みんなに使っていただくために

は、どうすればよいかを提言する。

教材事例 8 電車・バスはみんなの乗り物 

課課課
題題題
発発発
見見見
型型型 

実実実
践践践
型型型   

概
要 

流
れ 

準
備 

展
開 



 - 66 -

 

２ 標準的な学習の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校時 学習活動 指導上の留意点 
1 ◆ クイズ：交通手段の特徴 

・ 電車・バスは車の何倍人を運べるか？

・ 電車はクルマの何倍省エネ？ 
・ クルマは電車の何倍二酸化炭素を出し

ているでしょうか？ 
 
◆ バスは環境にやさしい移動手段 

・ クルマと電車・バスの“良いところ”、

“悪いところ” 
 
 
 
 
 

・ 本教材の前の学習で、電車やバスに着目

させておくことが望まれる。 
・ クイズ(参考 1 参照)で、クルマと比べて、

電車・バスが環境にやさしい移動手段で

あることを確認する(参考1では3種類の

クイズを示している。標準的には(1)から

(3)の順が自然)。 
・ 電車やバスの社会的有意性を確認する。

それぞれの“良いところ”と“悪いとこ

ろ”の両方の意見を出させて認識させ、

総合的に評価する（興味を高めるため

に、参考１のグラフをテキストとして示す）。

・ 次の｢バス体験乗車｣を予告しておく(体
験乗車のパターンに応じて準備)。 

2,3 ◆ 出前講座：「バス体験乗車」 
・ バスマップ、時刻表の見方の習得 
・ バスの乗り方の習得 
・ 体験乗車 
 
・ ワークシート①を持って、観察とコミ

ュニケーションを通して、新しい発見、

問題意識、感想などを記録する。 
 
 

・ 学校や支援の状況に応じて「体験乗車」

の方法を設定する(出前講座、引率など)。
・ 「バス乗車体験記」の記録に際しては、

次のような記録の視点を示唆しておく

ことが望ましい。 
a. バスに乗って何を発見 
・ 車内だけでなく車外も見ること、はじめ

て見たもの、初めて知ったこと、初めて

のコミュニケーション、初めてしたこ

と、どう感じたか。 
b. 問題意識 
・ 多様な利用者を想定する(子ども、高齢

者、妊婦や障害を持つ人、外国人など) 
・ 対象を想定する(バスの設備、バス停など

の設備、アクセス道路、情報など) 

【連携】 

・ 総合的な学習の時間：「交通・環境学習｣課題発見型教材の学習から、環境にやさしい交通手

段に着目して、クルマと比べて電車･バスが環境にやさしい移動手段であることを認識する。

・ 社会科：「私たちのまち・くらし(3 年、４年)｣から日常生活圏の移動に着目して、バスを使

ったことがあるか？「公害と環境の保全(5 年)」から環境にやさしい交通手段に着目。「交通

の歴史(6 年)」から、より便利に、大量に移動可能な乗り物としての電車･バスの特徴を認識

する。 
・ 理科：「人と環境、空気｣から、環境にやさしい交通手段に着目。 



１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年  国語 算数 社会 理科 体育  

 

 - 67 -

 
校時 学習活動 指導上の留意点 
4 ◆ バス利用体験報告会 

・ グループで、一人ひとりが記録したワ

ークシート①をもとにディスカッショ

ンして整理する。 
・ グループごとのディスカッションのま

とめを報告する。 
 
◆ みんなが利用するに際しての提案 

・ 新しい発見や問題意識を通して、みん

なが使うことを考えたときに、“こん

なこと”をしておけばみんなが喜ぶ(う
れしい)ことを考えて提案する(ワーク
シート②)。 

・ グループでのまとめの視点を示唆する。

・ とくに、自分が発見しなかったこと(物)、
自分が感じた意見と対立する意見を認

識すること、“公共”的視点に留意する。

・ みんなが集まり、みんなが利用するとい

う視点で、私たちが貢献できることは何

かを問う。 
 

5 ◆ みんなに利用してもらうためには？ 
・ グループで、みんなに使ってもらうた

めに私たちができることを考えて提案

する。 
・ 提案した私たちでできることを発信す

るための情報を作成する。 
 
◆ 提案発表 
 

・ みんなに使ってもらうという目的で、私

たちができるかもしれないことを考え

させるに際しては、視点を示唆する必要

があると思われる。 
→対象：行政団体、交通事業者、市民、家族、

友人 
→提案内容：企画、情報、啓発・・・ 
 
・ 完成したら対象に届けることを検討す

る。子どもたちが提案書を持参すること

も有用であろう。 
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３ 準備と支援 

(1)準備 

■参考 1(1)：電車・バスは車の何倍人を運べるか？ 

 問題：電車は、1 時間の間で車の何倍人を運べるでしょうか？ 
 ①．20 倍、②．100 倍、③．300 倍 

 
 
■ 参考 1(2)：電車はクルマの何倍省エネ？ 

 問題：電車はクルマの何倍省エネでしょうか？ 
①． 1.5 倍、②．3 倍、③．7 倍 

 
 1,000Kcal で人 1 人を運べる距離 
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■参考 1(2)：各交通手段の二酸化炭素排出量比較 

 問題：クルマは電車の何倍二酸化炭素を出しているでしょうか？ 
 ①．2 倍、②．5 倍、③．10 倍 

19

53

175

111

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

鉄道

バス

自家用車

飛行機

資料：国土交通省資料により作成

1人を1㎞運ぶのに排出するCO2の比較

ｇ・CO2/人キロ

●旅客輸送機関の二酸化炭素排出原単位炭素換算（2004年度）

 
 
◆電車とクルマの比較 

 速く、大量に運べる 

 省エネで、公害を出さない 

 安全で、性格 
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■ ワークシート①：｢バス体験乗車｣記録 

 
■ ワークシート②：○○○バスをみんなが利用しやすくするために 
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４ 授業への展開   

(1)授業構成のパターン 

電車・バス体験乗車については、いくつかの方式から、学校や支援の状況に応じて設定するこ

ととなる。 
① コミュニティバス乗車体験 

・ 市に支援を依頼(無料パス、チケットの発行、運転手への事前の協力依頼など) 
・ 引率協力依頼(保護者、市職員など) 
・ いくつかの路線系統に分かれてグループ別に体験乗車をする。 
・ 体験乗車で子どもたちが実践すること(事前に乗車方法を含めてレクチャー)： 

自分でチケットを持って乗降 
観察：新しい発見、初めての経験など(バスの構造や設備、窓から見えるもの、社内ではじめ

てみるもの、乗客など) 
会う人とのコミュニケーション：質問、会話(運転手(停止時)、乗客) 

② 路線バス乗車体験 

・ 路線バス会社に協力依頼(無料チケットの発行、運転手への事前の協力依頼など) 
・ 引率協力依頼(保護者、市職員、バス会社職員など) 
・ ①と同じ。 
③ 鉄道駅訪問 

・ 鉄道駅への協力依頼(レクチャー、構内見学依頼など) 
・ 引率協力依頼(保護者など) 
・ いくつかのグループに分かれて、テーマを設定して見学をする。 
→自分がどこかに行くときに利用するもの 
→駅に来た人が利用するもの 
→お年寄りや子どもが使うもの 
→駅に来た人の行動 
→駅に来た人に応対する人 
など 
・ 駅に行って、鉄道会社の人から駅を案内してもらう(レクチャーなども) 
・ 各グループが設定したテーマに基づいて、駅内外を観察して記録する。 
④ 家庭学習での電車・バス利用 

・ 保護者に協力依頼(○月○日～○日の間に、できるだけ電車・バスを利用する機会を設けていた

だきたい。たとえば・・・など。趣旨を沿えて依頼する) 
・ 電車・バス利用で子どもたちが実践すること： 

自分でチケットを持って乗降 
観察：新しい発見、初めての経験など(バスの構造や設備、窓から見えるもの、社内ではじめ

てみるもの、乗客など) 
会う人とのコミュニケーション：質問、会話(運転手(停止時)、乗客) 
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(2)学習の成果、児童の反応 

ねらい 期待する反応、成果 

バス利用方法を習得して体験乗車をする

ことにより、バス利用の楽しさを学ぶ。 

・ バスを利用したことがない児童が増えている。

初めて利用する児童には、非常に喜ばれる。家

族以外の人と利用することが始めての児童にと

っても同様。 
・ 一人での利用の可能性が高まり、新たな自信が

生まれる。 
バス体験乗車時の観察やコミュニケーシ

ョンを通して、新しい発見や問題点を発掘

する。 

・ 意識した観察、コミュニケーションによって、

相手に対して働きかける勇気が生まれるととも

に、新発見の喜びが醸成される。 

みんなに使ってもらう工夫を考えて提案、

発信することにより、社会貢献の喜びを実

感する。 

・ いろんな人を想定した利用提案をすることで、

相手への配慮、社会貢献の喜びを実感できる。 

 
 
(3) 留意点、課題 

・ 「体験乗車」は、可能な限り路線バス乗車と同様のプロセスで実施することが望ましい。

“貸し切りバス乗車“的体験では、実際の乗車とは異なる経験であるため（社会見学や修

学旅行と同じ)、新たな発見をする機会が少ないからである。 
・ 「体験乗車」の形態は、交通事業者との協議事項である。教師の負荷軽減だけでなく、

要求により近い形で協議が進められる可能性が高いことから、できるだけ行政団体にコー

ディネートを依頼することが望まれる。なお、交通事業者との協議によっては、バス借り

上げのための費用が発生する場合もある。 
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5 支援・連携   

(1)支援と連携 

支援・協力者 支援・協力内容 

家庭 ・ 家庭学習での体験乗車の場合の協力 

交通事業者 ・ 体験乗車の受け入れ 
・ 出前講座 

行政 ・ 交通事業者との協議、調整支援 
・ 出前講座 

学識経験者 ・ 出前講座 

 
(2)参考文献、HP 

特になし 
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私たちも多くを学ばせていただいた 

 
稲垣 学 和泉市土木下水道部道路河川課 

 
和泉市では、平成 14 年度から継続して「交通・環境学習」に取り組み、平成 18 年度ま

でに延べ 8 校で実施している。 
この取り組みに際しては、行政団体、学識経験者や交通事業者など多くの方々の協力を

いただいて、小学校の先生方と授業計画や教材について多くの時間を費やして議論しなが

ら進めてきた。たとえば、まだ自らクルマを使用することのない子どもたちに、ある意味

クルマに親しみを持たせ、実感させるのは難しい。ワークシートだけや講義だけでは実感

は湧かないので、参加・体験型の授業を主体として、子どもたちが喜んで取り組むことを

常に考えながら実施してきた。 
「空気調査」や「クルマ大集合」では実際に手に触れ、肌に感じることができ、子ども

たちの目は輝いていた。 
空気調査では学校外に出れてふざけているのかと思いきや、実際に現場に行き、自分で

空気がきれいと思えるところに設置し、クルマが多いところと比べたところ、あまり違い

のない結果が出てきた時、子どもは何故かと問われると、「その裏手に広い道があるため、

クルマの排気ガスが流れてきている。」・・よく気づいたなと感心し、ふざけていると疑っ

た自分に反省・・・。 
子どもたちはこの学習や環境について興味を持ち、調べたことを自分なりにまとめ、発

表会では保護者を交え、劇やビデオなどで発表した。非常に内容も詳しく、また誇らしげ

にしっかりとした口調で教えてくれる。「一つのことに興味を持つととことんやる。」と先

生は言っていた。すごい！。学習終了後も家庭において、塾へのクルマ送迎を控えたり、

家庭においても節電等の環境にやさしい行動を続けている子どももいる。家族といっしょ

に取り組めたのは、非常に良かったと考えている。 
ただ一つ思ったのは、この子どもたちが実際に運転手となるのは、少なくとも６年以上

先。そのときまで、このプログラムで感じたことや調べたことをいつまでも心にうけとめ

ていられるか・・・。このプログラムをきっかけとして、繰り返し伝えていくことが大切

だと感じている。 
クルマは便利な乗り物であり、私たちの生活に必要なものとなっている。しかし、環境

悪化や交通事故等の問題も引き起こす。これからも「かしこいクルマの使い方」に取り組

んでいくことは大きな課題であると考えている。 

 
 
 
 

コラム 
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１ 概要 

 

目的 

子どもたちの交通行動に着目して、子どもたちが自らの外出行動を記録して、そ

の結果をフィードバックすることで、一日の交通行動における交通手段利用を把

握するとともに、一人ひとりのエネルギー消費量や CO2 排出量を元に、環境、健

康やエネルギーと交通の相互影響を考えて、ふだんのくらしでの課題とできるこ

とを議論する。 
また、他の小学校や海外の子どもたちとの比較をすることで自分たちの交通行動

や健康などについて考える。 

目標 

・ 健康とエネルギーが交通とどのようにかかわっているかを学習する。 
・ 自分たちの行動と他の小学校や海外の子どもたちとどれほど違いがあるかを

確認する。 
・ ふだんのくらしのなかで環境に配慮する行動を考え、実践する大切さを学ぶ。

対象学年 3 年、4 年、5 年、6 年 学習のタイプ 実践型学習 

実施教科 総合的な学習の時間、社会、理

科 連携教科 社会、理科 

標準校時 3～4 校時 学習場所 教室、家庭 

準備 
・交通手段のイメージ調査票 
・おでかけ日記記録用シート 
・筆記用具 

支援・連携 

・ 家庭：おでかけ日記の記録支援、報告会への参加 
・ 行政団体、チューター：出前講座、テキスト・ワークシートなどの提供、おで

かけ日記の説明・集計 
・ 学識経験者：出前講座、教材、ワークシート（おでかけ日記など）作成 

学習構成 

 

 

事例９.おでかけ日記（トラベル・フィードバック・プログラム） 

1.導入：交通の問題について 

2.お出かけ日記の記録 

3.お出かけ日記の結果発表 

4.今後、自分たちでできることはなんだろう？ 

いろんな交通手段、交通の問題、

まちとクルマの関係、そしてその

解決策を知る。 

いつも自分たちはどんな行動をし

ているのかしら？ 
一人ひとりのおでかけの結果を見

て、良いところ、悪いところを考

え評価し、どうすればよいかを考

える。 
もっと、環境にやさしく、健康で

あるために、どのようにすればよ

いかみんなで考え、提言する。 

教材 9 おでかけ日記(トラベル･フィードバック・プログラム)
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２ 標準的な学習の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校時 学習活動 指導上の留意点 
1 ◆ 交通の問題について 

・ 交通の種類や日本で起きている交通問

題などについて学習する(参考 1参照)。

・ 交通手段にはどのようなものがあるか

を考えさせる。 
・ それぞれの交通手段で問題になってい

ることは何かを考えさせる。 
・ 環境にやさしい交通手段に着目させ、自

分たちはどの交通手段をよく利用して

いるかを思い出させる。 
2,3 ◆ おでかけ日記をつけよう 

・ おでかけ日記の書き方を説明 
・ 平日（2 日間）、休日 1 日の移動を記録

（例：自宅→学校、学校→自宅、自宅

→塾、塾→自宅） 
 
・ 子どもたちに自分の行動を思い出させ

て、調査票に記録する。 
 

・ 学校や支援の状況に応じて「お出かけ日

記」の書き方などのサポートを検討す

る。 
・ 「おでかけ日記」の記録に際しては、昨

日、一昨日の平日の一日の行動と直前の

休日の行動を記録することが望ましい。

（一日の行動を覚えている範囲で記録

する） 
 

4 ◆ おでかけ日記の結果報告会 

・ 一人ひとりが記録した日記を「環境に

やさしい乗り物」、「子どもひとりで移

動」、「健康」などの結果を他の小学校

や海外の子どもたちと比較して、子ど

もたちに報告する。 
 
◆ 今後、自分たちでできることはなんだろ

う？ 

・ 自分たちの結果を見て、環境にやさし

く、健康にいい方法がないかをみんな

で考えて提案する。 

・ 一人ひとりのおでかけの結果を見て、良

いところ、悪いところを考え評価し、ど

うすればよいかを考える。 
・ グループでのまとめの視点を示唆する。

・ 結果を見て感じたことや“他の小学校と

なにが違うのか”などを考えさせ、議論

させる。 
・ ふだんのくらしのなかで環境に配慮す

る行動を考えさせ、実践する大切さを学

習させる。 

 

【連携】 

・ 総合的な学習の時間：「交通・環境学習｣課題発見型教材の学習から、環境にやさしい交通手

段に着目して、クルマと比べて電車･バスが環境にやさしい移動手段であることを認識する。

・ 社会科：「私たちのまち・くらし(3 年、４年)｣から日常生活圏の移動に着目して、自分たち

の行動を振り返る。「公害と環境の保全(5 年)」から環境にやさしい交通手段に着目。「交通

の歴史(6 年)」から、より便利に、大量に移動可能な乗り物としての電車･バスの特徴を認識

する。 
・ 理科：「人と環境、空気｣から、環境にやさしい交通手段に着目。 
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３ 準備と支援 

(1)準備 

■参考 1 交通について 
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■ 交通手段のイメージ調査票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「おでかけ日記」の記録用シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「お出かけ日記」を記録

する前に、子どもたちが、

交通機関（バス、自転車、

クルマ、タクシー、電車、徒

歩）について、どのようなイ

メージを持っているかを確

認します。 

・それぞれの出発地から目的

地まで移動を記録していただき

ます。 

・例えば、学校の行き帰りだけ

であれば、【自宅→学校】、【学

校→自宅】の 2 つの移動を別々

の用紙に記録します。 

・問 7.誰とで一人の場合は、そ

のほかに 1 人と回答します。 

・おでかけ日記の記録方法に

ついては、【資料編】「教材 9.お

でかけ日記（トラベル･フィード

バック・プログラム）」の入力マ

ニュアル（P.111）をご参照くださ

い。 
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■「おでかけ日記」の集計結果 

 「交通手段のイメージ調査」および「おでかけ日記記録」の集計方法は、【資料編】「教材 9.

おでかけ日記(フードマイレージ)」の“集計方法”をご参照ください。 

 

 1)交通手段のイメージ調査集計 

  それぞれの交通手段ごとにイメージが悪い方から数値(例えば、“たいくつ”：1、・・・・

“楽しい”：5)に置き換えて、交通手段ごとにすべての数値を足し合わせたのち、回答した子

どもたちの人数で割ります。 その結果が、子どもたちの交通機関に対するイメージになりま

す。 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

5

バス 自転車 クルマ タクシー 電車 徒歩

楽しさ

A小学校

B小学校

C小学校

D小学校

E小学校

F小学校

 

交通手段のイメージ（楽しさ）集計結果 

 
 2)「お出かけ日記」集計 

 (1)子どもたちの利用交通手段の割合 

問 6 の交通手段（徒歩、自転車、電車、バス、車、その他）ごとに“時間”をすべて足し

合わせます。すべて足し合わせたのち、各交通手段の割合を算出します。（交通手段の割合の

合計＝100％） 
 

 徒歩 自転車 電車 バス その他 クルマ 合計 

A 組 58.7% 30.6% 0.0% 0.8% 2.1% 7.8% 100.0%
 

 
           環境にやさしい交通手段 
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 (2)子ども一人での移動の割合 

“問 7 誰と”の回答を各コードで足し合わせます。そのなかで“一人”と回答した子ども

の割合を算出します。 
 

（回，％） 
 一人 友達 母 父 大人 その他 合計 

173 380 175 103 34 1 866
A 組 

20.0% 43.9% 20.2% 11.9% 3.9% 0.1% 100.0%
 
 
        児童だけで移動 
 
 (3)徒歩、自転車の移動時間 

“問 6 どうやって”で記録した交通手段のなかで“徒歩”と“自転車”の時間だけを抽出

して足し合わせ、徒歩と自転車の利用回数で割ります（平均の移動時間を算出します）。 
 
 

 徒歩 自転車 電車 バス クルマ その他 合計 
移動時間 
(分) 2316.3 2816.5 50 130 3126.5 93 8532.3

利用回数 
(回) 89 104 1 4 174 4 376

 
 
   移動時間(徒歩+自転車)÷利用回数(徒歩+自転車) 
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平成 19 年度実施した「おでかけ日記」の集計結果 

環境にやさしい 
交通手段の利用 
（クルマ以外） 

児童一人で 
外出状況 

徒歩、自転車 
の移動時間 小学校名 

利用率 順位 外出率 順位 時間 順位 

A 小学校 79％ 2 位 74％ 2 位 26 分 4 位 

B 小学校 79％ 2 位 70％ 3 位 32 分 1 位 

C 小学校 92％ 1 位 83％ 1 位 27 分 3 位 

D 小学校 75％ 4 位 62％ 4 位 22 分 5 位 

E 小学校 63％ 5 位 48％ 5 位 23 分 6 位 

F 小学校 57％ 6 位 47％ 6 位 30 分 2 位 

関西の小学校平均 75％ 1 位 65％ 1 位   

イギリス 66％ 2 位 29％ 2 位   

アメリカ 15％ 4 位 16％ 4 位   

カナダ 39％ 3 位 27％ 3 位   

※A~F 小学校については、平成 19 年度に「お出かけ日記」を実施した結果です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 子どもたちの利用交通手段の割合(環境にやさしい交通手段) 
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■「おでかけ日記」の結果報告（プレゼンテーション資料） 
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（報告会開催：和泉市立鶴山台北小学校、泉大津市立上条小学校 2008.02） 

■「おでかけ日記」の結果報告会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         (撮影：鶴山台北小学校 2007.02) 
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４ 授業への展開 

(1)授業構成のパターン 

① 課題発見学習との連動 

・ 標準的には、「地球温暖化を知っていますか」を導入部で実施することが望ましいが、他の課題

発見型学習と連動した構成も考えられる。 
・ 専門家の出前講座（交通や環境など）と連動することも選択肢の 1 つ。 

 
② 実践型教材の併用 

・ 実践型教材：「みんなが使う「電車・バスマップ」をつくろう」導入部の“環境にやさしい乗り

物”についてのクイズや“クルマ”と“電車･バス”の“良いところ”、“悪いところ”と連動し

た構成も考えられる。 
・ 標準教材では、子ども一人ひとりの行動を記録することとなっているが、希望に応じて他の実

践型教材、たとえば家族と一緒に「かしこいクルマの使い方を考える」などを併用することも

可能である。 
・ クラスまたはグループごとで比較しながら進めることも 1 つのアイディアかもしれない。 

 

(2)学習の成果、児童の反応 

ねらい 期待する反応、成果 

健康、エネルギーが交通とどのようにかか

わっているかを学習する。 

・ 6 年生は、地球温暖化については、燃焼と関連

付けて容易に原因を理解するが、5 年生までの子

どもたちには原因を教える必要がある。 
・ どの交通手段を選択するかによって、人の消費

するエネルギーが異なることを教える。 
自分たちの行動と他の小学校や友人、さら

には海外の子どもたちとどれほど違いが

あるかを確認する。 

・ 他の小学校や海外の子どもたちと比べて、「環

境」や「健康」に関して、良いか悪いかを教え

る。 

自分たちの行動だけでなく、家族や友人な

どと一緒にできる環境にやさしいことを

考える。 

・ 結果を見て感じたことや“他の小学校となにが

違うのか”などを考えさせる。 
・ 自分たちだけでなく、家族や友人などと一緒に

できることはないかを考えさせる。 
 

(3) 留意点、課題 

・ アンケート調査に際して、支援者との役割分担（説明、集計、結果報告等）が必要であ

る。 
・ 小学校内部（先生方のみ）で集計・報告を行う場合、PC を利用した容易な集計システム

が必要である。 
・ 他の小学校または海外の子どもたちと比較を行う際には、他の小学校等のデータ入手の

ため、行政または学識経験者などの協力が必要となる。 
 

教材事例 9 おでかけ日記(トラベル･フィードバック･プログラム)
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5 支援・連携   

(1)支援と連携 

支援・協力者 支援・協力内容 

家庭 ・ おでかけ日記の記録の協力 
・ 報告会への参加 

行政 

・ 小学校との協議、調整支援 
・ 出前講座 
・ お出かけ日記計算ワークシート（PC:MS-EXCEL など） 
・ （チューター）調査の説明、集計等 

学識経験者 ・ 出前講座 
・ 教材、ワークシート（おでかけ日記など）の作成、カスタマイズ支援 

 

(2)参考文献、HP 

特になし 
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１ 概要 

 

目的 

ふだんの食卓を対象として食材の買い物をゲームで再現することで、エネルギー

消費と環境負荷との関係、食材の変遷、旬の喪失、食料自給率の変化、モータリ

ゼーションの進展によるライフスタイルの変化に気づかせます。小学校高学年か

ら大人まで、フードマイレージの学習を通して、「買物と環境問題」が理解でき、

「やさしい暮らしづくり」の実践を進めていきます。 

目標 

・1970 年と現在の物価の違いや 1970 年には季節によって手に入らない食材があ

ったことに気づく。 
・1970 年と現在とでは、買物先や交通手段に変化が生じていることに気づく。 
・買物で食材の選択する場合、近場の食材を選択することで環境負荷が減ることに

気づく。 
・買物先と交通手段の変化を知り、これらがもたらす影響を考える。 

対象学年 5 年、6 年 学習のタイプ 実践型学習 

実施教科 総合的な学習の時間、社会科、

家庭科 連携教材 社会科、理科、家庭科 

標準校時 6~8 校時 学習場所 教室 

準備 
・買い物カード   ・地図（日本地図または世界地図：産地元をプロットする）

・お店選択カード ・筆記用具（マジック、色鉛筆、クレヨン、模造紙など） 
・交通手段カード ・電卓 

支援・連携 
・家庭：報告会への参加等 
・行政団体：教材、ワークシート等の提供、チューター支援 
・学識経験者：出前講座、教材、ワークシートの作成 

学習構成 

 

事例 10.買い物ゲーム（フードマイレージ） 

教材事例 10 買い物ゲーム(フードマイレージ) 
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1.食事の献立を考えよう 

2.食材を買いに行こう 

3.食事をつくろう 

4.フードマイレージを計算しよう 

5.発表しよう 

各クラスで、1970 年グループと現在
グループに分かれる。 
各クラスで、食事の献立を考え、必要
な食材を話し合う。 

選んだ買い物カードを基に、自分たち
で考えた献立を絵に書く。 

必要な食材をどのお店に、どのような
交通手段で行くか決めて、必要な食材
を買う。 

選んだ買い物カードの裏側を見て、原
産地を地図に書き、原産地から私たち
の家まで運んでくる交通手段の CO2
排出量を計算する。 

各グループで計算した CO2 排出量を
発表する。 
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２ 標準的な学習の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校時 学習活動 指導上の留意点 
1 ◆食事の献立を考えよう ・1970 年と現在のグループに分かれる。 

・買物の予算を設定し、その範囲内でつくる

ことができる献立を考え、食材を決める。 

2,3 ◆食材を買いに行こう 

・食材カードを使って模擬体験を行う。 
・4 人家族と想定して買物を行う。 

・買物に行くお店を選びます。 
 （近所のお店、ショッピングセンター） 
・お店までの交通手段を考えます。 
 （徒歩・自転車、電車・バス、自動車） 
 ※1970 年グループには自動車はありませ

ん。 
・食事の献立に必要な食材カードを選びま

す。（設定した予算の範囲内で） 
4 ◆食事をつくろう 

・自分たちで考えた献立を模造紙等に描

く。 

・各グループで考えた献立を絵にします。 

5,6 ◆フードマイレージを計算しよう 

・食材カードの裏面にある★印を数え、CO2

排出量を計算します。 
 
 
 
 
 

・食材カードに書いている産地を地図に書き

込みます。 
・食材カードの裏にあるフードマイレージ

（★印）を数えます。 
・今回の食事の CO2 排出量を計算します。

 （★印：CO2=20g/個） 

7 ◆発表しよう 

・発表会を計画して、発表資料、プレゼン

テーションの準備を行う。 
・発表会を開催する。 
 

・各グループで作った食事のメニューと CO2
排出量を発表します。 
・1970 年と現在の比較をします。 
・日常生活でなにができるかを考える。 

 

・総合的な学習の時間：「交通・環境学習」課題発見型教材から環境にやさしい交通手段に

着目。 
・社会科：「私のまち・くらし」から日常生活圏の移動に着目。「公害と環境の保全」から

環境にやさしい交通手段に着目。 
・家庭科：「生活に生かそう」から日常生活の食事に注目。「計画的に生活しよう」から身

の回りの物や金銭の使い方に着目。 
・理科：「人と環境」から CO2 排出量削減の必要性と環境にやさしいくらしに着目。 
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■買い物ゲームの手順 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

フードマイレージ 

(★印の合計) 

<ア> 

CO2 排出原単位 

<イ> 

(g) 

CO2 排出量 

<ウ＝ア×イ> 

(g) 

CO2 排出量（g）  20.0  

 

1.ここに ある家族がいます

仮に、
お父さん、お母さん、子ども2人の
4人家族とします。

お母さんは・・・
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2.今夜の夕食は何にしましょう

みんなで相談して
メニューを決めます。

→食材を決めて
→買いに行きましょう

「買物カード」から選んで、
取り出してください。

メニュー

食材 値段（円） 買物の場所 ﾌｰﾄﾞﾏｲﾚｰｼﾞ

合計

①メニューを書いて

買物カードに書いてある
②値段

③買物の場所
そして

④フードマイレージ
を記入します。

買物の場所

買物の場所 手段 距離

A 地元商店街 徒歩・自転車 500m

B ターミナル・ショッピ
ングセンター

バス 3Km

C 郊外の大規模ショッ
ピングセンター

クルマ 8Km

フードマイレージ

○買物カードの
★ ★ ★ ★ ★ ★

の数を記入してください。

食材 値段（円） 買物の場所 ﾌー ﾄ゙ ﾏｲﾚー ｼ゙

合計

全部
で

○○
円

合計をしましょう

★の
個数は
全部で
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３ 準備 

■買い物カード 

この買い物カードを使用して、買物の疑似体験を行います。 

カードのオモテ面は、「食材の写真」、「産地」、「数量」、「値段」を、ウラ面は、産地からお店

までに運ぶ CO2排出量を★印で表すフードマイレージカードがあります。 

この他の買い物カードは、【資料編】「10.買い物ゲーム（フードマイレージ）」をご参照くだ

さい。 

 

  
（オモテ面）                        （ウラ面） 

  

（オモテ面）                        （ウラ面） 

  
（オモテ面）                        （ウラ面） 



１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年  国語 算数 社会 理科 体育 家庭 
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（オモテ面）                        （ウラ面） 

 

（オモテ面）                        （ウラ面） 

 
（オモテ面）                        （ウラ面） 

 

（オモテ面）                        （ウラ面） 

教材事例 10 買い物ゲーム(フードマイレージ) 

課課課
題題題
発発発
見見見
型型型 

実実実
践践践
型型型   

概
要 

流
れ 

準
備 

展
開 
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■食材カードの品目 

1970 年                          現在（2004 年現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あじ
さば
いわし
ぶり
さんま
かつお
まだい
かれい
はまち
するめいか
さけ
はも
あさり
かき
冷・たこ
冷・えび
冷・マグロ
冷・鯨肉
ゆでかに
うなぎ
ちくわ
かまぼこその他練
だいこん
西洋にんじん
ごぼう
たけのこ
れんこん
白菜
かんらん（キャベツ
ほうれんそう
ふき
白ねぎ
なす
トマト
きゅうり
かぼちゃ
ピーマン
枝豆
かんしょ
ばれいしょ
さといも
長いも
たまねぎ
レタス
生しいたけ
えのきたけ
スイートコーン
みかん
はっさくかん
なつかん
りんご
梨
富有柿
デラウェア
もも
いちご
すいか
メロン
青バナナ
輸入パイナップル
鶏卵
豚
和牛
鶏肉
にんじん
白ねぎ
ばれいしょ
たまねぎ
鶏卵

種類 品目

トラップ食材

畜産物

果実

野菜

魚介類

あじ
さば
いわし
ぶり
さんま
かつお
まだい
かれい
はまち
するめいか
さけ
あさり
かき
冷・たこ
冷・えび
マグロ
かに
うなぎ
ちくわ
かまぼこその他練
だいこん
西洋にんじん
ごぼう
たけのこ
れんこん
白菜
かんらん（キャベツ
ほうれんそう
白ねぎ
なす
トマト
きゅうり
かぼちゃ
ピーマン
枝豆
かんしょ
ばれいしょ
さといも
長いも
たまねぎ
レタス
ブロッコリー
生しいたけ
えのきたけ
スイートコーン
みかん
甘なつかん
いよかん
りんご
梨
富有柿
デラウェア
もも
いちご
すいか
メロン
青バナナ
パイナップル
グレープフルーツ
オレンジ
キウイ
鶏卵
豚
和牛
鶏肉
計
にんじん
白ねぎ
ばれいしょ
たまねぎ
鶏卵

野菜

果実

トラップ食
材

畜産物

種類 品目

魚介類



１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年  国語 算数 社会 理科 体育 家庭 
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■お店カード、交通手段カード 

お店カードには「地元商店街」、「ショッピングセンター」があり、買物に行くお店の選択に

使用します。 
交通手段カードには「徒歩・自転車」、「バス」、「電車」、「車」のカードがあります。買物に

行く交通手段の選択に使用します。 

 
【お店カード】 

 

 
 
 
 
 
 
      地元商店街          ショッピングセンター 
 

【交通手段カード】 

 
 
 
 
 
 

徒歩・自転車             バス 
 
 
 
 
 
 

電車                車 
 
 
 
 

教材事例 10 買い物ゲーム(フードマイレージ) 

課課課
題題題
発発発
見見見
型型型 

実実実
践践践
型型型   

概
要 

流
れ 

準
備 

展
開 
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■ワークシート：フードマイレージ記入シート 

 

クラス： 番号： 

名前： 

 
              

メニュー  

 

食材 
値段 

（円） 
買物の場所 

フードマイレージ 

（★印の数） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

合計    

 

 

フードマイレージ 

(★印の合計) 

<ア> 

CO2 排出原単位 

<イ> 

(g) 

CO2 排出量 

<ウ＝ア×イ> 

(g) 

CO2 排出量（g）    

 
 
 



１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年  国語 算数 社会 理科 体育 家庭 
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■参考：夏休み親子食育塾 

 

 

食材の産地を記入 

 

フードマイレージの結果発表 

 

提供：大阪大学大学院 松村暢彦准教授 

教材事例 10 フードマイレージ 

課課課
題題題
発発発
見見見
型型型 

実実実
践践践
型型型   

概
要 

流
れ 

準
備 

展
開 
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４ 授業への展開  

(1)授業構成のパターン 

① 導入部 

・標準的には、本学習の導入として CO2を削減しようという動機を形成しておくことが望ましい。

このため、課題発見型教材と連動する、導入部での工夫などを検討することが望ましい。 
② CO2 削減プラン 

・標準教材では、フードマイレージを計画して実践することとしているが、希望に応じて他の実践

教材、たとえば｢ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう｣などを併用することも可能である。 
 

(2)学習の成果、児童の反応 

ねらい 期待する反応、成果 

くらしの中で CO2 排出量を削減するため

の方法を考え、自らが CO2 排出量を削減す

るための計画と目標を設定する。 

・ 児童は実にさまざまなアイデアを提案、計画す

る場合が多い。原則として計画した方策および

目標は、制約なしで実践に移させることで児童

の取り組み態度が維持される。 

計画と目標に基づいて、CO2 排出量削減の

ための実践をする行動力を身につける。 

・ 目標を意識させることで、一所懸命に目標に向

かって取り組む場合が多く、行動力が活性化す

る。 

 

 

(3) 留意点、課題 

児童が計画する｢フードマイレージ｣は多岐にわたり、あらかじめ用意する食材カードが適用でき

ない場合も多々発生する。しかし、計画はあくまで尊重して実践させることが重要であり、何らか

の形で食材カードを用意することが望まれる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年  国語 算数 社会 理科 体育 家庭 
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5 支援・連携   

(1)支援と連携 

支援・協力者 支援・協力内容 

家庭 ・報告会への参加 

行政 ・教材、ワークシート等の提供、チューター支援 

学識経験者 ・出前講座、教材、ワークシートの作成 
 

(2)参考文献、HP 

あおぞら財団：http://www.aozora.or.jp/ 
 

 

 

教材事例 10 フードマイレージ 

課課課
題題題
発発発
見見見
型型型 

実実実
践践践
型型型   

概
要 

流
れ 

準
備 

展
開 
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第 2 章 学習の実践事例 

 
2.1 総合的な学習の時間での課題発見・実践学習 

 （和泉市立鶴山台北小学校５年の取り組み例、2004 年） 

（１）背景と経緯 

大阪府和泉市では、喫緊の課題である地球環境問題をはじめとする環境の問題について、次代

を担う子ども達に現状を伝え、クルマをはじめとする産業活動と日常のくらしのなかで、問題解

決に向けて、考え、行動することを学んでいくことを目的として、2002 年(平成 14 年)から｢交通・

環境学習プログラム｣への取り組みを開始しました。 

この取り組みは、交通エコロジー・モビリティ財団の支援で、大阪府、学識経験者の皆様のご

尽力を頂きながら毎年１～2 校を対象として継続的に実施し、平成 18 年度までに延べ 9 校が実施

しています。 

2004 年(平成 16 年)に鶴山台北小学校で実施した学習は、和泉市で実施する｢交通・環境学習プ

ログラム｣の典型的な構成を踏襲しており、総合的な学習の時間の年間計画の中で位置付けて実施

に移しています。鶴山台北小学校のこの取り組みは、2004 年(平成 16 年)から 2006 年(平成 18 年度)

まで継続的に実施しています。 

 

（２）学習の内容 

 1)取り組み概要 

鶴山台北小学校では、これまでに大阪府や和泉市で実施してきた｢交通・環境学習｣の教材およ

び実施事例を参考にしながら、当該学年の学習年間計画と地域や学年の特性を踏まえて、学年担

当教師の皆様方と関係団体が相談しながら表 2.1 のような学校の実情に即した実施を計画しまし

た。 

また、子どもたちが取り組むワークシートなどの教材は、行政団体が事例を提供したうえで、

当該学年の教師が作成し、授業実施も学級担任が主体的に行うため、児童の実情にあった学習内

容になっています(カリキュラムは表 2.2)。 

 
表 2.1 和泉市立鶴山台北小学校の取り組み概要 

小学校 和泉市立鶴山台北小学校 
学年 5 年 クラス数 3 クラス 児童数 116 人 
テーマ・教材 ・ 校区内の交通量、空気、事故を調べよう 

・ 出前講座「クルマ大集合」 
・ 私と家族の CO2 削減計画 

教科 (社会科)総合的な学習の時間 授業担当 学級担任 3 人 
実施期間 平成 16 年 11 月～平成 17 年 2 月(4 ヶ月) 授業数 11 コマ 
取り組みの目

標 
・ 社会科学習課程の「工業」におけるクルマ社会の現状と問題点の学習を踏まえ

て、交通と環境への取り組み動機を活性化する。 
・ 私たちのまちへの影響を実際に確認する。 
・ 「クルマ大集合｣で、いろんなクルマに実際に触れて、環境への影響やエコカ

ーなどの将来の展望を実感する。 
・ ふだんのくらしのなかで環境改善のための行動を実践し、行動することの喜び

を醸成する。 

第 2 章 学習の実践事例 
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表 2.2 和泉市立鶴山台北小学校の取り組みの構成 

校時 児童の学習活動 教師による指導・支援 

- 
社会科：「工業」日本の自動車工業の学

習 
・人と環境にやさしいクルマをめざしています

が・・・ 

1 
○ クルマ社会の便利さや問題点を考え

てみよう 

・ 利点と問題点を併記して評価する。 
・ 社会的な問題： 

2 
○ クルマの問題点：調査計画策定 

 
・ 調査項目：渋滞を調べる。空気の汚れを調

べる。その他。 

3,4 
○私たちの校区の空気と交通量を調べよ

う。 
 

5,6 ○調査結果のまとめと報告 

・ 交通量と空気の汚れ、事故件数、渋滞など

の関係を理解させる。 
・ 人と環境にやさしいクルマの必要性を理解

させる。 

7,8 
■出前講座：クルマ大集合 

 
→いろんなクルマの排気ガスを調べて、これか

らのクルマとのかかわりを問題提起する。 

9 ○ 環境にやさしいくらしの計画 

・環境にやさしい生活様式の事例を支援。 
・ 家族と一緒に実践できることも示唆。 
・ 実践項目と目標を立てさせる。 

- （１週間の実践：冬休み） （家庭学習） 

10 
○ 実践結果のまとめ 

 

・ わかりやすい指標への換算（樹木）。 
・ みんなで実践すると、大きな成果になるこ

とを理解させる。 
・ 実践を継続することの困難さに対して、達

成した喜びを醸成。 
・ クルマ利用削減の実践効果が他の実践に比

べて非常に合理的であることを認識させ

る。 

11 ○ 発表会 

・ 環境を改善するために必要な生活習慣を継

続するためにはどうすればよいか？ 
・ 今後の環境や公共の問題への取り組みに必

要なものは何か？ 
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2)学習の実際 

学習課程 児童たちの取り組み状況と反応 教師による指導･支援 
問題意識 

・ クルマ社会の

便利さや問題

点を考える 
 

 
 
 
 

・ 産業界は、人と環境に

やさしいクルマの生

産をめざしています。

・ 短期的、個人的な良い

ところがある代わり

に、長期的、社会的に

は問題もあることを

助言する（参考資料）。

・ 私たちの校区でも問

題なのか？を問いか

ける。 
 

問題への対応 

・ 校区内のクル

マの問題調査

計画 
 
 

 ・ 調査準備：校区内地

図、調査用備品、消耗

品、校外引率体制など

・ 調査方法は示唆する。

・ グループ毎の調査を

提案し、調査計画を整

理してグループ毎の

分担を設定する。 
・ 結果の予想を要請：空

気のきれいなところ

汚れているところ、事

故の多いところ少な

いところなど 
 

問題の追及 

・ 私たちの校区

内の空気を調

べよう 
 
 
 
 
 

 ・ 保護者に校外調査時

の引率協力を要請す

る。 
・ NOx、CO2 の試薬に

よる計測を支援する。

・ 調査時には、予測との

整合性を問いかける。

なぜ？ 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 良いところ：早い、快適、他人に邪魔され

ない、ドアツードアで移動できる、たくさ

んの荷物を運べる、出発時間が自由など 
・ 問題点：渋滞、ガソリン代がかかる、排気

ガス、事故が多いなど 

個人的には良いところが多い 
↓ 
地域社会やみんなには問題がある 
（渋滞、空気の汚れ、事故などを見出す） 

・ 何を調べるか？ 
・ どうやって調べるか？ 
・ どこを調べるか？ 
・ 誰が何を調べるか？ 

結果の予測 

クルマの多いところは空気が汚

れている。 
カーブや見通しの悪いところは

事故が多い 

・ 調査地点と項目をグループで分担して、調

査計画に基づいて計測する。 
（交通量、NOx、CO2、空気のにおいや色） 
・ 調査結果を地図上にプロットする。 
（NOx、CO2 は、試薬入りビンを学校に持ち帰

って計測） 

第 2 章 学習の実践事例 
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学習課程 児童たちの取り組み状況と反応 教師による指導･支援 

課題設定 

・ 調査結果のま

とめと意見交

換。 
 

 ・ 交通量と空気の汚れ、

渋滞の関係、事故原因

の考え方を理解させ

る。 
・ 人と環境にやさしい

クルマ社会の必要性

を理解させる。 
 

■ 出前講座 

・クルマ大集合 
 
 
 
 

 ・ 出前講座の依頼（行政

団体） 
・ NOx、CO2、PM の計

測方法を指導。 
・ いろんな車の排気ガ

スを調べて、これから

のクルマとのかかわ

りを問題提起する。 
 
 
 
 

実践計画 

・ 環境にやさし

いくらしの計

画 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・ 環境にやさしい生活

様式の事例を支援す

る（参考資料）。 
・ クルマにかかわる実

践は、家族への協力依

頼を提案する。 
・ 家族と一緒に実践す

ることで継続性が確

保されることを示唆

する。 
・ 実践項目とともに、目

標を立てる重要性を

訴える。 
 

・ 交通量の多いところは・・・空気の汚れが

ひどい、においや色は？ 
・ 交通量の少ないところでも・・・ 
・ 予想（仮説）とあっていたところ、違って

いたところ。なぜ？ 

・ エコカーの見学、試乗 
・ いろんなクルマの排気ガス調べ 
（燃料電池車は全くきれい、ディーゼル車は結

構汚れている･･･） 

・ 空気を汚さないくらしの実践計画を立て

る。 
・ どんなことができるか、意見交換をする。 
（電気：使わない部屋の電気を消灯、テレビの

時間を 30 分減らす、パソコンを 30 分減らす・・・

ガス：風呂は連続して入る、洗顔は水にする・・・

水道：シャワーを使う時間を 10 分減らす、洗顔

は水をためてする・・・ 
クルマ：塾へは自転車で行く、お父さんのマイ

カー通勤を 1 週間に 1 回だけ電車にしてもら

う・・・） 
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学習課程 児童たちの取り組み状況と反応 教師による指導･支援 

実践 

・ 実践計画に基

づいた１週間

の実践 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・ 保護者への協力を要

請する。 
 

実践の評価 

・ 実践結果のま

とめ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・ 準備：計算機、CO2

排出原単位（あらかじ

め子供たちの計画を

見て準備する：参考資

料） 
・ パソコンの EXCEL

シートを用意すると

合理的。 
・ わかりやすい指標に

換算する（樹木）。 
・ 実践の困難さに比し

て、達成する喜びが大

きいことを実感させ

る。 
・ 家族への波及を確認

する。 
・ クルマの使い方の工

夫は、他の実践と比べ

ると非常に大きく、合

理的であることを認

識させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・家庭で 1 週間実践する。 

・ CO2 排出量の計算 
・ 実践の感想を記録する。 
（しんどかった、毎日実践するのはつらい、家

族は最初は何もしなかったけど最後は一緒にや

ってくれた、お母さんが買物に車で行く回数を

1 週間に 2 回にした・・・） 
・クラス全員の CO2 排出量削減を足すとめちゃ

めちゃ大きくなるんだ。 
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学習課程 児童たちの取り組み状況と反応 教師による指導･支援 

発表会 

映画発表：環境ア

カデミー賞 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 記録映画制作の支援

を行う。 
・ 環境を改善するため

に必要な生活習慣を

継続するためにはど

うすればよいかを問

いかける。 
・ 今後の環境や公共の

問題への取り組みに

必要なものは何かを

問いかける。 
・ 発表会の準備を支援

する。 
・ 保護者参観をかねる

と良い。 
 

 
（３）学習の評価 

鶴山台北小学校では、5 年生の総合的な学習の時間における「環境｣を児童が自主的に調べ、考

え、そして行動に移すという学習の中で、「身近な環境」の中でも空気という目に見えにくく実感

しにくい環境に着目して、ふだんのくらしのなかで環境を守り改善していくための習慣形成の一

助にしようという目的を設定しました。 

教材と進め方については既に数校での実績がありましたが、地域や児童の特性を踏まえて、教

師、府、市、学識経験者が、準備段階、実施段階で何度も打合せをしながら、学校・学年の実情

に応じたカリキュラムと教材の準備を進めました。なお、児童が使用するワークシートなどの教

材は、行政団体が提供する資料を参考にしつつ、学年の担任教師が作成しました。 

このため、学習の成果として期待する以下のような目標に対しては、概ね達成できたものと考

えられます。 

① 学習の基本的目標 

・ ｢クルマ大集合｣で実物に触れ、課題発見学習で地域に密着した調査をすることによって、

学習への意欲を増進することができた。 

・ 学習の成果を発表しあって意見効果をす

る。 
・ これからのくらしへの提言を行う。 
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・ 意見交換、発表会と映画制作を通して、思考力、コミュニケーション能力、表現力など

の生きる力を養成することができた。 
② 総合的な学習における目標 

・ 課題を発見し、自ら考え、主体的に行動するといった総合的な学習における目標に対し

ては、多くの点で肯定的評価ができる。 
③ 教科学習との連携 

・ 計画時点から社会科の教科学習との連携を検討して準備を行ったため、教科学習および

総合的な学習のそれぞれで相乗的に生かすことができた。 
④ テーマに即した目標 

・ 具体的で身近な環境の問題であり、実際に一人ひとりが考えた計画を実践して評価する

ことによって、社会的、公共的な問題に主体的・自主的に取り組む姿勢を要請することが

でき、さらに普段の生活や行動への反映も見られるようになった。 
なかでも、「私と家族の CO2 削減」実践に際しては、図 2.5 に示すように自主的に多様な工夫を

計画して実践に移すところとなり、知識と行動を結びつけるとともに、家族での実践をするなど、

大きな成果を得ることができました。さらに、一人ひとりの行動を学年全体で積み重ねることに

よって、学校の校庭に匹敵するほどの森林を再生したことと同程度の CO2 排出量の削減となった

ことの驚きと、地球環境への貢献の喜びを醸成することもできました。 
 

（４）まとめと今後の取り組みに向けて 

まず、「交通・環境学習」の実施は、総合的な学習のめざすものとともに教材の目的といった面

でも、子どもたちの学習に有用であることを再確認しました。また、学校側としても、「交通と環

境」といった分野の学習が体系化されておらず、情報も少ない中で、この問題を身近で子ども達

にとっても取り組むに値する学習であることを確認していただき、具体的に取り組む機会となっ

たことも大きな成果であるといえます。 
そのうえで、児童にとってより望ましい学習を実施するために、校長、学年の担当教師、府・

市をはじめとする行政団体、そして学識経験者が、それぞれの役割を分担して情報交換し、協議

を重ねながら学習を進めることができました。これは、今後の授業の継続と取り組みの促進に大

きな期待が持てるものでした。事実、鶴山台北小学校では、2004 年に始めて実施した｢交通・環境

学習｣を 2006 年まで継続実施されていることは、大いに評価されるべきであると思われます。 
しかし、この取り組みに際しては、担当する教師の皆様方の献身的な努力の上に立っているこ

とを忘れてはなりません。学級担任の教師の方々の仕事は、定時に終わることはまれであり、児

童が帰宅した後に一人ひとりの生活指導や学習指導の検討、教材作成などの業務が山積しており、

新たな授業に取り組むことは大きな負担であることは容易に推察されます。本授業に際しても、

支援する行政団体などの担当者との打合せは、夕方から夜遅くまで、何度も重ねることとなりま

した。経験を積み重ねることによって負荷は減少するであろうとは思われますが、教師の皆様方

の負担軽減という課題への対応が必要であると考えます。 
最後に、学校教育の主体は小学校であり、教師の皆様です。この取り組みでは、学校と支援す

る関係者の役割分担を事前に確認して、連携しながら進めました。支援者は、「交通と環境｣の専

門家ではありますが、教育者ではありません。教師は、教育の専門家ですが、必ずしも「交通と

環境」の専門家ではない場合が多いです。児童の成長と幸せのために、互いの役割を尊重し、補

完しあいながら取り組みを進めることを忘れてはならないことを記し、今後の取り組みの拡充と

継続、そしてよりよい教材への改良を期待します。 
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近いところはクルマを使わない

クルマに乗る回数を減らす

アイドリングをしない

バスを使う

クルマに乗る時間を減らす

急発進、急ブレーキをかけない

みんなで乗りあう

クルマで外出しない

人のいない部屋をこまめに消灯する

テレビを見ないときは消す

ゲームをしない

照明をつけっぱなしにしない

冷蔵庫の開け閉めを減らす

使わない電気製品のコンセントを抜く

エアコンをつけっぱなしにしない

エアコンの温度を低くする

3連の蛍光灯を一つ消す

パソコンを使う時間を減らす

電気コタツの温度調整をする

電気コタツの使用時間を減らす

電動鉛筆削りを使わない

ホットカーペットの温度を下げる

エレベータを使わない

洗濯物をまとめ洗いする

ホットカーペットの使用時間を減らす

水を出しっぱなしにしない

入浴は間隔をあけずに

風呂の残り湯を洗濯に使う

シャワーの時間を減らす

炎がなべ底からはみ出ないようにする

入浴時間を減らす

紙の無駄遣いをしない

チラシの裏を使う

焼却炉を使わない

(人)

クルマの使い方

の工夫

電気の節約

水道の節約

その他

n=112(複数回答あり)
 

図 2.1 「私と家族の CO2 削減」の実践項目 
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2.2 教科学習と連携した課題発見+実践学習 

（豊中市立東泉丘小学校 6 年の取り組み例、2003 年） 

（１）背景と経緯 

豊中市立東泉丘小学校における「交通・環境学習」の取り組みは、上記 2.1 の和泉市での取り組

み開始を受けて、交通と環境の問題を題材とした小学校高学年用の学習の教材やカリキュラムを

拡充するとともに、取り組みを推進するためのしくみを検討することも一つのねらいとして、2003

年に豊中市として初めて実施した事例です。 

もちろん、学習の目的は、地球環境問題をはじめとする環境の問題について、次代を担う子ど

も達に現状を伝え、クルマをはじめとする産業活動と日常のくらしのなかで、問題解決に向けて、

考え、行動することを学んでほしいというところにあり、前記のねらいとあわせて、国土交通省

総合政策局交通計画課の支援をいただき、国土交通省近畿運輸局企画振興部、大阪府、豊中市、

学識経験者で構成する委員会を設立して取り組みを進めました。 

 

（２）学習の内容 

 1)取り組み概要 

豊中市立東泉丘小学校 6 年では、表 2.3 に示すように、理科の学習課程における「燃焼」による

CO2 の発生や光合成などを踏まえた空気の特性に関する学習から展開して、私たちがふだん気に

留めない“空気”について興味を持つ環境を醸成し、課題発見型教材である「私たちの校区の空

気を調べよう」と実践型の「かしこいクルマの使い方を考える」、および「家庭の電気、ガスの使

い方を工夫しよう」で構成することとしました。また、実践学習との間には、出前講座：「クルマ

大集合」および「公共交通の話」を実施して、実践への取り組み動機を高めることとしました。 

なお、教科学習の年間スケジュールや学校の実情に応じた教材への改良やカリキュラム構成な

どの具体的な準備などのために、担当教師、行政担当者、学識経験者等でワーキングを構成して

取り組みを進めました。ここでは、理科の教科学習の中で取り組むこととしたため、児童がそれ

までに学んだ燃焼や光合成などの知識を踏まえ、身近な生活の中で、しかも”なぜ“といった興

味を活性化するための問いかけを工夫するなど、導入部については特に注意を払いました(カリキ

ュラムは表 2.4)。 

 

表 2.3 豊中市立東泉丘小学校の取り組み概要 

小学校 豊中市立東泉丘小学校 
学年 6 年 クラス数 3 クラス 児童数 102 人 
テーマ・教材 ・ 校区内の空気を調べよう 

・ 出前講座「クルマ大集合」、「公共交通の話」 
・ かしこいクルマの使い方を考える。 
・ 家庭の電気、ガスの使い方を工夫しよう。 

教科 理科 授業担当 学年理科担任 
実施期間 平成 15 年 11 月～平成 15 年 12 月(1 ヶ月) 授業数 13 コマ 
取り組みの目

標 
・ 理科教科学習課程のなかで身近な実体験を経験する。 
・ 家庭、地域との連携の中で学習を進める。 
・ 自らの実践行動が自分にとっても有用であり、社会にとっても貢献できる

という喜びを実感する。 

第 2 章 学習の実践事例 
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表 2.4 豊中市立東泉丘小学校の取り組みの構成 

校時 児童の学習活動 教師による指導・支援 

- 
理科：「物の燃え方と空気」、「植物の

からだと日光（光合成）」の学習 
・ 物を燃やすと CO2 が発生する・・・ 
・ 植物の光合成で CO2 と酸素が交換される。 

1 ○ 私たちの校区の空気はきれいなの

でしょうか？ 

・ 自分自身の問題として興味を持つよう、質問

を投げかける。 
2 ○ 校区内の空気を調べよう 

 
・ 調査地点の設定：どこがきれいで、どこが汚

れている？ 
3 ○校区内の空気調査の実施 ・ 調査方法の確認。 

4 ○調査結果のまとめ 
 

・ 交通量と空気の汚れの関係を理解させる。 
・ 人と環境にやさしいクルマの必要性を理解さ

せる。 
5 ○ 空気をきれいにするためにはどうす

ればよいかを考え、議論する。 

・ どうすれば CO2 排出を削減することができ

るか？ 
6 ○ CO2 を減らすためには？ 

 
・環境にやさしい生活様式の事例を支援。 
・ 家族と一緒に実践できることも示唆。 
・ 実践項目と目標を立てさせる。 

7 ○ 私の実践計画発表 ・ 実践計画を発表させる。 

8,9 ■出前講座：クルマ大集合  

10 ■出前講座：公共交通の話  

11 ○ 実践結果のまとめ 

 
・ 実践結果 WS の計算を支援する。 
・ クルマ利用削減効果が他の実践に比べて非常

に合理的であることを認識させる。 
・ わかりやすい指標への換算（樹木）。 
・ みんなで実践すると、大きな成果になること

を理解させる。 
・ 実践によって達成した喜びを醸成。 

12,13 ○ 発表会 ・ 環境を改善するための生活習慣を継続するた

めにはどうすればよいか？ 
・ 今後の環境や公共の問題への取り組みに必要

なものは何か？ 
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2)学習の実際 

学習課程 児童たちの取り組み状況と反応 教師による指導･支援 
動機の活性化 

・ 私たちのまちも

大気が汚染され

ている？ 

 

 
 
 
 

・ みんなが生活する校区

内でも大気汚染の影響

があるのでしょうか？

・ パネル：NOx 発生源別

排出量の割合、CO2 部

門別排出量の割合 
 
・ 意見が分かれるところ

から意見交換して、調

べることの必要性、何

を調べればよいかなど

をつくりあげていく事

が大切。 
 
 
 
 

大気環境悪化の現状を確認する。 
・ とけた銅像、雪のない山 etc. 
↓ 
CO2、NOx はどこからたくさん出てい

るのでしょうか？ 

問いかけ：「東泉丘小学校区では、酸性

雨が降っているでしょうか？」 
 降る：0.6／0.4：降らない 

保護者との連携を図る通信紙 

何を調べれば校区内の大気汚染の状況

がわかるだろうか？意見が食い違って

いることに着目して調べてみよう。 
↓ 
NOx、CO2、酸性雨 
植物や花の観察、交通量 etc 

第 2 章 学習の実践事例 
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学習課程 児童たちの取り組み状況と反応 教師による指導･支援 

問題への対応 

・ 校区内の大気汚

染状況調査計画

策定 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 調査準備：校区内地図

・ 調査方法は示唆する。

・ グループ毎の調査を提

案し、調査計画を整理

してグループ毎の分担

を設定する。 
・ 結果の予想を要請：空

気のきれいなところ汚

れているところ、事故

の多いところ少ないと

ころなど 
 
 

問題の追及 

・ 校区内の空気を

調査 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 調査用備品、消耗品、

校外引率体制など 
・ 保護者に校外調査時

の引率協力を要請す

る。 
・ NOx、CO2 の試薬に

よる計測を支援する。

・ 調査時には、予測との

整合性を問いかける。

なぜ？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 調査地点と項目をグループで分担して、調

査計画に基づいて計測する。 
（交通量、NOx、CO2、空気のにおいや色） 
・ 調査結果を地図上にプロットする。 
（NOx、CO2 は、試薬入りビンを学校に持ち帰

って計測） 

・ 何を調べるか？ 
・ どうやって調べるか？ 
・ どこを調べるか？ 
・ 誰が何を調べるか？ 

結果の予測 

クルマの多いところは空気が汚

れている。 
公園、校庭は空気がきれい。 
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学習課程 児童たちの取り組み状況と反応 教師による指導･支援 

結果の整理と考察 

・ 調査結果のま

とめと意見交

換。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 交通量と空気の汚れ、

渋滞の関係、事故原因

の考え方を理解させ

る。 
・ 人と環境にやさしい

クルマ社会の必要性

を理解させる。 
 
 
 
 

対策の検討と実践

計画 

・ 地球温暖化や酸

性雨を防ぐ方法

は？ 
・ 環境にやさしい

くらしの計画 
・ 実践計画発表会 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※．出前講座実施週間に家庭で実践 

 
 
 
 
 

・ 地球温暖化や酸性雨の

原因物質の増加と自分

たちのくらしとの関係

について考えさせる。

・ グループに分かれて、

どんなことができるか

意見交換をする。 
・ 家族に協力してもらう

ために、手紙を書く。

（理科通信も活用） 
・ 実践計画に対する CO2

排出量削減原単位を準

備しておく。 
 
 

・ 交通量の多いところは・・・空気の汚れがひ

どい、においや色は？ 
・ 交通量の少ないところでも・・・ 
・ 予想（仮説）とあっていたところ、違ってい

たところ。なぜ？ 

・ 空気を汚さないくらしの実践計画を立てる。

・ どんなことができるか、意見交換をする。 
↓ 

「私と家族の CO2削減計画」 
CO2 を減らす生活様式を考えて、ワークシート

に各自の削減計画を書き込む。 
 ↓ 
・実践計画を発表しあう。 

・ 家庭の CO2 排出量の用途別割合から、どの分

野の量が多く、どの分野が増加しているかをつ

かむ。 
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学習課程 児童たちの取り組み状況と反応 教師による指導･支援 

■ 出前講座 

・クルマ大集合 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 出前講座の依頼（行政

団体） 
・ NOx、CO2、PM の計

測方法を指導。 
・ いろんな車の排気ガス

を調べて、これからの

クルマとのかかわりを

問題提起する。 
 
 
 
 

■ 出前講座 

・公共交通の話 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

・ エコカーの見学、試乗 
・ いろんなクルマの排気ガス調べ 

・ 電車、バスとまちづくりの話 
     大阪大学大学院 松村助教授 
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学習課程 児童たちの取り組み状況と反応 教師による指導･支援 

実践結果のまとめ

と評価 

・ 実践結果のまと

め 
・ グループで、実

践の結果を話し

合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 準備：計算機、CO2

排出原単位 
・ わかりやすい指標に

換算する（樹木）。 
・ 実践の困難さに比し

て、達成する喜びが大

きいことを実感させ

る。 
・ 家族への波及を確認

する。 
・ クルマの使い方の工

夫は、他の実践と比べ

ると非常に大きく、合

理的であることを認

識させる。 
 

まとめと発表会 

｢提案しよう！環

境を良くする取り

組み｣：未来の東泉

丘小学校(絵) 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 環境を改善するために

必要な生活習慣を継続

するためにはどうすれ

ばよいかを問いかけ

る。 
・ 今後の環境や公共の問

題への取り組みに必要

なものは何かを問いか

ける。 
・ 発表会の準備を支援す

る。 
 

 

・ CO2 排出量の計算。 
・ サクラの木への換算。 
・ 実践の感想、気がついたことを記録する。 

・ 学習の成果を発表しあって意見効果をす

る。 
・ これからのくらしへの提言を行う。 

・ クラスのみんなで実践すると、効果が大き

いことを確認する。 
・ 実践継続の困難さ、楽しさ、家族でいっし

ょに取り組むことのうれしさ、社会貢献の

喜びを共有する。 
（しんどかった、毎日実践するのはつらい、家

族は最初は何もしなかったけど最後は一緒にや

ってくれた、お母さんが買物に車で行く回数を

1 週間に 2 回にした・・・） 

第 2 章 学習の実践事例 
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（３）学習の評価 

東泉丘小学校では、6 年生の理科の教科学習における｢燃焼｣、「光合成｣などの空気や二酸化炭素

に関連する学習と連携して、私たちの地域にあてはめて実際に空気の汚染状況を調査することに

より課題を発見し、自分たちが生きる地域でも大気汚染が進展していることを確認して、改善す

るための実践学習を行いました。 

学習の終了後に行った児童へのアンケート調査結果からは(図 2.2)、まず「授業が楽しかった

か？」という設問に対して「とてもそう思う｣および「まあそう思う」をあわせるとほぼ 100％に

達したことからすると、大いに評価してよいと思われます。 

また、「考えを深めることができた」ことに対して肯定的な回答が大半を占めたことから、教科

学習との連携、実社会の現象や実践を伴ったこと、出前講座などが、児童の学習に大きな刺激を

与えたのではないかと思われます。 

なかでも、「私と家族の CO2 削減計画」の実践に際しては、自主的に多様な工夫を計画するとと

もに、計画を発表しあうことによって、行動に移す態度を活性化し、家族での実践をするなど、

大きな成果を得ることができました。 

さらに、保護者の皆様にも理解、応援していただくために、「理科通信」を発行することによっ

て、空気調べの際の校外引率協力、「クルマ大集合」への参加、そして「私と家族の CO2 削減計画｣

の実践でもいっしょに取り組みをしていただいて、その反応が子どもたちの口から次々と発せら

れたことは特筆すべきことであると思われます。 

35 40 16 8 1

55 33 8 50

25 46 25 40

44 51 330

65 31 101

0% 20% 40% 60% 80% 100%

もっと調べてみたくなりましたか

考えを深めることができましたか

進んで学習に参加しましたか

内容はよく理解できましたか

授業は楽しかったですか

とてもそう思う まあそう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない

n=80

 
図 2.2 子どもたちの授業に対する感想 

 
（４）今後の取り組みに向けて 

本事例の実施に伴ういくつかの課題への対応や実施に係るノウハウを周知、継承するために、

プログラムの多様な取り組みの蓄積、プログラムの活用・普及に向けた取り組みという視点で課

題を以下に示します。 

 

①プログラムの多様な取り組みの蓄積 

・ プログラムの導入に際しては、関連する教科学習との整合性確保、総合的な学習の時間

におけるねらいと計画的実施の調整など、学校における教科学習の全体計画や年間計画の

中で位置づける必要があります。とくに、導入部については、子どもたちが興味を持って

取り組めるような配慮が必要です。 
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・ 総合的な学習の時間への導入に際しては、子どもの自主性を尊重することを基本とすれ

ば、あらかじめガイドライン的にカリキュラムや教材を準備するのはそぐわないという意

見もあります。一方で、子どもたちの自主性を尊重するあまりに、授業の計画性や目標に

対して問題が発生する場合があります。したがって、目標やねらいを明確にした上で子ど

もたちとのコミュニケーションを通してプログラムを進める工夫をするなどの配慮が必

要であると考えられます。 
・ 家庭や地域といっしょに学んだり、支援をいただいたりする際には、充分なコミュニケ

ーションが必要です。コミュニケーションの接点が子どもたちだけでは負担が大きくなる

場合がありますし、充分な支援をいただけない場合も発生します。説明会の開催やプログ

ラム通信の発行など、充分なコミュニケーションを図る工夫が必要であると思われます。 
・ プログラムのねらいはおおむね達成されることがわかったので、更に実践校を拡大して、

理科、社会科などの教科学習での取り組みや、いくつかのテーマに基づいた総合的な学習

への導入など、多様な取り組みを行い、本プログラムを活用していくための実施に係るノ

ウハウなどの蓄積を行う必要があると考えられます。 
②広く活用していただくためのしくみの構築 

・ 広く活用していただくためには、各行政団体、教育委員会および学校に知っていただく

ための努力を行わなければなりません。このために、行政団体と教育委員会が連携して、

小学校の現場に対して利用していただけるしくみを構築し、教材提供や授業実施のための

支援を行う必要があります。 
・ たとえば、知っていただくためのパンフレットの作成、パイロットプロジェクト成果の

アナウンス資料を作成し、市町村担当者への説明会、小学校校長会などを活用した案内を

することが望ましいと思われます。ただし、パンフレットや教材および要領などを作成し

て配布するだけでは、必ずしも活用されるとは限りません。実質的に活用を広げていくた

めには、公開授業、教育実践報告会および教育研究会などの教育現場での事例報告などを

積極的に実践する必要があると思われます。 
 

第 2 章 学習の実践事例 
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2.3 教科学習と連携した実践学習の中で出前講座を活用する実践事例 

（岸和田市立中央小学校 5 年の取り組み例、2005 年） 

（１）背景と経緯 

大阪府都市整備部交通道路室では、2002 年から始まった小学校高学年における｢交通・環境学習｣

の取り組みを進めるために、各土木事務所を介して市町村に対して取り組みをお知らせし、参加

の要請を行ってきました。 

岸和田市立中央小学校では、総合的な学習のテーマとして環境への取り組みを推進しており、

校長をはじめ 5 年生の担任教師の皆様方が実施を決定され、大阪府、岸和田市が共同して取り組

みを行うこととなりました。 

 

（２）学習の内容 

 1)取り組み概要 

岸和田市立中央小学校では、これまでに大阪府で実施してきた｢交通・環境学習｣の教材および

実施事例を参考にしながら、当該学年の学習年間計画と地域や学年の特性を踏まえて、学年担当

教師の皆様方と関係団体が相談しながら表 2.5 のような学校の実情に即した実施を計画しました。 

学習の構成は、社会科の教科学習の中で位置付けることとし、日本の産業のうち自動車産業を

学ぶことで、クルマのある社会とくらしに着目し、その長所と短所を考え、クルマの利用状況を

調べることで、環境への影響を削減するための実践をすることとしました。さらに、「クルマ大集

合」で本物のいろんなクルマに接する機会を設けることとしました。 

なお、子どもたちが取り組むワークシートなどの教材は、行政団体が事例を提供したうえで、

当該学年の教師が作成し、授業実施も学級担任が主体的に行うため、児童の実情にあった学習内

容になっています(カリキュラムは表 2.6)。 

 

表 2.5 岸和田市立中央小学校の取り組み概要 

小学校 岸和田市立中央小学校 
学年 5 年 クラス数 2 クラス 児童数 46 人 
テーマ・教材 ・ かしこいクルマの使い方を考える 

・ 出前講座「クルマ大集合」 
教科 社会科(産業：クルマのある社会とくらし) 授業担当 学級担任 2 人 
実施期間 平成 17 年 10 月～平成 17 年 11 月(1 ヶ月) 授業数 7 コマ 
取り組みの目

標 
・ 社会科学習課程の「工業」におけるクルマのある社会とくらし学習を踏まえて、

交通と環境への取り組み動機を活性化する。 
・ 実際のクルマの利用状況を調べる。 
・ 「クルマ大集合｣で、いろんなクルマに実際に触れて、環境への影響やエコカ

ーなどの将来の展望を実感する。 
・ 環境への影響を削減するクルマの使い方を考え、家族といっしょに実践し、行

動することの喜びを醸成する。 
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表 2.6 岸和田市立中央小学校の取り組みの構成 

校時 児童の学習活動 教師による指導・支援 

- 
社会科：「私たちの生活と産業」、「自

動車産業」の学習 
・ 豊かなくらしを支える産業・・・ 
・ 便利で快適なくらしに不可欠なクルマ・・・

1 ○ クルマのある生活、長所と短所。 ・ 長所と短所を併記して評価させる。 

2 家庭学習：週間行動調査（第１回） ・ 家庭通信で家族の協力を依頼 

3 ○ 今のクルマのあるくらし 

 
・ CO2 排出量の計算を支援。 
・ 比較の視点を示唆。 

4,5 ■出前講座：クルマ大集合  

6 ○ かしこいクルマの使い方：実践計画

策定 

 

・ かしこいクルマの使い方には、どんな方法が

考えられるでしょうか？ 
・ 家族と一緒に実践できることも示唆。 
・ 実践項目と目標を立てさせる。 

7 家庭学習：週間行動調査（第 2 回） ・ 家庭通信で家族の協力を依頼 

8 ○ 実践結果のまとめ 

 
 

・ 実践結果 WS の計算を支援する。その場で全

員の実践結果を集計する。 
・ わかりやすい指標への換算（サクラの木）。 
・ みんなで実践すると、大きな成果になること

を理解させる。 
・ 達成した喜びを醸成。 

9 ○ 発表会 

 
・ 環境を改善するための生活習慣を継続するた

めにはどうすればよいか？ 
・ 今後の環境や公共の問題への取り組みに必要

なものは何か 
 
 

 

第 2 章 学習の実践事例 



 

 - 118 -

 

2)学習の実際 

学習課程 児童たちの取り組み状況と反応 教師による指導･支援 
問題意識 

・ クルマのある社

会とくらしを考

える 

 
 
 
 
 
 
 
 
※．家庭のクルマ利用状況調査(1 週間) 

  
 

・ 産業界は、人と環境に

やさしいクルマの生産

をめざしています。 
・ 短期的、個人的な良い

ところがある代わり

に、長期的、社会的に

は問題もあることを助

言する。 
・ どれくらい利用して、

どんな影響があるかを

実際に調べてみること

を提案する。 
・ 調査準備：WS、週間

行動記入表 
 

クルマ利用の現状

評価 

・ クルマの利用状

況調査結果の整

理と評価 
 
 

 
 
 
 
 
 

・ 調 査 結 果 の 集 計 準

備：手段別 CO2 排出

量原単位、計算方法を

教える。 
・ 評価のために、樹木へ

の換算を提案する。 
・ いろんなクルマがあ

ること、どの程度の影

響かを実際に確認す

ること、産業界の環境

改善への取り組みを

知るために｢クルマ大

集合｣を提案する。 
 

・ クルマのある社会とくらしの長所、短所を考

えましょう。 
↓ 
便利で快適・・・長所も多い。 
渋滞、事故、環境等社会的、長期的な問題 

・家庭でのクルマの利用状況を調べよう。 

・ クルマの利用状況調査結果を集計します。 
↓ 
CO2 排出量、樹木への換算 



 

 - 119 -

 
学習課程 児童たちの取り組み状況と反応 教師による指導･支援 

■ 出前講座 

・クルマ大集合 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ NOx、CO2、PM の計

測方法を指導。 
・ いろんな車の排気ガ

スを調べて、これから

のクルマとのかかわ

りを問題提起する。 
 
 
 
 

クルマの環境への

影響は？ 

・ クルマの環境へ

の影響を整理し

よう。 

 

実践計画 

・ 環境にやさしい

クルマの使い方

の実践計画 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※．第 2 回家庭のクルマ利用状況調査(1 週間) 

 
 
 

・ かしこいクルマの使

い方の例を考えるに

際しては、例を示唆す

る。 
・ クルマにかかわる実

践は、家族への協力依

頼を提案する。 
・ 家族と一緒に実践す

ることで継続性が確

保されることを示唆

する。 
・ 実践項目とともに、目

標を立てる重要性を

訴える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ エコカーの見学、試乗 
・ いろんなクルマの排気ガス調べ 
（燃料電池車は全くきれい、ディーゼル車は結

構汚れている･･･） 

・ ｢かしこいクルマの使い方を考える｣実践計画

を立案します。 
↓ 
計画と目標を発表しあいます。 

・ クルマの環境への影響を整理しよう。 
↓ 

ワークシートに整理して、発表します。 
・ CO2 や NOx を減らすためには、どうすれば

よいでしょうか？ 
↓ 

 現況のクルマの利用状況も見ながら考えまし

ょう。 

第 2 章 学習の実践事例 
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学習課程 児童たちの取り組み状況と反応 教師による指導･支援 

実践結果の集計整

理 

・ 実践計画に基づ

いた１週間の実

践 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・ 準備：計算機、CO2

排出原単位。 
・ パソコンの EXCEL

シートを用意する。 
・ わかりやすい指標に

換算する（樹木）。 
・ 実践の困難さに比し

て、達成する喜びが大

きいことを実感させ

る。 
・ 家族への波及を確認

する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発表会 

壁新聞制作 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 環境を改善するため

に必要な生活習慣を

継続するためにはど

うすればよいかを問

いかける。 
・ 今後の環境や公共の

問題への取り組みに

必要なものは何かを

問いかける。 
・ 発表会、壁新聞制作の

準備を支援する。 
 

・ CO2 排出量の計算 
・ 実践の感想を記録する。 
 ↓ 
 第 1 回/第 2 回の比較シートをその場で出力し

て提示する。 
 サクラの木に換算して、取り組みの効果が目

に見えるようにする。 
 クラス全員を合計すると大きな削減になるこ

とを確認する。 

・ 学習の成果を発表しあって意見効果をする。

・ これからのくらしへの提言を行う。 
 ↓ 
 壁新聞を制作して全校に知らせる。 

 



 

 - 121 -

 

（３）学習の評価 

岸和田市立中央小学校では、全校的に｢環境｣をテーマとした学習に取り組んでおり、大阪府か

らの情報提供に基づいて 5 年生の教師の皆様方と行政担当者が、学習の計画、カリキュラム構成、

教材制作、準備、そして学習の実施を進めました。 

年間学習計画の中で、教科学習と連携することで児童の理解を深め、学ぶことと行動すること

を関連付けられるとのねらいから、「交通・環境学習」を社会科の教科課程の中で位置付ける事と

し、1 ヶ月を超えない範囲というスケジュールから、「かしこいクルマの使い方を考える」教材に

取り組むことにして「クルマ大集合」を同時に実施することとしました。 

教材と進め方については既に数校での実績がありましたが、児童が使用するワークシートなど

の教材は、行政団体が提供する資料を参考にしつつ学年の担任教師が作成するとともに、授業を

効率的に進めるためのパソコンシート作成などは、コンサルタントが支援しました。 

学習の成果として期待する以下のような目標に対しては、概ね達成できたものと考えられます。 
 
①学習の基本的目標 

・ ｢クルマ大集合｣で実物に触れることで、学習への意欲を増進するとともに、産業とくら

し、そして環境が密接に関連し、しかも個人にとって快適なくらしを追求することが、逆

に生存を脅かすような影響を与えるというジレンマに直面して、それにどう対応すればよ

いかといった実践的な学習をすることができた。 
・ 意見交換、発表会と壁新聞制作を通して、思考力、コミュニケーション能力、表現力な

どの生きる力を養成することができた。 
②教科学習との連携 

・ 計画時点から社会科の教科学習との連携を検討して準備を行ったため、教科学習での学

びをより深めることができ、さらに学ぶことから行動に移すことができた。 
③関係者間の連携 

・ 学校と行政団体との連携は、行政団体に取り組み経験がある程度蓄積されて体系化され

ていたため、それぞれのやるべきことを分担して円滑に進めることができた。 
・ 教材の性格上、家族との連携が不可欠であるが、家庭通信、「クルマ大集合」への参加な

どにより、十分ではないものの協力を得ることができた。なお、家族の皆様にとっても大

きな問題提起となり、子どもたちとともに学び実践することで、クルマ社会への対応につ

いて大いに啓発されたといった声が聞かれたことは特筆される。 
 

（４）今後の取り組みに向けて 

岸和田市立中央小学校での取り組みは、年間学習計画の中でそれほど大きな比重を占めない範

囲で｢交通・環境学習｣に取り組むといった試みでもありました。この意図からは、教科学習の中

で十分取り組みが実施できることを確認したという意味で、今後の取り組みの推進に期待されま

す。やはり、学習指導要領に示される学習の目標を達成したうえで、さらにこのような学習を導

入することには、学校現場の強い抵抗感があることは否めませんので、意義のある取り組みであ

ったといえます。 

ただし、教師の皆様方には、日常の学習指導、生活指導に加えて本学習の準備に当たられてお

り、この情熱と努力のうえで成立するということに対しては敬意を表さなければなりません。そ

の意味では、府、市をはじめとした支援の体制や仕組みを地域で確立していくことが課題として

指摘されます。 
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2.4 地域の特徴を活かした交通環境学習実践事例 

（豊中市立桜井谷小学校 4 年の取り組み例、2005 年） 

（１）はじめに 

地球温暖化問題は、国際的に解決するべき深刻な問題として、特に先進国に有効な対策が求め

られています。地球温暖化の主要因である自動車から排出される二酸化炭素の削減が大きな課題

としてクローズアップされていますが、本質的な課題は、現代社会の自動車利用のあり方が問わ

れていると思われます。自動車利用の増加によって、交通渋滞を発生させ、経済活動の阻害、沿

道環境の悪化などをもたらしていることから、バイパス道路建設等のハード整備だけではなく、

ノーマイカーデーに代表されるように、利用そのものを見直して自動車の利用回数を減らすよう

なソフト施策もあわせて取り組むことが進められています。 
豊中市における交通環境学習の取り組みは、自動車利用の増加に伴う地域環境問題について次

世代を担う市民である子どもたちに状況を伝え、問題解決のための行動を考えてもらうソフト的

なアプローチのひとつとして始まりました。平成 15 年 9 月 24 日に豊中市環境政策課（当時）、

大阪府土木部交通道路室（当時）及び国土交通省近畿運輸局の３者の呼びかけによって「TDM・

環境総合学習プログラム検討委員会」が小学校長、学識経験者、関係機関の職員を委員に迎えて

設立されました。 
この委員会によって交通環境学習の原型が形作られた内容は、現在も引き継いでいます。しか

しながら、平成 17 年度以降は、当初目的と比べ、平成 17 年（2005 年）2 月の京都議定書発効に

伴い TDM 施策等も包含する地球温暖化防止施策のアプローチに目的がシフトしてきています。 
そのような短い期間ながら目的を温暖化防止にシフトしながらも、上記委員会設立以後の平成

15 年度から平成 17 年度の 3 年間、市内の３小学校とともに総合的な学習の時間や理科の時間にて、

低公害車を用いた「クルマ大集合」を中心とした交通環境学習の授業を行ってきました。 
平成 17 年度においては、桜井谷小学校から市環境政策室に相談が寄せられたことをきっかけと

して、学識経験者も交えて学習プログラムを検討してきました。実物体験型教材として「クルマ

大集合」を市が調整を行い提供してきましたが、子どもの教材そのものは学級担任により作成さ

れたことから、学校の教育実情にあった学習内容となりました。 
本市の交通環境学習については、「地域との協力」と「地域独自のテーマ」を大切しながら豊中

の特徴を活かした交通環境学習プログラムを学校関係者と関係機関そして交通事業者と連携して

作成しています。 
また、交通環境学習を実施するにあたっての理念は、 
１）子どもに本物の体験を 
２）子どもに感動を 
３）子どもに未来の夢を 
４）学校教育の一助に 
５）教育現場の基本に従う 
の５つとしています。 
この理念に基づき、平成 17 年度に実施した桜井谷小学校での交通環境学習の概要を事例として

報告します。 
 

（２）学校教育における交通・環境学習の考え方 

学校教育の場で交通環境学習を行うことから、環境問題の解決策を子どもに一方的に押し付け 
ることを目的とするのではなく、あくまでも学校教育の一環として実施しています。 
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このように、交通環境学習は環境問題解決のための答えを一方的な情報提供として伝えるので

はなく、日常の学校教育における各教科学習へつながることに気づくことを大きな目的とし、各

教科が環境問題を考える基礎になることを理解してもらうことであると考えています。したがっ

て、交通環境学習の実施後の交通行動変容の転換率であるとか、持続効果などは直接的に求めて

いません。 
子どもにとって、身近な公共交通などを学びながら地球環境問題の解決を考えることは、身近

なバスや電車などが温暖化防止に果たす役割に驚き、よりいっそう興味を持つことと思われます。 
このような、学校教育における交通環境学習の必然性に対して、公共経済学者の奥野信宏氏は

著書の「公共の役割とは何か」の中で、“子どもの頃から、公共交通と自家用車の使い分けについ

て環境の視点で教育を行うことはあまり盛んではないと思うが、早急に取り組まなければならな

い課題である”と述べています。この指摘は、時代や社会が交通環境学習を必要としていること

を示唆しているのではないかと考えます。 
 

（３）平成１７年度の学習実施状況 

1)学習指導要領との関係 

桜井谷小学校では、4 年生の 1 学期から地域の環境調査を実施していましたが、子どもの気づき

や疑問である中央環状線周辺の空気の汚れなどの原因について、引き続き 2 学期においても学習

することから、市環境政策室との学習内容の相談を経て、「クルマ大集合」を中心とした学習プロ

グラムを実施することとなりました。学習計画との位置づけとしては、4 年生の「人権・総合的な

学習カリキュラム」のテーマである「みんなで考えよう桜井谷の未来を」の授業の一環として実

施しました。一学期に学年独自で、校区の自然環境や都市基盤の様子を調べていました。子ども

たちは、その中でも校区にある府内でも有数の交通量を誇る府道中央環状線について、自動車が

多いことに気づき、「排ガスが臭い」、「空気が汚い」、「沿道のフェンスなどが黒くすすけている」

等、自動車利用による環境悪化の問題を発見しました。このことだけでも、社会科にある「自分

たちが住むまちの都市基盤整備の概況」や理科の「燃焼」の単元と結びつくものであると思われ

ます。 
そのような問題発見に対して、学級担任から 2 学期の授業展開について相談を受けました。同

時に理科では、「電気」や「太陽電池」を学習することから、ソーラーカーに関する学習も検討さ

れていました。しかしながら、ソーラーカーは実用化には程遠くまた、自動車による環境問題の

解決策が全てソーラーカーの導入になりえる話につながりやすいことから、実用化されている低

公害車の情報を提供しました。実用化されている低公害車は科学、工業技術の粋を集めています

ので、社会科の工業の発展や理科の燃焼等の単元ともかかわってきます。そこで、平成 15 年以降

実施している「クルマ大集合」を提案し、特徴である実物体験を通してエネルギーや環境問題を

学べることを 2 ヵ年の実績を踏まえて説明しました。そして、学級担任から「クルマ大集合」の

実施の要請があったことから、この「クルマ大集合」を中心にした学習プログラムを作成するこ

ととなりました。 
特に、桜井谷小学校の学習に関しては、先行的事例として平成 15 年度から実施してきた授業と

の整合性に重点をおきつつ、桜井谷小学校のニーズに沿ったプログラム提供に努めました。 
授業内容の作成にあたっては、交通環境学習と学習指導要領の整合性を図るべく大阪大学大学

院工学研究科の松村暢彦助教授の指導及び助言を得て、環境問題における交通のかかわりを社会

科と理科の学習指導要領の目標と単元に結びつくように検討しました（表 2.7 参照）。 
そして、市環境政策室で学級担任の要望等を把握しつつ、学校の要請に応えられるように関係

機関や事業者等と調整を重ねて授業内容を構成していきました。 
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表 2.7 交通環境学習と学習指導要領の関係 

1学期 2学期 3学期 1学期 3学期 3学期 1学期 2学期 3学期

目標

単元
私たち
の市の
探検

市の
人々の
仕事

昔の暮
らしを調
べる

健康を
守る工
夫

安全を
守る工
夫

地域の
発展に
尽くした
人

私たち
の住ん
でいる県

私たち
の住む
国土

わが国
の食料
生産と
私たち
の暮らし

わが国
の工業
生産と
私たち
の暮らし

情報と
私たち
の暮らし

国土を
守る

日本の歴
史

私たちの
生活と政
治

世界の中
の日本

小単元

学校の
周りの
様子、市
の様子

市の仕
事調べ、
店の仕
事の工
夫、工場
の仕事
の工夫

古い道
具調べ、
行事

暮らしを
支える
水、ゴミ
の始末
と活用

消防、
警察

郷土
県の地
図を広
げて

国土の
地形と
気候、気
候と暮ら
し

食料の
ふるさと
調べ、米
作り、漁
業

暮らしの
中の工
業製品、
わが国
の工業
生産と
工業地
域

放送局
で働く
人々、情
報を暮ら
しに生か
す

住みよ
い環境
を守る
（公害）、
森林資
源の働
き

国の成り
立ち等

みんなの
願いを実
現する政
治

日本とつ
ながりの
ある国の
人々の暮
らし、国際
連合

目標

単元
昆虫と
植物

光の性
質、日向
と日陰

豆電球
と乾電
池、磁石
の性質

季節と
生き物、
水の変
化

空気や
水の性
質、月と
星

物の運
動、物の
溶け方

人や動物
の体、生
物と環
境、物の
燃え方

生物と環
境、水溶
液の性
質、土地
のつくりと
変化

電流の働
き、生物と
環境

土木との
関連事項

太陽電池
二酸化炭
素

酸性雨、
自然災害

第6学年

・わが国の産業の発展に関心を持つようにする
・環境の保全の重要性について関心を深める
ようにするとともに、国土に対する愛情を育て
るようにする

第3学年 第4学年 第5学年

2学期

・美しいものに感動する心や人間の力を超えたものに対する畏敬の念を持つ
・日々の生活が人々の支えあいや助け合いで成り立っていることに感謝し、それ
に応える
・公徳心を持って法やきまりを守り、自他の権利を大切にし進んで義務を果たす
・郷土やわが国の文化と伝統を大切にし、先人の努力を知り、郷土や国を愛する
心を持つ

・生物を愛護する態度を育
てる
・光、電気、磁石の性質につ
いての見方、考え方を養う
・太陽と地面の様子との関
係についての見方や考え方
を養う

・生物を愛護する態度を育てる
・物の性質や働きの見方や考え方を
養う
・月や星の動き、水の変化について
の見方や考え方を養う

・生物を尊重する態度を育てる
・物の変化の規則性についての見方や考え方
を養う
・気象現象や流水の働きの規則性の見方や考
え方を養う

・生命を尊重する態度を育てる
・物の性質や働きについての見
方や考え方を養う
・土地の作りと変化のきまりにつ
いて見方や考え方を養う

・地域社会の一員としての自覚をもつようになる
・地域社会に対する誇りと愛情を育てるようにする

天気の変化、植物
の発芽と生長、動
物の発生と成長

てこの働き、植物
の生長、天気の変
化、流水の変化

・美しいものや気高いものに感動する心を持つ
・生活を支えている人々や高齢者に、尊厳と感謝の気持ちをもっ
て接する
・約束や社会の決まりを守り、公徳心を持つ
・郷土の文化と伝統を大切にし、郷土を愛する心を持つ

・わが国の歴史や伝統を大切に
し、国を愛する心情を育てるよう
にする
・平和を願う日本人としての世界
の国々の人々と共に生きていく
ことが大切であることを自覚でき
るようにする

注） 大阪大学大学院松村暢彦助教授作成資料に追記

　　道徳

年間指導計画例

社会

理科

1学期 2学期

自然災害

季節と生き物、温
度と物の性質、

電気の働き

消防自動車の
役割を学ぶ

多様なエネルギー
の自動車を学ぶ

地球温暖化
現象を学ぶ

最新の燃料電池車か
ら電気の働きを学ぶ

 

 

2)交通・環境学習を通じて伝えたいこと 

対象が小学校 4 年生、11 歳という年齢時期でもあり、環境問題や社会問題全般について、短期

間では全てを伝え理解することは困難であることから、下記のことをどれか一つでも感じ、他の

関連教科の学習のきっかけづくりになるような構成に努めることとしました。 

1)自分たちの暮らしと地域社会（桜井谷）のつながりを知る。 

2)人が集まって住んでいる地域社会だから問題が生じる（ゴミ、水、交通（安全、混雑、環境））。 

3)生活にはエネルギーが必要で、現在自動車では石油系燃料がニーズにあっている現実。 

そのためには、誰が何をしなければならないのかを考えてもらうことであると考えました。 
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3)実施プログラムのねらい‐クルマ大集合を中心にして- 

 【概要】 

・ いろんなクルマ（バス、乗用車、低公害車等）を準備し、それぞれの排気ガスの汚れを

測定する。 
・ 日常生活に必要なはたらくクルマのエネルギーを知る。 

 【ねらい】 

・ 日常生活に自動車が役に立っていることと大気汚染の主要な発生原因の現実を知る。 
・ クルマの種類（排気量、エンジンの環境性能、使用燃料の違い）によって空気の汚れ方

が異なることを知る。 
・ 校庭にクルマ大集合させることによって、非日常空間を演出し興味を持たせる。 
・ 生活にはエネルギーが必要で、現在自動車では石油系燃料がニーズにあっている現実を

知る。 
 【対象】 

・ 小学校４年生：3 クラス 110 名、特別ゲスト：院内学級（さくらんぼ学級） 
（学校長及び学年担任の協力を得て、子どもたちにとってつらい入院生活の気分転換として

学校行事の楽しさを感じてもらいながら、学友との再会の機会となるように院内学級の子ど

もも招待した。） 
 【事前に必要な授業】：前日に講義を実施 

・ 環境問題の深刻さやその原因となる物質 
・ 汚染物質の環境への影響、健康への影響 
・ クルマから汚染物質が出ていること（有機物（炭素）が燃えれば二酸化炭素、モノが空

気中で燃えれば窒素酸化物） 
・ 汚染物質を測定する手順 
・ 石油系燃料と新エネルギー燃料の自動車燃料としての特徴や違い 
・ 働く車を調べて、自動車の働き具合を調べる 
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4)学習プログラム 

○目標 
本授業を通して自分（たち）ができる地域にやさしい暮らし方を考えること 

 

次のようなプログラムで実施した。 

 

表 2.8 交通環境学習実施プログラム 

 内容 学習内容 1 組 2 組 3 組 担当・備考 

1 イントロ 1 学期の振り返り ○ ○ ○ 学級担任 

2 レクチャー 

どんなクルマがあるのか、どの

ような影響があるのか、性能や

値段の予想、聞いてみたいこと

働くクルマの数々 

合同 大阪府土木部職員 

3 
4 

クルマ 
大集合 

9 台のクルマが校庭に集合 
1） 「いろいろなクルマの排ガ

スを見てみよう (排ガス調

べ)」 
・天然ガスバス、ディーゼ

ルトラック、ガソリン乗

用車 
2）「さわってみよう学校に来た

クルマたち(クルマ見学)」 
3）「近未来のクルマ燃料電池カ

ーが走るよ (燃料電池車試

乗)」 

３クラス合同 
（府、市、阪急バス、消防本部） 
・燃料電池車、天然ガス車（路線バス、

清掃車、乗用車）、ガソリン車、ハイブ

リッド車、ディーゼル車（消防車、ダン

プ、清掃車） 

5 感想 ・感想を出し合う ○ ○ ○ 学級担任 

6 

7 
何ができるか ・1 学期の事柄も交えて検討 ○ ○ ○ 授業：学級担任 

教材：学級担任 

8 まとめ 1 ・ こんなことが出来た、出来な

かったのか経験を共有 ○ ○ ○ 学級担任 

 まとめ 2 ・ 発表形態 劇 合同  
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（４）「クルマ大集合」当日の様子 

 

1)校庭に集まったクルマ 

  
 

2)学習１：「いろいろなクルマの排ガスを見てみよう（排ガス調べ）」 

       
  CNG 車の実験は阪急バス㈱の路線バス車両を使用 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 真中黒いくつしたはディーゼル車の排ガスを測定 
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3)学習２：「さわってみよう学校に来たクルマたち（クルマ見学）」 

 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
  
 
 
 
 
 
 
     消防士さんに質問                阪急バス㈱社員さんの説明に興味津々 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
   熱心に学習内容を書き込む子どもたち 

 
 
 
 
 
 
 
 

  保護者も燃料電池車に興味津々 
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4)学習３：「近未来のクルマ燃料電池カーが走るよ」 

 
 
 
 
 
 
 
 
         お待ちかねの試乗体験            本当に出る排ガスならぬ排水 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5)子どもの様子（本物の働くクルマがやってきたので楽しさ倍増！） 
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表 2.9 協力機関一覧 

内容（車種等） 協 力 先 備    考 

事前講座 大阪府土木部  オリジナル教材提供 

燃料電池車 大阪府環境農林水産

部 

車両提供及び説明者(2 名)派遣 

天然ガス車（バス） 阪急バス㈱ 車両提供及び説明者(2 名)派遣 

天然ガス車（トラック） 豊中市環境部 車両提供及び説明者(3 名)派遣 

ハイブリッド車 大阪府土木部、市  

ディーゼル車(市) 豊中市環境部  

車

両

提

供 

消防自動車（消防車） 市消防本部 車両提供及び説明者(6 名)派遣 

プログラム検証 豊中市  

クルマ大集合総人数  約 50 名（上記以外の授業支援者等含む） 

「クルマ大集合」にあたっては、多くの関係機関及び事業者のご協力をいただきました。 
 

 

（５）学習発表会 

「みんなで考えよう桜井谷の未来を」のテーマの中で行われた本交通環境学習は、学校行事で

ある学習発表会で「『あのまち このまち』桜井谷をすてきな町にするために」という劇の形で、

4 年生全員で全校及び保護者の前で披露されました。一学期の校区の環境調べから始まり、自動車

が及ぼす環境影響のこと、そして自分たちが桜井谷をすてきな町にするための行動をまとめた劇

となりました。   

学級担任の方々だけで作成された演劇シナリオの内容のすばらしさに加え、１１０人の子ども

たちの迫真の演技が感動的であり、加えてメッセージ性も高く感じられました。 

おそらく交通環境学習の成果を学年劇の形でまとめられた事例は、この桜井谷小学校がはじめ

てと思われます。 

 

   
             排ガス調べ                      くつした比較 

写真 学習発表会の様子(クルマ大集合の場面) 
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（６）交通環境学習を終えて-取り組みの振り返りと今後について- 

豊中市では、今後の交通環境学習の取組みについて、既に市内で取組みを実施している学校関

係者等からの意見を踏まえ、次年度以降も学校ニーズに沿いながら改良を加えて実施していく予

定です。 
桜井谷小学校の事例を振り返ると、準備段階ではプログラムの準備にかけられる時間は限られ

ていましたが、関係者の連携によって成立することから、学級担任・府土木部・学識経験者・市

環境政策室・交通事業者の役割分担を明確にしながら調整しました。学習の導入からフォローま

での子どもへの教えは、学級担任がされました。特別な授業（事前授業）は外部講師が担当しま

したが、年齢に合わせた用語の使用など、実際のクラスの学習進捗状況を十分把握して教材を作

成する必要が明らかとなりました。教材作成に際しても、詳細な事項での学校側の協力が必要な

ことがわかりました。 
 また、教材については、「クルマ大集合」という実物、実践の教材を提供でき、教材としての魅

力やインパクトが強かったので、より体系的な環境学習プログラムを組むには、年間の学習計画

が立てられる 2 月から 4 月上旬までに学校側と意見交換が望ましいと考えています。 
そして、交通環境学習の目的と少し離れますが、子どもたちから、「多くの人が自分達のために

こんなに努力してくれてありがとうございます。」というような感想もあったことからも、交通環

境学習以外での効果もあると思われます。多くの大人たちが子ども達のために汗をかいたことが、

上述の感想になったのではないかと感じています。 
また、本物の働くクルマを持ってきた大人たちとコミュニケーションを取ったということは、

社会を支える大人たちから直接その仕事の意味を聞けたことにほかならないと思われます。例え

ば消防自動車、路線バス、清掃車などの役割や仕組みを聞き理解することは、その自動車を使う

人間の努力や工夫の大切さを学ぶことになります。その仕事上の経験に基づく社会を支える大人

の話は、次世代を担う人間として成長する子どもの人間形成の一助となると思われます。   
知っているようで知らない交通の話を聞き、かかわる大人と接することができる、この「クル

マ大集合」を中心とした交通環境学習は、子どもだけが学習するのではなく大人も子どもたちに

刺激を受けて相互に学びあう場であると確信しています。 
 

（７）交通環境学習の取り組みの評価 

1)取り組みの評価の視点と振り返り 

交通環境学習の取組みの評価については、既に市内で取組みを実施している関係者と桜井谷小

学校 4 年生の学級担任の協力を得ながら、表 2.10 に示す視点を基に評価しました。 
桜井谷小学校の事例を振り返ると、教え方については、子どもに合わせた用語の使用など、学

級担任以外が講師を務める場合は、充分な事前準備が必要となることが明らかとなりました。ま

た教材については、「クルマ大集合」という教材の魅力やインパクトが強く、すんなりとテーマが

選定されましたが、可能であれば年間の学習計画が立てられる 2 月から 4 月上旬までに多数のプ

ログラム情報があると望ましいと考えます。それぞれの役割分担を明確にした上で、教え方や教

材そしてテーマ設定については、上述した課題などを踏まえて、授業実施計画を学級担任と作成

することが望ましいと考えます。教え方については、子どもに合わせた用語の使用など、学級担

任以外が講師を務める場合は、充分な事前準備が必要となることが明らかとなりました。 
また教材については、「クルマ大集合」という教材の魅力やインパクトが強く、すんなりとテー

マが選定されましたが、可能であれば年間の学習計画が立てられる 2 月から 4 月上旬までに多数

のプログラム情報があることが望ましいと考えます。 

第 2 章 学習の実践事例 



 

 - 132 -

 
また、学級担任による事後授業において、気づきや思考を深めることができ、その知識を行動

に結びつけ、家族での実践など変化がみられました。 
継続面では、他の学習テーマと結びつけやすく、継続しやすいことも明らかになりました。 
取組みを支える体制は、小学校からの学習ニーズを受けた市環境政策室が外部機関とのコーデ

ィネートを行い、連携体制を構築したことから、窓口の一本化を図ることができました。 
そして 3 年目の交通環境学習であったことから、関係機関及び事業者と更なる協力関係を得る

ことができました。 
2)調整者(コーディネータ)の役割 

今回のように「クルマ大集合」を中心とした交通環境学習を実施するにあたっては、具体的な

協力を得るために、関係機関や事業者と多くの調整を要します。そのためには協力者側の本来業

務に資するメリットも考慮して、学習プログラムを構成する必要があります。大規模な体験型の

授業を支える体制については、小学校からのニーズを受けた市環境政策室が外部機関との総合的

なコーディネートを行い、連携体制を構築していくことが必要と考えます。総合的なコーディネ

ートなしに学校現場でこの内容を行えば、学校側の負担が大きすぎて、本来の教育に影響すると

思われます。 
コーディネーターは、学校教育の目的を最大限求めながら、関係事業者の社会還元活動とのバ

ランスポイントを見極めつつ、交通と環境の内容を学習としてまとめなければなりません。そし

て、学校教育の場で行うことから経済活動における企業広告的な内容はなじまないと考えます。

あくまでも社会還元活動若しくは環境保全活動の一環で参画していただくものであると思われま

す。 
学校と複数の協力者との調整は、コーディネーターが全て行うべきと考えます。学校側として

は、コーディネーターとの関係を整えることで、窓口ひとつの関係で交通環境学習の実施が可能

になり、持続的に学校及び関係機関や事業者との信頼関係を築けることになります。そして、そ

の関係が学習プログラムの改善や次年度以降の取り組みにつながると考えます。横断的な内容や

作業を一元化して、輻輳する情報全てを把握し、整理しながら学級担任と調整を図らないことに

は、学校現場に混乱を持ち込むことになるので、そのようなことは回避しなければならないと考

えられます。 
3)成果 

まず 3 年目の今回の授業を通じて、関係者調整等の実施ノウハウが蓄積されたことが挙げられ

ます。 
２つ目の成果として、学校や多数の関係機関、事業者との協力関係を築くことができたことが

挙げられます。 
３つ目の成果として、学校側としては、実施検討前は、環境問題を大きな距離のある問題とし

て思われていましたが、本学習によって、地球環境問題を身近なものとして感じていただき、具

体的に取り組む機会となったことです。 
子どもたちは、自分達でできる環境に優しい取組みを主体的に 1 週間実践することによって、

達成感を得ることができ、まわりの人に感謝する気持ちを持つことができました。ゲームやテレ

ビの時間を減らして電気使用量を減らしたり、食べ残しをやめたり、水道の無駄遣いをやめたり、

塾へ自転車で行くなど、生活スタイルを変える努力を行いました。特に、この取組みには家族も

参加し、家庭ぐるみの取組みに発展し、親も子どもから多くを学ぶことができました。こうした

取組みによって、子ども、家族の意識が変わり、行動に結びついたといえます。また、学習発表

会では、子どもが行動に向けたメッセージを家庭、学校、地域に向かって発信することができま

した。 
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４つ目の成果として、小学校には、環境学習に関するプログラムに対する需要があることを再

確認しました。学級担任にとっては、環境学習に関する情報が不足しているために実施するきっ

かけを得にくい状況にあります。しかし、情報提供を含め、学校教育や行事へのメリットを明確

にできれば、取組みが促進される可能性のあることがわかりました。 
4)課題と対応 

課題としては、テーマ設定をどのようにするか、関係者間での目的をどのように共有すべきか、

関係者の本来業務との調整、教材の供給体制、コーディネーターと各組織との調整、継続性の担

保などが挙げられます。 
特に、継続性を持たせるための方策としては、学習の場の広がり、内容の深まりを促進する目

標設定を行うことや、通常の教育カリキュラムの作成スケジュールに合わせて関係者が準備に着

手できるように留意することが考えられます。学級担任が次年度の年間カリキュラムを作成する 2
月から 4 月の時点で、国際、人権や福祉など様々な学習テーマがある中で交通環境学習プログラ

ムを選らんでもらえるように、内容に関する豊富な情報提供とあわせて学習のメリットを伝えら

れるようにしていくことが肝要であると思われます。 
さらに、教育委員会の研究会において環境学習をテーマに組み込めるように調整を行うことや、

学校、図書館司書の情報収集力の活用など、関係機関の環境学習に関わる機能の向上も同時に求

められます。なお、今回の「クルマ大集合」には、多くの機関、事業者が参画し、なかでも大阪

府や阪急バス㈱による車両の提供や講師・説明者の派遣というソフトとハードの両面の協力を得

たことで教材としての魅力が高まりました。このような本来業務以外での活動のためには、実行

にかかる経費を明確にし、負担方法のあり方を検討し、仕組みとして構築していくことが必要で

あると考えられます。 
 

表 2.10 市環境政策室の評価視点と振り返り  

視点 桜井谷小学校の事例の振り返り 

準備 準備段階における関係者の役割の 
実行性 

過去の実績から、学級担任・府・学識経験者・

市環境政策室・事業者の役割分担は明確だった。

しかし、プログラムの検討にかけられる時間は

限られていた。 

教え方 教員、コーディネーターの説明、

実演方法などの適切性 

子どもに合わせた用語の使用など、学級担任以

外が講師を行う場合には十分な調整と準備が必

要である。 

学習 

教材 学習目的との整合性、難易度、

実践性 

「クルマ大集合」という教材の魅力やインパク

トが強かった（1 学期からのつながりは学級担任

が行う）。年間学習計画を検討する 2 月から 4 月

上旬までに学習プログラム情報を提供すること

が望ましい。 

意識 気づき、理解、判断、行動への意

思 学習発表会で気づきや意思を示すことができた。

評価 
行動 実践変化、学習目的との整合性

知識と行動を結びつけることができ、家族での

実践など変化がみられた。 

継続 継続への意思、カリキュラムや人的制約
他の学習テーマと結びつけやすいと継続しやす

い。 

連携 組織内部の連携、組織外部の関係機関等

との連携 
小学校からのニーズを受けた市環境政策室が外

部機関とのコーディネートを行った。 

人材 内部の人材活用状況、外部の人材活用状

況 
コーディネーターが全体のバランスをみて調整 
外部を活用するときには、事前準備が特に重要。

基盤 地域特性との関係性、事業費の継続性 関係機関及び事業者の協力を得られたことが重

要。 
出典：豊中市(2005)「環境学習の地域展開について」p．15 表８の視点を基に作成 
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（８）おわりに 

「（１）はじめに」に示した理念のうち、１）から３）は子どもたちのために行うことを明確に

したものですが、４）と５）は学校教育の場で、大変なご苦労をされている学級担任及び学校長

への敬意であることをあえて記しておきたいと思います。学級担任の勤務時間の基本は、朝８時

３０分から１７時１５分ですが、定時に帰宅することはまれであると聞きます。また子どもが帰

宅したあとの放課後に、４０人近くの子ども一人ひとりの生活指導や学習指導の検討や教材作成

などの業務を黙々と行っておられる学級担任の姿を垣間見れば、まずは学級担任から子どもの様

子、学習対象項目の要望などの話を伺ってから、交通環境学習のスタートをきるべきであると考

えます。そのように学校の状況を踏まえた上で、子どものためになる学習内容、学校教育の一助

となる学習内容と運営を検討する必要があります。行政担当者などの支援者は、交通環境学習の

時間が終われば学校現場にはいませんが、学校長をはじめ学級担任は、毎日子ども及びその保護

者と接することを忘れてはいけないと考えます。交通環境学習によって、その後の学年学習計画

や学校行事に悪影響を与えることは許されません。もしそのようなことになれば、交通環境学習

は学校では実施できないことになります。 
また、我々は交通環境学習の内容については、学級担任よりは知識はあっても、子どもを学ば

せることに関しては素人です。十分に学校の先生と学年の様子や保護者を含めた地域の状況を踏

まえた、学びの要点等を精査しつつ、学級担任の支援に徹することが求められます。 
豊中市の交通環境学習は４年目を迎えていますが、情報収集や組織的機能の構築などの問題や

課題などもまだまだ多いところです。また、人材育成なども含め取り組むべきことも多くありま

す。そのような状況ではありますが、平成 18 年度においても、更なる学習内容の充実を図るべく、

国土交通省 EST モデル事業に位置づけた交通環境学習の取り組みを、大阪大学大学院工学研究科

と連携して進めることとしています。また、豊中市の地勢特性を考慮したプログラムも検討して

います。豊中市は大阪国際空港（通称伊丹空港）が存在する都市です。したがって、国土軸の交

通インフラである空港やエアラインの役割を学びながら、交通と環境を考える学習プログラムを

行う予定です。このプログラムは国際的なエアラインである日本航空の協力を得ることで成立す

るものです。空港所在地の地元自治体が行っている交通環境学習に、さらに空から本物と夢と感

動を子どもに届けることになります。豊中市は非常にすばらしい交通企業に恵まれていることを

最大限生かしつつ、実施理念の５つを常に照査しながら子どもたちのために行うことを忘れずに、

学校関係者をはじめ、交通環境にかかわる関係者の力を借りることで学習プログラムと教材の充

実を行っていきたいと考えています。 
最後に、桜井谷小学校の学校長及び当時の学級担任の先生方に、交通環境学習へのご理解とご

協力に対して、心から感謝申し上げます。また、平成 15 年度、16 年度にまだ黎明期であった交通

環境学習を受け入れていただいた東泉丘小学校及び豊島北小学校の学校長及び当時の学級担任の

先生方にも感謝いたします。 
そして、3 年前、その学校で何日も何十時間も学級担任と学習内容を調整した市職員がクルマ大

集合を大阪府とともに作り上げてきた実績があったからこそ、桜井谷小学校における充実した学

習につながったこともここに記しておきます。 
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第３章 留意点 

 

3.1 全体計画の立て方 

各学校においては、学校における全教育活動との関連のもとに、教科学習および総合的な学習の

時間について、当該学年における全体計画を作成して学習活動を行うことが望まれます。このため、

本学習の導入に際しても、教科学習や総合的な学習の時間の全体計画の中で、計画的、合理的に位

置付けて学習を行う必要があります。 

本「交通と環境の学習」教材は、交通と環境という分野のテーマを設定して、自ら課題を発見し

て問題解決に向けて考え、実践を通した主体的な態度を醸成することをねらいとしていますので、

各テーマの教材を各教科学習や総合的な学習の時間の学習を相互に関連付け、総合的に連動するた

めの全体計画の中での位置付けを明確にする必要があります。とくに、総合的な学習の時間につい

ては、地域や学校、児童の実態に応じて、横断的・総合的な学習や児童の興味・関心などに基づく

学習など創意工夫を生かした教育活動が求められており、そのねらいを考慮すると、本「交通と環

境の学習」教材を総合的な学習の時間の中で位置付けて学習することは非常に合理的であるといえ

ます。 

これらの全体計画の中での位置付けの例を図 3.1に示します。 

たとえば、 

◆「環境」をテーマとした総合的な学習の時間において、その一部として課題発見型教材と実

践型教材を活用する例が代表的です。ここで、課題発見と実践教材を複数使用することも有

用です。 
◆教科学習のあるテーマを動機として課題発見型教材を利用し、さらに総合的な学習の時間と

連携して実践教材を活用するといったことも考えられます。 
また、本学習教材は、調査や体験、問題解決に向けた実践的学習を主体とした教材でもあり、行

政や学識経験者による｢出前講座｣の活用、保護者や地域の皆様の協力なども視野に入れた枠組みを

することが可能です。 

 

 

 

 

【参考】総合的な学習の時間のねらい 
(1) 自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質

や能力を育てること。 

(2) 学び方やものの考え方を身につけ、問題の解決や探究活動に主体的、創造的に取り組む態

度を育て、自己の生き方を考えることができるようにすること。 

(3) 各教科、道徳および特別活動で身につけた知識や技能などを相互に関連付け、学習や生活

において生かし、それらが総合的に働くようにすること。 

出典：「学習指導要領」（平成 10年 10月、平成 15年 12月一部改定） 
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図 3.1 学習の全体計画における位置付けの例 

総合的な学習の時間の一部に位置付けた 
全体計画の例 

教科学習のテーマを動機付けとした学習と 
総合的な学習の時間とを連携した計画例 

総合的な学習の時間のなかで「交通と環境の

学習」を位置付けて計画する例 

自分と水・空気は，どのようにかかわって

いるのだろうか．

総合単元名：地球と私たち

自分と環境のかかわりを見つめなおそう．

身近な環境を探ろう．

家庭排水 ＊＊川 校区内の空気

を調べよう

それぞれの問題に対して，どうすればよい

のだろう．

水ネットワーク会議

実践活動

ふだんのくらし

の中でCO2を
へらそう

私たちの活動をみんなに伝えよう．

私たちは，くらしのなかで環境とどうかか

わっているのだろうか？
考えていくべきテーマを整理する．

総合単元名：私たちのくらしと環境

私たちのくらしと環境のかかわりを考える．

私たちの活動をみんなに伝えよう．

それぞれのテーマに対して，どうかかわっ

ていけばよいかを考え，実践する．
（各テーマは，直列もしくは並列）
テーマ3.くらしのなかで空気を考える

校区内の空気

を調べよう

ふだんのくらしの

中でCO2をへら
そう

テーマ1.くらしのなかで水を考える

テーマ2.くらしのなかでゴミを考える
テーマ3.くらしのなかで空気を考える
テーマ4.くらしのなかで植物/樹木を考える
テーマ5.・・・・・・・・

自分と水・空気は，どのようにかかわって

いるのだろうか．

総合単元名：地球と私たち

自分と環境のかかわりを見つめなおそう．

身近な環境を探ろう．

さまざまな実践活動

かしこいクルマの使い方を考える

私たちの活動をみんなに伝えよう．

社会科：５年

・農業

・水産業
・工業
　　→自動車産業

日本の産業

出前講座：クルマ大集合

日本の産業（続き）

それぞれの問題に対して，どうすればよい

のだろう．
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3.2 学習計画段階での留意点 

（１）「交通・環境学習」の基本方針 

学校教育は、法令および学指導要領に基づいて児童の育成を図ることが求められており、各教科、

特別活動及び総合的な学習の時間のそれぞれの特質に応じて、学習内容、時間等が定められ、各学

校で、児童に生きる力をはぐくむことを目指し、創意工夫を生かし特色ある教育活動を展開する中

で、自ら学び自ら考える力の育成を図るとともに、基礎的・基本的な内容の確実な定着を図り、個

性を生かす教育の充実に努めなければならないとされています。 

一方で、「交通・環境｣の分野の学習については、学習指導要領での位置付けが明確にはなされて

いません。しかしながら、便利で豊かな社会の基盤である”交通”の問題は、地球環境問題をはじ

めとした環境問題、事故などのリスクの問題、渋滞に伴う経済活動の阻害などをはじめ、まちづく

りや交通弱者など、総合的に学び直面していかなければならない大きなテーマであると思われます。

環境についても、地球温暖化の問題は待ったなしの状態であり、自然との共存だけでなく、空気、

水、ゴミなどの環境の問題は、身近なくらしとも密接にかかわる重要な分野です。とくに、クルマ

の問題は、自動車から排出される二酸化炭素の削減が大きな課題としてクローズアップされており、

現代社会のクルマ利用のあり方を学び、どう向き合っていくかを学ぶ意義は非常に大きいと考えら

れます。さらに、「交通と環境」は、個と公共のあり方を学ぶには非常に有用な分野であり、学校

教育の場で学ぶべきテーマとして非常に重要なテーマであると考えられます。 

「交通・環境学習」は、次代を担う子どもたちにこのような交通と環境の現状を伝え、自らが考

えて課題を発見し、行動に移していってもらいたいという動機から始まったものです。 

この様な背景をもとに、「交通・環境学習」に取り組む基本的な方針を、次のように設定してい

ます。 

①. 子どもたちが実物に触れ、実際に体験する教材を提供する。 
②. 学校教育の現場を尊重して、家庭、地域、行政などの関連主体が連携、支援していく。 
 

（２）学校全体としての位置付けと教科間の連携を踏まえた計画の作成 

各学校では、法令および学習指導要領に基づき、地域や学校及び児童の実態に応じて学習指導を

進めるとともに、各教科等及び各学年相互間の関連を図り、系統的、発展的な指導ができるよう、

学校、学年で年間の学習計画を策定しながら児童の指導にあたっています。 

このため、総合的横断的なテーマである｢交通・環境学習｣についても、学校毎に、全体として調

和のとれた具体的な指導計画の中で位置付けて、実施に移すことが重要です。 

具体的には、教材を提供し、取り組みを進める行政団体は、提供に際して決して無理に押し付け

るのではなく、学校、教師の皆様と、学校全体としての学習計画、学年および年間の各教科におけ

る学習計画を十分に調整して、学校教育がより充実したものになるよう努める必要があります。 

 

（３）関係者間の連携と支援要請 

「交通・環境学習」の取り組みはまだ始まったばかりであり、従来の教科学習のように学習指導

の要領や体系、教材が確立されたものではありません。 

このため、実施に当たっては、行政団体や学識経験者等の支援は不可欠です。とくに、交通や環

境の専門家ではない教師の皆様にとっては、専門家の知見や情報は貴重であり、実験や体験のため

の教材や備品、消耗品などの提供といった支援は、学校にとっては非常に有用なものです。また、

学習に際して家族や地域との連携が図れることも、この学習の特徴です。 
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一方で、学校の教師が、これらの関係者に協力を要請し、協議、調整しながら学習を進めるには、

現時点ではその負担は非常に大きいといわざるを得ません。 

このため、小学校における学校教育の特性を鑑み、たとえば、図 3.2に示すように、市町村を単

位として、地域と学校が密接に連携が図れる単位での取組みを進めるしくみを構築することが望ま

しいと考えられます。ただし、現時点でこのようなしくみが確立されている市町村はありませんし、

まだ｢交通・環境学習｣に取り組んでいない市町村も多く存在します。今後は、市町村におけるこの

ような体制としくみを構築していく必要があるとともに、それ以前の課題として、新たに取り組ん

でいただく市町村や学校を増やしていくための取り組みを精力的に実施していく必要があると考

えています。 

なお、保護者との連携については、校外学習の引率支援、公開授業や発表会への参加、教材の学

習課程の中での児童との連携や応援といったことを勘案すると、学級通信などを活用した積極的な

連携が望まれます。ただし、これは PTAなどとの関係もあるため、教師が日常の学習指導や生活指

導とあわせて行うべきものであろうと思われます。 

 

（４）教材および指導方法の開発と工夫 

本事例集では、これまでに教師の皆様方といっしょに検討して開発されたいくつかの教材を掲載

しています。 

しかしながら、これらの教材はまだ数校で活用されたものに過ぎず、適用する地域、学校、学年

そして児童の状況に対して、必ずしもそのまま使用してよいかどうかは不明です。 

したがって、本事例は、あくまでこれまでに取り組んだ事例として位置付けられるものであり、

今後のさまざまな活用性かを踏まえて改良すべき点も多いことに留意する必要があります。 

今後は、事例として掲載した教材を活用していただいてアップデイトするとともに、新たな教材

の開発や、活用の工夫や指導方法の拡充に努める必要があると考えています。 

 
 小学校における【交通･環境学習】取り組み体制(案)

小学校
保護者

学級通信等

(報告，依頼)

参加，協力

市町

教育委員会

交通担当部局

環境担当部局

連携

連携

大阪府

土木事務所

交通道路室

環境農林水産部

連携

ボランティア

交通事業者学識経験者

事業所

国等の機関

連携

支

援
要
請

・人的支援

・物的支援
支援

コーディネート

(教材提供、支援)

要請 交通･環境学習

 
注).大阪府都市整備部で提案されているしくみ(案) 

図 3.2 取り組みのしくみの構築(案) 
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3.3 カリキュラムの構成方法 

（１）カリキュラムの構成方法 

カリキュラムを構成するに際しては、学習指導要領においても「各教科などおよび各学年相互間

の関連を図り、系統的、発展的な指導ができるようにする。」、「地域や学校および児童の実態に応

じ、児童の発達段階を考慮しつつ、効果的、段階的に指導する。」、そして「児童の実態等を考慮し、

指導の効果を高めるため、合科的・関連的な指導を進める。」と指摘されています。これらのうち、

教科および学年相互間の関連については全体計画の中で考慮されると思われますが、児童の実態に

応じて効果的な指導、指導の効果を高めるための合科的・関連的な指導については、カリキュラム

の構成のなかで十分に配慮すべきものと考えます。 

いくつかの教材を活用してカリキュラムを構成しようとする場合、一般的には図 3.3に示すよう

な考え方に基づくことが望まれます。ここでは、基本的な考え方として「課題発見型教材」におい

て学習や体験を通して課題を発見するだけにとどまらず、実践型教材に取り組んで行動体験に基づ

く達成感を醸成するとともに、特に公共問題に主体的・自主的に取り組む姿勢を育むことを大きな

目標としています。 

ここで使用する教材としては、表 3.1に示すものが開発されていますが、今後の取り組みで、さ

らにより有用な教材が開発されることが望まれます。 

これらの教材を用いて、標準的には図 3.4に示すようなカリキュラム構成が考えられます．具体

的には図 3.5に示すように，様々な組み合わせでカリキュラムを構成することが可能です。たとえ

ば、課題発見型教材と実践型教材をシークエンスに取り組むパターン、一つの課題発見型教材の取

り組みをもとに複数の実践に取り組むパターン、さらには出前講座等を活用するパターンなどが考

えられます。 

なお、カリキュラム構成で最も重要なことは、ここで提示する教材を単に適用するのではなく、

各教科学習や総合的な学習の時間の学習課程の中で系統的、効果的に構成すること、なかでも“子

どもたちの興味・関心”を生かすための工夫が第一義であろうと考えます。とくに、学習の導入部

については、子どもたちが学習の関連を理解し、興味をもって取り組めるような系統化や工夫が重

要です。 

 

表 3.1 これまでの取り組みで開発されたタイプ別教材例 

教材タイプ 教材名

課題発見型教材 事例1：私たちの校区の空気を調べよう

事例2：私たちのまちはどのように変わってきたのだろう

事例3：地球温暖化を知っていますか

事例4：交通ゲーム

実践型教材 事例5：かしこいクルマの使い方を考える

事例6：ふだんのくらしの中でCO2をへらそう

事例7：みんなが使う「電車・バスマップ」をつくろう

事例8：電車・バスはみんなの乗り物

事例9：おでかけ日記(トラベル・フィードバック・プログラム)

事例10：買い物ゲーム(フードマイレージ)  
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様々な教科の学習課程

総合的な

学習の時間

理科、社会科

等の教科
クラブ活動、

フォーラム等

学習や体験を通して

興味や関心を高めます

課題を見付け

対応方法を考えます

課題発見学習

（3～6校時）

自分ができることを計画して

実践します

実践結果を整理して

評価し、表現します

実践学習

（3～6校時）

出前講座

見学・体験等

 
図 3.3 カリキュラム構成の概念 

 

 

総合的な

学習の時間

教材B

教材e

発表会

課題発見型教材

実践型教材

教材A 教材C

中間報告会等

教材ｄ 教材f

・・・N

・・・n

 
図 3.4 カリキュラム構成の考え方 
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任意の

学習課程

教材A

教材ｄ

発表会

課題発見

実践

任意の

学習課程

教材A

教材e

発表会

課題発見

実践 教材ｄ 教材f

任意の

学習課程

教材A課題発見

教材e

発表会

実践 教材ｄ 教材f

中間報告・出前講座

（課題発見1+実践1） （課題発見1+実践N）

（課題発見1+出前講座等+実践N）

任意の

学習課程

出前講座

教材ｄ

発表会

課題発見

実践

（出前講座等+実践1）

 

図 3.5 典型的なカリキュラム構成パターン例 

 

 

（２）カリキュラムの構成事例 

これまでに実践した事例では、前記図 3.5のうち（課題発見型教材+出前講座+実践教材）という

パターンが最も多く採用されていますし望ましいと考えます。これは、出前講座を実践動機の活性

化をねらいとしたり、子どもたちの関心を喚起することに配慮したものです。この他にも、総合的

な学習の時間での取り組みだけでなく、理科や社会科の教科学習のなかでトピックス的に動機の活

性化を図ったり、出前講座や体験の活用など、多くの構成上の工夫がなされています。 

これまでの実践事例から典型的なカリキュラム構成パターンを整理すると、表 3.2に示すような

事例が挙げられます。 
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表 3.2 カリキュラム構成パターン例 

教科 パターン 構成 取り組み校例 

社会

科 

+ 

総合 

導入部

課題発見学習

出前講座

実践学習  
 

【テーマ：身近な環境】（総合：環境学習） 

・ 課題発見学習：私たちの校区の空気を調べよ

う 

・ 出前講座：クルマ大集合 

・ 実践学習：ふだんのくらしの中で CO2 をへら

そう 

・ 発表会 

和泉市立鶴山台

北小学校 5 年 

 

理科 導入部

課題発見学習

出前講座

実践学習  
 

【テーマ：空気の学習から環境を考える】（理科

教科学習：空気） 

・ 課題発見学習：私たちの校区の空気を調べよ

う 

・ 出前講座：クルマ大集合 

・ 実践学習：ふだんのくらしの中で CO2 をへら

そう 

豊中市立東泉丘

小学校 5 年 

 

社会

科 

 

 

 

 

【テーマ：かしこいクルマの使い方を考える】（社

会科教科学習：クルマのあるくらし） 

・ 導入部：クルマのあるくらし、長所と短所 

・ 実践学習：かしこいクルマの使い方を考える

（実践動機の活性化：出前講座「クルマ大集

合」） 

・ 発表会 

岸和田市立中央

小学校 5 年 

 

総合  

 

 

 

 

 

 

【テーマ：みんなで考えよう桜井谷の未来を】 

・ 課題発見学習：環境調査 

・ 導入部：いろんなクルマ、はたらくクルマ 

・ 出前講座：クルマ大集合 

・ 実践、発表会 

豊中市立桜井谷

小学校 4 年 

 

 

 
 

実践学習

（出前講座）

導入部

導入部

出前講座

実践学習

課題発見学習
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3.4 学習を進めるうえでの留意点 

（１）子どもたちの興味と学ぶ態度の活性化を図る 

実践事例でも記述されていますが、教材の適用に際しては、子どもたちの興味と学ぶ態度を活性

化するためのいくつかの工夫がなされています。教材を提供して教師の皆様方とカリキュラムの構

成や教材の改良の議論の大半は、導入部で子どもたちに興味を持ってもらうためにどうするか、教

材に転換点などで子どもたちの学ぶ態度をどう活性化するかといった議論がなされたことからも、

この点は非常に重要であろうと思われます。 

これまでの実践事例で検討された子どもたちの興味を活性化するための工夫を列挙すると、次の

とおりです。 

 

1).導入部において子どもたちの興味を活性化するための工夫例 

・ クイズ：子どもたちの評価が分かれて議論の短所となる可能性があるもの 
・ 出前講座の活用：実物に接することができる講座や実験、専門家の話など 

2).学習の転換点で子どもたちの学ぶ態度を活性化するための工夫例 

・ 出前講座の活用：次の教材の導入になる講座 
・ チューター(教員補助)の活用：行政団体職員、専攻の学生など 

 

（２）指導方法の工夫 

ここで提供する教材や実践事例は、まだ開発途上にあるものです。このため、従来の教科書など

に沿った学習プロセスですすめるといった手法だけでなく、さまざまな指導方法に係る工夫の導入

が望まれますし、新たな知見が得られる可能性もありますので、以下に示すような指導方法の工夫

については、積極的に採用することが望まれます。 

 

1).出前講座の積極的な活用 

・ 出前講座は、前記のような学ぶ態度の活性化だけでなく、初めて経験する実験や実物と

のふれあい、実社会で活躍する専門化とのふれあいなど、多くの効用が期待されますので、

積極的な活用が望まれます。 
2).外部講師やチューターなどの活用 

・ 外部講師やチューターなどの活用は、子どもたちの学びの刺激にもなりますし、教師の

負担を軽減するといった意味でも有効です。 
3).パソコン授業や IT を活用した授業 

・ パソコン授業は、交通行動調査の集計と即時フィードバックなど多くの活用方法が考え

られますので、今後もさまざまな工夫が望まれます。 
・ また、いくつかの試験実施された携帯電話や GIS などの IT を活用した事例では、より

子どもたちの学ぶ意欲が活性化されることが報告されています。今後の一般化が望まれま

す。 
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3.5 出前講座の活用 

大阪府では、2002年の「交通・環境学習｣の開始以来、教材の開発に取り組んできました。とく

に、子どもたちに実物、実践教材を提供して、喜んで学習に取り組んでもらいたいという目標で検

討を進め、排気ガスの影響を実際のクルマを使って学校で実験してはどうか、環境に優しいバスや

高齢者障害者への配慮なども実際に見てもらってはどうか、さらには燃料電池車やソーラーカーに

実際に乗って体験してもらってはどうかなどの意見をいただき、関係機関にも協力していただいて

クルマを学校に集合して出前講座的に学習に活用してもらおうということから始まりました。名称

は、「クルマ大集合」と名づけて実施したところ、子どもたちからは非常に大きな反響がありまし

た。 

便利で快適な乗り物であるけれどもエネルギーを使ってしまうというジレンマに、クルマを作る

ところからも努力をしていることを知ってもらいましたし、高コストの悩みなども理解してもらえ

ました。しかし、排気ガスをその場で測定することは非常に印象的でもあり、“いろんなクルマ”

のなかに校長先生のマイカーや担任の先生のバイクなどが混じって排気ガス実験をすると、子ども

たちは大喜びです。 

はじめは、「交通・環境学習｣の転換局面での子どもたちの学習態度の活性化という側面もありま

したが、学校の現場からは喜んで迎えられていますし、本事例集でも｢クルマ大集合｣が、大きな役

割を果たしていることがわかります。 

このように、「クルマ大集合」だけでなく、「温暖化実験｣、「地球温暖化を知っていますか｣、「公

共交通の話｣、「交通ゲーム」などの出前講座は、「交通・環境学習」の教材と合わせると相乗的に

学習が充実されることがわかりました。 

大阪府では、本事例集で紹介する出前講座以外にも、関係各部局が積極的に出前講座を開発して

学校教育の一助になるよう努めています。現在提供できる出前講座や見学会は、環境農林水産部と

都市整備部が共同で、下記ホームページで提供していますので、ぜひ活用してください。 

大阪府「講座や見学会の提供」： 
http://www.pref.osaka.jp/doboku/11kodomo/index.html 

なお、出前講座については、環境省、国土交通省、地球温暖化防止活動推進センターなどでも提

供しています。 
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大阪府における「交通・環境学習」の取組み実施校一覧（その 1） 

年度 対象校 学年 教科 使用教材・出前講座 コマ数 支援 

平成 
14 年度 

和泉市立緑

ヶ丘小学校 
5 年 

総合的な

学習の時

間 
・かしこいクルマの使い方を考える 33 コマ

和泉市、大阪府、東京工業大学藤井

助教授、大阪市立大学内田助教授、

東京工業大学藤井研究室、大阪市立

大学土木計画学研究室 

和泉市立芦

部小学校 
5 年 

総合的な

学習の時

間 

・私たちの校区の空気を調べよう 
・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 

6 コマ 
和泉市、大阪府、大阪市立大学内田

助教授 
平成 
15 年度 

豊中市立東

泉丘小学校 
6 年 

理科、総

合的な学

習の時間

・私たちの校区の空気を調べよう 
・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
出前講座：公共交通について、クルマ大集合 

13 コマ
豊中市、国土交通省総合政策局、大

阪府、大阪大学松村助教授 

和泉市立北

松尾小学校 
6 年 理科 ・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 4 コマ 

和泉市、大阪府、大阪市立大学内田

助教授 

和泉市立鶴

山台北小学

校 
5 年 

社会科、

総合的な

学習の時

間 

・私たちの校区の空気を調べよう、クルマの排気ガ

スを調べよう、校区の交通事故を調べよう 
・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
出前講座：クルマ大集合 

11 コマ
和泉市、大阪府、大阪市立大学内田

助教授 

豊中市立

東泉丘小

学校 
6 年 

理科、総

合的な学

習の時間

・私たちの校区の空気を調べよう 
・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 

15 コマ
大阪府、豊中市、大阪大学松村助教

授 

豊中市立

豊島北小

学校 
5,6 年 

クラブ活

動 
・私たちの校区の空気を調べよう 6 回 

大阪府、豊中市、豊中市豊島北公民

館 

茨木市立白

川小学校 4 年 
総合的な

学習の時

間 

・私たちの校区の空気を調べよう 
・ソーラーカーを作ろう、地球温暖化調べよう身近な

環境問題調べよう 
出前講座：クルマ大集合 

年間 大阪府 

平成 
16 年度 

茨木市立豊

川小学校 4 年 
総合的な

学習の時

間 

・私たちの校区の空気を調べよう 
・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
出前講座：クルマ大集合 

15 コマ 大阪府 
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大阪府における「交通・環境学習」の取組み実施校一覧（その 2） 

年度 対象校 学年 教科 使用教材・出前講座 コマ数 支援 

枚方市立平

野小学校 6 年 
総合的な

学習の時

間 

・私たちの校区の空気を調べよう 
・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
出前講座：公共交通について、交通ゲーム、クルマ大

集合 

9 コマ 大阪府、枚方市、大阪大学松村助教

授 

八尾市立大

正小学校 5 年 
理科、総

合的な学

習の時間

・私たちの校区の空気を調べよう 4 コマ 大阪府、八尾市 
平成 

16 年度 

岸和田市立

中央小学校 
5 年 

総合的な

学習の時

間 

・私たちの校区の空気を調べよう 
・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
出前講座：大気汚染の現状について、クルマ大集合 

18 コマ
大阪府、NPO 大阪環境カウンセラ

ー協会、岸和田市 

和泉市立南

松尾小学校 5 年 

社会科、

総合的な

学習の時

間 

・私たちの校区の空気を調べよう 
・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
出前講座：クルマ大集合 

10 コマ
和泉市、大阪府、大阪市立大学内田

助教授 

和泉市立鶴

山台北小学

校 
5 年 

社会科、

総合的な

学習の時

間 

・私たちの校区の空気を調べよう 
・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
出前講座：クルマ大集合 

11 コマ
和泉市、大阪府、大阪市立大学内田

助教授 

豊能町立東

ときわ台小

学校 
5 年 

社会科、

総合的な

学習の時

間 

・私たちの校区の空気を調べよう 
・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
出前講座：クルマの環境問題について、クルマ大集合

12 コマ 大阪府 

池田市立北

豊島小学校 
全学年 

フォーラ

ム 
出前講座：地球温暖化について、交通ゲーム 1 コマ 大阪府、池田市 

豊中市立桜

井谷小学校 4 年 
総合的な

学習の時

間 

「みんなで考えよう、桜井谷の未来を」をテーマに校

区の空気などを調べ、地域や地球にやさしい取り組み

を学習。クルマ大集合、講師派遣 
8 コマ 豊中市、大阪府、大阪大学松村助教

授、豊中市消防本部、阪急バス㈱ 

平成 
17 年度 

豊中市立庄

内小学校 3 年 
総合的な

学習の時

間 

・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
出前講座：私たちのまちについて、クルマ大集合 

3 コマ 大阪府、豊中市、阪急タクシー(株) 
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大阪府における「交通・環境学習」の取組み実施校一覧（その 3） 
年度 対象校 学年 教科 使用教材・出前講座 コマ数 支援 

豊中市立箕

輪小学校 5 年 
総合的な

学習の時

間 

・私たちの校区の空気を調べよう 
・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
出前講座：私たちのまちについて、クルマ大集合 

11 コマ
大阪府、豊中市、阪急バス(株)、阪

急タクシー(株) 

茨木市立豊

川小学校 4 年 
総合的な

学習の時

間 

・地球温暖化について知っていますか 
・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
出前講座：地球温暖化について、温室効果実験、クル

マ大集合 

8 コマ 大阪府、茨木市 

東大阪市立

長瀬東小学

校 
3、4 年 

総合的な

学習の時

間 

・私たちの校区の空気を調べよう 
・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
出前講座：私たちのまちについて、クルマ大集合 

11 コマ 大阪府、東大阪市 

太子町立山

田小学校 
4 年 

総合的な

学習の時

間 

・私たちの校区の空気を調べよう 
・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
出前講座：クルマ大集合 

11 コマ 大阪府、太子町 

岸和田市立

中央小学校 
5 年 

社会科、

総合的な

学習の時

間 

・かしこいクルマの使い方を考える 
出前講座：クルマの環境について、クルマ大集合 

7 コマ 大阪府、岸和田市 

貝塚市立永

寿小学校 
5 年 

総合的な

学習の時

間 

・地球温暖化について知っていますか 
・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
出前講座：クルマ大集合 

8 コマ 大阪府、貝塚市 

平成 

17 年度 

河内長野市

清教学園中

学校 
2 年 

総合的な

学習の時

間 

・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
出前講座：温室効果実験、クルマ大集合 

6 コマ 大阪府、河内長野市 
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大阪府における「交通・環境学習」の取組み実施校一覧（その 4） 

年度 対象校 学年 教科 使用教材・出前講座 コマ数 支援 

和泉市立北

松尾小学校 
5 年 

社会科、

総合的な

学習の時

間 

・私たちの校区の空気を調べよう 
・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
出前講座：温室効果実験、クルマ大集合 

12 コマ 和泉市、大阪府 

和泉市立鶴

山台北小学

校 
5 年 

社会科、

総合的な

学習の時

間 

・私たちの校区の空気を調べよう 
・バスはみんなの乗り物 
出前講座：バス体験乗車、クルマ大集合 

11 コマ
和泉市、国土交通省近畿運輸局、大

阪府、南海バス㈱、㈱エコトラック 

池田市立庄

内小学校 
4 年 

総合的な

学習の時

間 

出前講座：地球温暖化について、温室効果実験、交通

ゲーム 
3 コマ 大阪府、池田市 

池田市立北

豊島小学校 
全学年 

オータム

フェスタ

出前講座：地球温暖化について、温室効果実験、クル

マ大集合 
1 回 大阪府、ダイハツ工業㈱ 

豊能町立東

ときわ台小

学校 
5 年 

社会科、

総合的な

学習の時

間 

・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
・かしこいクルマの使い方を考える 
出前講座：クルマ大集合 

10 コマ
大阪府、国土交通省近畿運輸局、阪

急バス㈱、㈱エコトラック 

豊中市立桜

井谷小学校 
4 年 

総合的な

学習の時

間 
出前講座：地球温暖化について、クルマ大集合 4 コマ 

豊中市、大阪府、阪急バス㈱、大阪

産業大学、大阪大学松村助教授、豊

中市消防本部、(株)建設技術研究所 

茨木市立豊

川小学校 
4 年 

総合的な

学習の時

間 

・私たちの校区の空気を調べよう 
出前講座：バス見学、モノレール見学 

10 コマ 大阪府、阪急バス㈱ 

岸和田市立

修斎小学校 
5 年 

総合的な

学習の時

間 

・私たちの校区の空気を調べよう 
・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
出前講座：クルマ大集合 

10 コマ
大阪府、岸和田市、佐野工科高校、

近畿環境興産㈱ 

平成 
18 年度 

貝塚市立永

寿小学校 
5 年 

総合的な

学習の時

間 

・私たちの校区の空気を調べよう 
・ふだんのくらしの中で CO2 をへらそう 
出前講座：クルマ大集合 

11 コマ
大阪府、貝塚市、国土交通省近畿運

輸局、水間鉄道㈱ 
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大阪府における「交通・環境学習」の取組み実施校一覧（その 5） 

年度 対象校 学年 教科 使用教材・出前講座 コマ数 支援 

和泉市立緑ヶ

丘小学校 
6 年 

理科、総合

的な学習の

時間 

・校区内の空気を調べよう(NOｘ調査) 
出前講座：生き物について調べよう、川の汚れについ

て調べよう、私たちのまちがどのように変わってきた

のだろう 

4 コマ 和泉市、大阪府 

和泉市立鶴山

台北小学校 
5 年 

社会科、総

合的な学習

の時間 

・自分たちが興味を持ったことを調べよう 
 ①空気調べ（NOｘ調査）、②川の流れ（水質調査）

 ③ヒートアイランド・温暖化、④森林（紙づくり）

 ⑤砂漠化（植物栽培）、⑥肥料づくり 
・おでかけ日記(自分たちの普段の行動を記録しよう)
出前講座：「環境の輪」について、クルマ大集合 

11 コマ

和泉市、国土交通省近畿運輸局、

大阪府、南海バス㈱、㈱エコトラ

ック、京都大学大学院工学研究科 

豊中市立豊南

小学校 
5 年 

総合的な学

習の時間 
出前講座：クルマ大集合 2 コマ 豊中市、大阪府、阪急バス㈱ 

豊中市立原田

小学校 
5 年 社会科 出前講座：クルマ大集合 2 コマ 豊中市、大阪府、阪急バス㈱ 

泉大津市立上

条小学校 
5 年 

総合的な学

習の時間 

・私たちの校区の空気を調べよう 
・おでかけ日記(自分たちの普段の行動を記録しよう)
出前講座：「道路」について、クルマ大集合 

10 コマ
泉大津市、大阪府、㈱エコトラッ

ク、京都大学大学院工学研究科 

貝塚市立修斎

小学校 
5 年 

総合的な学

習の時間 
・私たちの校区の空気を調べよう 
出前講座：温室効果実験、クルマ大集合 

6 コマ 大阪府 

平成 
19 年度 

河内長野市立

高向小学校 
5 年 

総合的な学

習の時間 
出前講座：クルマ大集合 2 コマ 大阪府 

 
 

付
表

 
取

り
組

み
実

施
校

一
覧

 

 
-5

 -

 

 

 



その他の取組み実施校一覧 

年度 対象校 学年 教科 使用教材・出前講座 コマ数 支援 

平成 
13 年度 

大阪府立西

淀川高校 
3 年 

地歴科 
(地理 A) 

・ダイアモンドランキング手法による大気汚染物質の

排出削減策を考える 
3 コマ 大阪大学松村助教授、（財）公害地

域センター 

平成 
14 年度 

札幌市立平

岡公園小学

校 
5 年 社会科 ・トラベル・フィードバック・プログラム 5 コマ 

札幌市、（財）北海道開発技術セン

ター、東京工業大学藤井助教授、東

京工業大学藤井研究室 

平成 
15 年度 

札幌市立日

新小学校 
5 年 

総合的な

学習の時

間 
・トラベル・フィードバック・プログラム 9 コマ 

札幌市、（財）北海道開発技術セン

ター、東京工業大学藤井助教授、東

京工業大学藤井研究室 

富士市立富

士南小学校 
6 年 

総合的な

学習の時

間 

・かしこいクルマの使い方を考える（モビリティ・マ

ネジメント） 
出前講座：路線バス体験乗車 

4 コマ 
富士市、国土交通省中部地方整備

局、東京工業大学藤井研究室、(財)
計量計画研究所 

富士市立富

士南中学校 
1 年 

総合的な

学習の時

間 

・かしこいクルマの使い方を考える（モビリティ・マ

ネジメント） 
出前講座：路線バス体験乗車 

7 コマ 
富士市、国土交通省中部地方整備

局、東京工業大学藤井研究室、(財)
計量計画研究所 

平成 
16 年度 

秦野市率堀

川小学校 
5 年 

総合的な

学習の時

間 
・かしこいクルマの使い方を考える 2 コマ 秦野市、秦野市 TDM 委員会、東京

工業大学藤井研究室 

久御山町立

佐山小学校 
5 年 

総合的な

学習の時

間 

・かしこいクルマの使い方を考える 
出前講座：路線バス体験乗車、交通ゲーム 

7 コマ 
久御山町、京都府、国土交通省近畿

運輸局、大阪大学松村助教授、(社)
システム科学研究所 平成 

17 年度 
福山市立駅

家西小学校 
5 年 

総合的な

学習の時

間 
・かしこいクルマの使い方を考える 7 コマ 

福山市、広島市、国土交通省中国地

方整備局、岡山大学谷口教授、㈱福

山コンサルタント 

平成 
18 年度 

豊中市立本

町保育所 

1-5 歳

児、地

域参加

者 

環境保全

活動 
・ペープサート、クルマ集まれ(クルマ大集合) 2 コマ 

豊中市、大阪府、阪急タクシー、大

阪ガス、豊中市水道局、大阪大学松

村助教授 
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